
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　始まりの小さな出会い









　──全ブリテンを統一統治した、希代の騎き士し王アーサー。

　そんな彼の居城、キャメロット城。

　王の権勢と威い光こうをそのまま反映したかのような、豪ごう奢しやなその城の庭園にて──

「はぁ……退たい屈くつだわ……」

　立てられた日ひ傘がさの下、美しいドレスを纏まとったうら若き貴婦人の少女が、ガーデンチェアに腰こし掛かけ、テーブルに頰ほお杖づえをつき、溜ため息を零こぼしていた。

　黒曜の輝かがやきを集め束ねたような黒くろ髪かみ、白磁の肌はだ、彫ちよう刻こく細工じみた美び貌ぼう、艶つややかな肢し体たい。

　その絶世の美を誇ほこる少女の名は──モルガン＝ル＝フェイ。

　かのアーサー王の、異父姉である。

「退屈、退屈、退屈……せっかく姉様達の眼めを盗ぬすんで、こっちに転生して来たのに」

　その美貌を退たい廃はい的に陰かげらせたモルガンが、心底つまらなそうに眼前の庭園を眺ながめる。

　そこは眩まばゆい陽光降り注ぐ広大な庭園だ。

　花か壇だんに色とりどりの花が咲さき乱れ、幾き何か学がく的に美しく低木が配置されている。

　諸しよ侯こうや騎士達が見れば、これぞ吾われ等らがブリテンを統すべる偉い大だいなる王の庭園──と感動に打ち震ふるえるところであったが、モルガンには何の無ぶ聊りようの慰なぐさめにもならない。

　彼女は飽あいていた。

　かつて一方的に人に望まれ、人ならざる者として世界に誕生した彼女だが、永遠に人のお守もりをせねばならぬという、自身の在り方と定めに飽いていた。

　ならばと、自ら人に転生し、この世界のあらゆる享きよう楽らくに耽ふけりながらも満たされない。

　自身の〝人を守護する〟という役割に背を向けるように、人を嘲あざけり、利用し、唆そそのかし、欺あざむき、陥おとしいれて、玩具おもちやにして遊んで嘲あざ笑わらっても、ちっとも満たされない。

　楽しくない。面おも白しろくない。虚むなしい。世界の全すべてが灰色に見える。

　かと言って、上の二人の姉のように、自身の在り方に何の疑いもなく、素す直なおに人を永遠に守護する役割に徹てつするべきかと思えば、そんな気など、さらさら起こらない。

　そんな一方的に押しつけられた役目に一体、何の意味がある？

　彼女は飽いていた。

　否いな、この自分が、この世界に存在する意味を、まるで見み出いだせなかったのだ。

「はぁ、退屈。死のうかしら？　死んで、姉様達のいるあっち側に帰ろうかしら？」

　そんな風にモルガンが一人溜め息を吐ついていた……その時だ。

　向こうの庭園通路を、二人の騎士が歩いているのが見えた。

　一人は、この現実界での異い父ふ弟ていにしてブリテン王、アーサーだ。

　そして、もう一人は……つい最近、円えん卓たく入りした若き騎士であった。

　容姿、武勇、家いえ柄がら、共に平へい凡ぼん。ケイ卿きようのように内政に優すぐれているわけでもなければ、ディナダン卿のように交こう渉しよう事や知略に優れるわけでもない。特とく徴ちようがないのが特徴。

「確か、あの御お方かたの名前は……」

　はっきり言えば、モルガンのような絶世の美女にして高貴なる貴婦人にとっては、道ばたの雑草以下の男である。

　そんな騎士が、アーサー王となにやら親しげに話している。

　そういえば、最近、あの二人がそうしている姿を、モルガンはよく見かける。

　どうやら、あの凡ぼん庸ような騎士は、アーサー王にそれなりに信しん頼らいされているらしかった。

「ふうん？」

　モルガンは、そんな騎士を、しばらく興味なさそうに半眼で見つめて……

　やがて、薄うつすらと妖あやしく笑って立ち上がった。

（凡庸とはいえ、自分の信頼している騎士が、自分の姉と不ふ倫りん……ふふふ、大おお恥はじをかかされたあの愚弟アーサーは、どんな顔するかしら？　少しは退屈を紛まぎらわせてくれるかしら？）

　その時、モルガンの動機は、間ま違ちがいなくそれだけだった。

（まぁ、豪ごう華かな宮きゆう廷てい料理に慣れると、たまには下しも々じもの雑な食事が恋こいしくなる時もあるもの……凡ぼん夫ぷでも一晩くらいは、私を愉たのしませてくれるでしょう？）

　間違いなく、いつもの火遊びのつもりだったのだ。

　モルガンはそうほくそ笑みながら、アーサー王と騎士の後をこっそり追う。

　そして、騎士が一人になったところを見計らって、モルガンは騎士に声をかけた。

「……ああ、お待ち下さいな、そこの素す敵てきな貴方あなた」

　あらゆる美男子や貴公子を落とし続けてきた、絶世の色気と愛あい想そを目め一いつ杯ぱい振ふりまきながら、モルガンがにっこりとその騎士に笑いかける。

「実は……前々から、貴方様にお近づきになりたいと思っていましたの。少し、私とお話しいたしませんか？　ねえ？　アコロン卿……」

「は、はぁ……？　貴女あなたが俺と……？」

　その騎士──アコロン卿は眼を瞬しばたたかせながら、そんなモルガンを見返す。




　これが、モルガンと、誰だれよりも平凡な騎士アコロン卿の最初の出会いであった──








第一章　ワイルド・ハント









「こ、これは一体、どういうこと!?」

　聖せい杯はい探たん索さくを終えた瑠る奈な達が、バロールの魔まの手から辛かろうじて逃のがれ、幻げん想そう界から現実界へ帰き還かんするや否や。

　その開口一番、瑠奈は愕がく然ぜんとそう叫さけんでいた。

　今、瑠奈達が《門》をくぐって辿たどり着いたこの場所は、人工島ニューアヴァロンの第九エリアの港地区の外れ──聖杯探索の出発点だ。

　だが、そこから見み渡わたす都市の様子が、出発前と今とでがらりと様変わりしていた。

　まるで、第三次世界大戦でも勃ぼつ発ぱつしたのではないかと思うほど、国際都市アヴァロニアは荒こう廃はいしていたのだ。

　立ち並ぶ高層ビルや家屋はボロボロになり、ところどころ完全に崩くずれ落ちている。

　街のあちこちで上がっている火の手と煙けむり。

　道路はひび割れ、アスファルトが捲めくれ上がって地じ肌はだを晒さらし、自動車は建物に突つっ込こみ、電車は脱だつ線せんしてひっくり返っている。

　半はん壊かい状態──都市機能が完全に停止しているだろうことは、想像に難かたくない。

　そして、そんな荒廃した街のあちこちを徘はい徊かいしている、妖よう魔ま、妖魔、妖魔……

　通常、《意識の帳とばり》に阻はばまれ、この現実界には出現し得ない概がい念ねん存在の怪かい物ぶつ達が、今、実体化して、我が物顔で徘徊しているのだ。

　時刻は黄昏たそがれ時、沈しずみかける夕日の強きよう烈れつな金と紅あかの色しき彩さいに染め上げられたその光景は、弥いやが上うえにも〝破は滅めつ〟を、強烈に感じさせるのであった。

　そして、なによりも特筆すべきことは──

「何、あれ……？」

　瑠奈は、眼を細めて遠くを見やる。

　その方角は、この人工島の中心部にて都市機能の中ちゆう枢すうを司つかさどる、アヴァロニア第一エリア方面だ。

　そこに、巨きよ大だいな城の影かげが遥か遠く、はっきりと見えた。

　とてつもなく大きい。この遠く離はなれた場所から遠目でもわかるほど、とにかく山のように大きな城。まるで闇やみそのものを集め固めて建造しているかのような、漆しつ黒こくの城だ。

　ただ、その城の造形はところどころ欠けるように歪いびつで、現在、急ピッチで建造中……そんな雰ふん囲い気きがある。

　もちろん、こんな建造物、出発前には影も形もなかった。

　瑠奈達が帰還してみたら、唐とう突とつに出現していたのだ。

「一体、何があったのよ……ッ!?　ひょっとして、私達、もの凄すごい長い間、異界に入り浸びたってたってわけ!?」

「そ、そんなはずは……」

　慌あわてる瑠奈の言葉に、那な雪ゆきが頭を振ふる。

「ここに戻もどる道中、瑠奈さん達が聖杯探索に挑いどんだ事情は聞いたけど……向こうで過ごした時間は、こちらではほんの僅わずかな時間になるはずだよ……」

「ええ、我々が聖杯探索に出発して三日も経たってないはずです。なのにこれは……」

　ケイ卿も驚おどろきと動どう揺ようを隠かくせず、呆ぼう然ぜんと変わり果てた街を眺めていると。

「……ワイルド・ハントだよ」

　一行の殿しんがりに佇たたずんでいたガラハッド卿が、いつになく険しい表情でそう呟つぶやいていた。

「ワイルド・ハント？　何それ？」

「東方では〝百ひやつ鬼き夜や行こう〟なんて呼ばれているかな？　とある人物が、ありとあらゆる妖魔や妖よう精せい、英えい霊れい達で構成された一大狩しゆ猟りよう団だんを率いて、世界の空を駆かけていく……そんな伝承を、瑠奈……君は知っているかい？」

「い、一応は……確かそれ、欧おう州しゆう圏けんに広くある民間伝承よね……？」

　瑠奈がうろ覚えの知識をひっくり返しながら応じる。

　確かに、小鬼ゴブリン、幽鬼ワイト、小悪魔インプ、黒妖犬ブラツク・ドツグ、等々……欧州圏では古くから有名な多種多様の妖魔達が、無数に徘徊しているその光景は、百鬼夜行ワイルド・ハントと呼ぶにふさわしいだろう。

「ちょ、ちょっと待ってよ、ガラハッド卿！　この惨さん状じようが、まさかそのワイルド・ハントだっていうの!?」

「そのまさか、だよ」

　そして、ガラハッド卿が、遠くにその存在を主張する謎なぞの城を指差して言う。

「この妖魔達は、皆みな、あの城を目指して移動している。あの城には、ワイルド・ハントを先頭に立って率いる、とある人物がおわすからね。……つまり、魔王バロールのアーサー王継けい承しよう戦まで巻き込んだ陰いん謀ぼうが、今、ここに結実してしまったっていうわけさ」

「一体全体、どういうことなのよ!?　ちゃんと一から説明しなさいよ！」

　まったく意味がわからない瑠奈が、ガラハッド卿へと食ってかかるが……

「……残念ながら」

　ガラハッド卿は頭上に槍やりを掲かかげ、ぐるんと旋せん風ぷうのように鋭するどく一回転させた。

　その刹せつ那な、瑠奈達の周囲に、無数の妖魔の気配が立ち上がった。

　そして、無数の妖魔達が朧おぼろ気げながら実体をもって顕けん現げんしようとした瞬しゆん間かん、ガラハッド卿の槍から放たれた衝しよう撃げき波はが、それらを全て余さず薙なぎ払はらう。

　薙ぎ払われた妖魔達は、そのまま実体を結像する間もなく、マナの霧きりと解けて消しよう滅めつしていくのであった。

「今は、細かく説明している暇ひまはなさそうだね。彼らは私達を獲え物ものと見たらしい」

「……ッ!?」

　ガラハッド卿の攻こう撃げきに、瑠奈達が互たがいに互いの背をかばい合うように身構える。

　そんな瑠奈達の前へ、さらに押し寄せてくる妖魔達の気配。

　実に多種多様な妖魔達が次々と瑠奈達の前に現れ、瑠奈達を取り囲んでいく。

　赤い帽ぼう子しを被かぶった小こ柄がらな老人の妖魔は、レッドキャップ。

　脹ふくれあがった巨大な体たい軀く、醜しゆう悪あくな容よう貌ぼうの妖魔は、オーガ。

　人間の子供くらいのゴブリンの群れがどこからともなく、わらわらと出現し、向こうのビルの陰には巨人が歩いて来る姿も見える。

　空からは、翼つばさを生やしたガーゴイル達が迫せまってくるのが見え、地からは毛むくじゃらの悪精バグベアが這はい出してくる姿も見える。

　欧州圏に伝承として伝わるありとあらゆる妖魔達が、次から次へと現れては、瑠奈達へ津つ波なみのように押し寄せてきていた。

「なんなのこれ……？　そもそも、なんでこんなに妖魔が湧わいて出てるのよ!?」

　瑠奈がエクスカリバーを構え、吐はき捨てるように言った。

「この現実界と幻想界の間には《意識の帳》があるはずでしょ!?　少数で散発的ならまだしも、一度にこんなにたくさん、妖魔がこの世界に出現できるはずないのに！」

「──《人理の崩壊カタストロフイ》が起きかかっているんだよ」

　ガラハッド卿のそんな沈ちん痛つうそうな言葉と共に。

　津波のように迫ってきた妖魔達が、瑠奈へと襲おそいかかってくる──

　その数はあまりにも莫ばく大だい、多勢に無勢。これではあっという間に押し潰つぶされてしまう──そんな風に思わず硬こう直ちよくしてしまう瑠奈だったが。

「──はっ！」

　たんっと軽く地を蹴けって、一歩前に出たガラハッド卿きようが、軽く剣けんと槍を振るった。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく──とは、まさにこのことか。

　剣と槍から放たれる衝撃が、島を激げき震しんさせる。

　剣と槍ただの二振ふりで、あの圧あつ倒とう的な妖魔の津波がたちまち二つに割れ、蹴け散ちらされて空を舞まい、四方八方へ吹ふき飛んでいった。

「なあにこれ……」

　人じん智ちを超こえた武の片へん鱗りんを見せつけるガラハッド卿に、瑠奈が呆然と呻うめく。

　そんな瑠奈へ、ガラハッド卿が淡たん々たんと告げた。

「瑠奈。あの城に向かうんだ。今は詳くわしく話している暇はないけど……この状じよう況きようを収めるには、このワイルド・ハントを先頭に立って主しゆ宰さいする、とある人物を倒たおすしかない。あの黒い城に乗り込み、その人物を貴女の手で討うつんだ！」

「…………」

「一度、ワイルド・ハントが成って世界を駆ければ、《意識の帳》は完全破は壊かいされ、《人理の崩壊カタストロフイ》が起きてしまう！　だからその前に──」

　そんなガラハッド卿の訴うつたえに。

「わかったわ！　あの黒い城が全すべての元げん凶きよう……なんかもう、言われるまでもないって感じだけどね！　とにかく皆、あの城へと向かうわよ！」

　瑠奈は力強く頷うなずき、先せん陣じんを切って駆け出した。

　それにケイ卿、那雪、ガラハッド卿が続いて、駆け出す。

　だがその時、瑠奈は一瞬だけ立ち止まり、振り返る。

　己おのれが身を張って、自分達をこの場に送り返してくれた愛いとしい少年を、ふと思う。

「……凜りん太た朗ろう」

　夕日に染まる海の果てを見み据すえ、ぼそりと呟いて。

　そして、すぐに何かを振り切るように踵きびすを返し、城へ向かって駆け出すのであった。




　────。




〝○月×日。アヴァロニア市警察署長、斉さい藤とう陽よう一いち、ここに記す。〟

〝今、国際都市アヴァロニアは、大混乱に陥おちいっている。〟

〝それは、○月×日、明朝未明のことだ。〟

〝人工島ニューアヴァロン第九エリアを中心に、『化け物』としか形容できない、無数の怪物が、どこからともなく大量発生したのだ。その原因は不明。〟

〝それを皮切りに、第七エリア、第二エリア、第五エリア、第六エリア……国際都市アヴァロニアのあちこちで、似たような怪物達が出現し始める。原因不明。〟

〝島外部との通信手段が、まるで噓うそか冗じよう談だんのように断たたれた。電話、電報、インターネット、あらゆる手段を試みるも、日本政府と連れん絡らく取れず。原因不明。〟

〝そして第一エリアの中心に、巨大な黒い城がそびえ立つ。理解不能。〟

〝どこか、欧州圏に伝わる伝承上の生物を思わせるその怪物達は、手当たり次し第だいに、街や人々を攻撃。被ひ害がい甚じん大だい、死傷者数不明。未いまだ詳しい状況は確かく認にんできず。〟

〝○月×日。アヴァロニア市警特別機動隊が、総力を挙げて怪物達の掃そう討とうを試みるも、まるで効果なし。通常火器では小鬼ゴブリンの一いつ匹ぴきすら退治できない。〟

〝殺しきれぬではなく、根本的に効かないとは現場の部下の報告。ひょっとすると、あの怪物達は自分達とは何か違ちがうルールで生きているのかもしれない。〟

〝この様子では、軍の最さい新しん鋭えい重火器でも対たい抗こうしうるとは思えない。とにかく、先の戦せん闘とうで機動隊は壊かい滅めつ的な被害を受ける。死傷者多数。組織戦闘力喪そう失しつ。〟

〝部下達から、剣を振るう少年少女と、古めかしい甲かつ冑ちゆうに身を包む騎き士しが数名、市民を守って怪かい物ぶつ相手に戦っていたという報告が上がるが、噂うわさの域を出ず。そもそも火器でどうにもならない相手をどうして、刀とう剣けんでどうこうできるというのか？〟

〝○月×日。エネルギー施し設せつ、水供給施設、交通施設、情報施設……ありとあらゆるライフライン施設が怪物達の襲しゆう撃げきに遭あい、為なす術すべなく稼か働どうがストップする。〟

〝街が真っ暗だ。まるで暗黒中世の時代に逆ぎやく戻もどりしたかのようだ。〟

〝○月×日。電車路線も地下鉄も空港も怪物達に完全破壊される。自家用車による避ひ難なんを試みた市民達の車両で、都市主要公道は芋いも洗あらいのように溢あふれかえり、あまつさえ放ほう棄きされ、交通機関は完全麻ま痺ひ。我々も完全に身動きを封ふうじられる。〟

〝為す術がまるでない。緊きん急きゆう対策本部は紛ふん糾きゆうするばかり。〟

〝我らがアヴァロニア市警特別機動隊が総力を挙げ、唯ゆい一いつ残った海路で市民の外部への避難を試みるも、島から脱だつ出しゆつできず。船で島の外に出ても、なぜか唐突に濃のう霧むに囲まれ、前後不覚となり、気付けば元の港に戻っているという。原因不明。〟

〝この様子では、外部からの救きゆう援えんも、この島に辿たどり着くことは決してないのだろう。一日千秋の思いで救援を待つ部下達には、口が裂さけても言えないが。〟

〝信じられない。我々は怪物達と共に、この島に完全に閉じ込められたのだ。まるでＢ級ファンタジーかＳＦ映画じゃないか。〟

〝○月×日。怪物達は群れをなして移動を始める。何らかの意図と意思を感じる。〟

〝私はそんな怪物達の様子を見て、暫ざん定てい的にこの現象を『百ひやつ鬼き夜や行こう』と呼んだ。日本に古くから伝わる説話にそっくりだからだ。〟

〝幸い、あの怪物達はなぜか家屋の内部に息を潜ひそめて、引きこもっている人間を積極的に襲うことはないようだ。家に居れば安全らしい。思ったより、市民の被害は少ないのかもしれない。そういえば、日本の百鬼夜行もそうだった気がする。まぁ、あれは夜に子供が外へ出歩かないよう、大人が作った話だが。〟

〝だが、この島の市民達が全滅するのは時間の問題だ。ライフラインは完全に断たれ、街は怪物達に支配されている。人は恐きよう怖ふと絶望に震ふるえ、救援も望めず、脱出も不可能。〟

〝最も早はや、にっちもさっちもいかない。どうしようもない。餓が死しが先か、発はつ狂きようが先か、あるいは怪物に食われるが先か。〟

〝ああ、我々が昨日まで当たり前のように生きてきた世界は、こうも脆もろいのか。〟




〝（白紙）〟




〝（白紙）〟




〝誰だれか。誰か助けてくれ。誰でもいい、誰か。〟





『倒とう壊かいしたアヴァロニア市警察署跡あと地ちで見つかった手記』






　────。




「はぁああああああああああああああああああああーーッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に振ふるわれる、剣一いつ閃せん。

「グゥワアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　上がる凄すさまじい断だん末まつ魔ま。

　全身ぶよぶよの大男──トロルが左右真っ二つに両断される。

「──ふっ！」

　トロルをエクスカリバーで両断した瑠奈が、猫ねこのように着地すると同時に。

　トロルは、マナの光の粒りゆう子しとなって砕くだけて霧む散さんし、消滅していく……

「……怪け我がはない!?　そこの貴女あなた！」

「あ、ああ……ぁあああ……」

　瑠奈が剣を収めながら振り返ると、道路脇わきの瓦が礫れきの上に、尻しり餅もちをついている幼い少女の姿があった。

「ダメじゃない！　こんな時に家を出歩いてちゃ！」

　そんな少女を瑠奈が、めっ！　と𠮟しかる。

「この手の妖よう魔まはね！　大体、家に居れば安全なの！　ほら、お母さんからよく聞いたでしょ!?　〝夜、外を出歩く悪い子は、お化けに食べられちゃうよ〟って！」

　すると、少女は眼めを伏ふせて悲しそうに俯うつむいて言う。

「で、でも……水……水を探さなきゃ……」

　少女は震える手で、大きな空のペットボトルを抱かかえていた。

「お母さん、病気で……水も食べ物も薬もなくて……せめて水がないと……」

　すると。

「そうだったんだ。お母さんのために、お水を探してたんだ……偉えらかったね」

　那雪は視線の高さを少女と合わせるように腰こしを落とし、話しかける。

　そして、那雪が何事かを囁ささやきながら、少女のペットボトルに優やさしく触ふれると。

「お水なら……ほら」

「あっ！」

　少女の抱えるペットボトルに、いつの間にか綺き麗れいな水がなみなみと入っていた。

「癒いやしの力を込こめておいたから、その水があれば、お母さんもきっと元気になるよ」

「ほう？　さすが、水系の妖よう精せいね、那雪！　てなわけで、はい！　そういうことだから、行くわよ!?　お家どこ!?」

「……あ、ありがとう……お姉ちゃん達……」

　戸と惑まどう少女を背負って、瑠奈達は少女が住む家の庭先まで、少女を送り届ける。

　辺りを見れば、その近辺は比ひ較かく的、妖魔の被害が少ないのか、都市部ほど荒こう廃はいしておらず、妖魔の気配も希き薄はくだ。

　だが、その近辺に住む誰もが、家の中でひっそりと息を潜めて、恐怖と絶望に震えている……そんな気配を瑠奈は痛いほど感じた。

「ちっ、行くわよ、皆みな」

　少女を家まで送り届けた瑠奈が、踵を返した……その時だった。

「ね、ねぇ、お姉ちゃん……」

　少女が、立ち去りかける瑠奈の背中へ、ぼそりと問う。

「何？」

「私達……もう助からないの……？　皆、あの怖こわい怪物達に食べられちゃうの……？」

　ペットボトルを抱だきしめ、不安げにそんなことを聞いてくる少女。

「もう助からないなら……こんな水があっても……ぐすっ……」

　張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたのか、少女が肩かたを震わせ、ぐすぐすと泣き始める。

　だが、そんな少女へ、瑠奈は力強く言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ！　私がなんとかするから！」

「えっ？」

　涙なみだに濡ぬれた視線を上げる少女。

　見れば、瑠奈が太陽のような自信の輝かがやきに満ちた表情で、胸を張っている。

「こんなふざけた状じよう況きよう、この私が全部、まるっと解決してあげる！　元の平和な街を取り戻もどしてあげる！　なにせ──私は、この世界を統すべる王だからね！」

　すると、少女は不思議そうに眼を瞬しばたたかせた。

「お姉ちゃん、王様なの……？」

「そうよ！　王様よ！　王様！　王様はね、皆から偉い偉いとチヤホヤ崇あがめ立てあげられる代わりに、皆を守ってあげる義務があるの！　私は真の王！　当然、貴女も、貴女のお母さんも、そしてこの街の皆も守ってみせるわ！」

「……ッ!?」

「だから、もう少し待っててね！　今は怖くて辛つらいと思うけど……お母さんと一いつ緒しよに、家の中で大人しくしててね？　わかった!?」

　すると、そんな瑠奈の無む駄だに自信に溢れた言葉に勇気づけられたのか、少女が涙を拭ぬぐって微かすかに笑った。

「……わかった……がん張って、お姉ちゃん達！」

　そう言って、家の中へぱたぱたと戻る少女。

　そんな少女の背中を見送る瑠奈に、ガラハッド卿きようがくすくす笑いながら言葉をかける。

「この絶望的な状況を一刻も早く打開するつもりなら……寄り道せず、真まっ直すぐあの城へと向かわなければならない。寄り道で時間を食っている暇ひまはない。なのに、瑠奈、さっきから君は、いちいち寄り道をして、片かた端はしから人助けをしている」

「何よ？　何か、文句ある？」

　すると、瑠奈は眼の端を吊つり上げて、ガラハッド卿を睨にらみ付ける。

「たとえ、真に正しい王の在り方が、諸処の細かな犠ぎ牲せいには眼を瞑つぶって、さっさとあの城に殴なぐり込みをかけることだとしても……私にはそんなことできないわ。目前の救いを求める下しも々じもの民たみ草くさを救えずして、何が王か」

「…………」

「そんな型通りの正しい王、凜太朗は望んでない。凜太朗が仕えたい王は、誰がなんと言おうと、私が私らしくあれる王よ！　正しい王様なんてクソくらえだわ。私は、私が大切だと思えるもののために、剣けんを振るえる王になりたいの。正しさなんて二の次よ！」

　すると、ガラハッド卿が慌あわてたように謝った。

「あ、ごめんごめん！　誤解させちゃったね。私は別に瑠奈を責める気はないよ？　個人的には、目の前の人を見捨てられない、そんな優しい瑠奈のことを、私は好ましく思っている。貴女の《騎士ジヤツク》になれたのは素す敵てきなことだ。ただ──」

「……ただ、何よ？」

　ジト眼の瑠奈に、ガラハッド卿は一呼吸置いて、言った。

「となると、不思議だよね。瑠奈とアーサー王……その違ちがいはなんだったのだろう？」

「……？」

　頭に、はてなマークを浮うかべる勢いで、首を傾かしげる瑠奈。

「瑠奈、深く考えないでください」

　すると、ケイ卿が溜ため息交じりに瑠奈の肩を叩たたいた。

「えーと、ガラハッド卿はその……少々変わり者でして……こういう意味不明の禅ぜん問もん答どうが大好きなのです。気にしたら負けです」

「…………」

　押し黙だまる瑠奈。

　意味不明の禅問答。この鉄火場だ。確かに、それにかかずらっている暇はない。

　だが、同時に──何かとても大切なことのようにも思えたのだ。

　その真意を探さぐろうとガラハッド卿を見るも、当の本人はただ、穏おだやかに微笑ほほえんで、瑠奈を見守るだけだ。

（いずれにせよ、今、考えている場合でもないわよね……）

　気を切り替かえる。

　だが、瑠奈が再び城を目指して走り始めようとした……その時であった。




　──ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン──……




　突とつ然ぜん、瑠奈達の耳に、まるで三十頭ほどの猟りよう犬けんが獲え物ものを追って吠ほえているかのような、凄まじい吠え声が、とある方向から聞こえてきたのだ。

　そして遅おくれて、何か強大な存在が、太い四し肢しで大地を震わせて疾しつ駆くするような振しん動どう。

　未いまだ遠く姿を見せずとも、その何者かの圧あつ倒とう的な存在感と圧あつ迫ぱく感が、瑠奈達の肌はだをびりびりと震ふるわせてくる。

　その何者かの吠え声は、周辺の妖魔達の気配すら怯おびえさせるのであった。

「い、今のは……？」

「無論、妖魔ね。でも……ただの妖魔じゃないわ」

　戦おののくケイ卿に、瑠奈が額に脂あぶら汗あせを浮かべながら返す。

「こんなに遠く離はなれているのに感じるわ……どうやら今まで倒たおしてきた妖魔連中とは格が違うってことが。そして、一つだけわかるのは……」




　──グゥワオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン──……




　再び、その何者かが高らかに吠え声を上げると同時に。

　瑠奈達の前で、遠望するビル影かげの一つが大破は砕さい音を立てて、まるで発破工事でもしたかのように倒壊していくのが見えた。

　恐おそらく、その何者かが、遠いその場所で街を破は壊かいしているのだろう。

「あの吠え声の主を放ほうっておけば、街が取り返しのつかないことになるってことね」

「そうだね、瑠奈。アレは〝家に隠かくれ潜ひそんでいれば大丈夫〟なんて存在じゃない」

　ガラハッド卿が瑠奈に口を挟はさむ。

「何か知っているの？」

「アレは……暴力と混こん沌とんの化け身しん、アーサー王の王国の崩ほう壊かいを象しよう徴ちようする概がい念ねん存在だよ。自然災害のように避さけ得ない、どうしようもない脅きよう威いさ」

「……はー、いかにもヤバそうな相手ね」

「で？　どうするのかな？　瑠奈」

　そんな試ためすようなガラハッド卿の言葉に、瑠奈が迷わず応こたえた。

「無論、今すぐ行くわよ！　放っておけないわ！　むしろ、そういうことなら、放っておけるわけないじゃない！」

　返答も待たず、瑠奈は建物が倒とう壊かいした方角へと駆かけ出していた。

　それにケイ卿、那雪が続く。

「それでこそ、我が今世の王だ」

　そんな瑠奈の背中を、ガラハッド卿は満足げに見送る。

「……貴女あなたなら、あの人を止めることができるのかもしれない」

　そして、そんなことを呟つぶやいて。

　瑠奈達の後を追って、ガラハッド卿も疾しつ風ぷうのように駆け出すのであった。




　──アヴァロニア第二エリア。オフィス街。

　そこは今、地じ獄ごくの渦か中ちゆうであった。




　──ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン──……




　その一帯を、恐きよう怖ふと絶望で支配しているのは一いつ匹ぴきの獣けものだ。

　蛇へびの頭と尾お、豹ひようの胴どう体たい、獅し子しの尻しり、脚あしは鹿しかという、直視するだけで気が狂くるいそうな異い形ぎようの姿をしている巨きよ大だいな怪かい物ぶつである。

　高層ビルほどもありそうなその巨きよ軀くに似合わず、獣は恐るべき俊しゆん敏びんな動作で躍やく動どうし、大だい震しん災さいのように大地を四肢で打ち鳴らして震わせる。

　周囲のビルや建物へ手当たり次し第だい、体当たりし、尾を叩き付け、爪つめと牙きばで切り裂さき、ただひたすらに破壊の嵐あらしをまき散らしていく。

　次々と無む惨ざんに倒壊していく建物。建物。建物。

　当然、今まで建物内に、妖よう魔まから隠れて息を潜めていた人々は大だい恐きよう慌こうだ。

　破壊の嵐から逃のがれようと、我先にと蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていく。

　第二エリアのメインストリートは、そういった人々の濁だく流りゆうに埋うめ尽つくされていた。

　そして、獣が暴れるそんな都市中心部にて──

　今、《王キング》達と、その暴れる獣の死し闘とうが繰くり広げられていた。




「はぁああああああああああああーーッ！」

　エクスカリバーを携たずさえたフェリシアが、跳とぶ。

　近場の高層ビルとビルの間を三角蹴げりで鋭するどく蹴り上がり、高さを稼かせぐ。

　そして、ビルの壁かべを足場に、さらに跳ちよう躍やく。

　獣の頭上を取って──

「やぁあああああああああああああああああーーッ！」

　獣の蛇頭の眉み間けんへ、落下の勢いをもあますことなく乗せた、全身全ぜん霊れいの刺し突とつを放った。

　がきぃんっ！

　だが、フェリシアの剣先は１ミリたりとも獣に通らない。

　呆あつ気けなく弾はじき返されるフェリシア。

「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　そして、獣が蠅はえでも払はらうように鬱うつ陶とうしそうに首を振ふると、それに叩き付けられたフェリシアは、ライナー性の当たりで吹ふき飛んでいく。

「きゃあああああああああああああーーッ!?」

「おのれ!?　我が主をよくも──ッ！」

　続いて、ガウェイン卿が、獣の胴どうへと壮そう絶ぜつに斬きりかかる。

「まったく……かつて僕が追っていた相手は、こんな厄やつ介かいなやつだったとはね！」

　さらに、パロミデス卿が、獣の脚へと凄すさまじい速度で斬りかかる。

「やれやれ、おっちゃんはこういうの苦手なんだがねぇ!?」

　だめ押しと、ディナダン卿も全力で獣の背中へと剣を振り下ろす。

　だが、人を超こえた《騎士ジヤツク》達の総力をもってしても──

　がっ！　きぃん！

　その剣が、獣の体たい軀くに食い込む気配はまるでない。

「くっ！」

　その《騎士ジヤツク》達の一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、獣が尾と前ぜん肢しを豪ごう快かいに振り回し──

「ぐわぁああああああああああーーッ!?」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　その圧倒的質量、圧倒的暴力の前に敗北し、ガウェイン卿きようとディナダン卿が吹き飛ばされて高層ビルに叩き付けられ、パロミデス卿が地を這はうように無限に転がっていく。

　そんな様子を前に──

「まだだ！　真銘宣言ロイヤル・ロード──【根絶やす死の鋼エクスカリバー】ッ！」

　月つく読よみ零れい華か──モルドレッド卿が、自身のエクスカリバーの能力を解放して。

「はぁあああああーーッ！」

　ミーシャが、自身の突とつ撃げき銃じゆう型のエクスカリバーを乱射する。

　頭上から雨あめ霰あられと降り注ぐ、銀の短剣の流星群が。

　地上を疾しつ走そうする銃じゆう弾だんの圧倒的火線が。

　十字砲ほう火かとなって、獣の全身を穿うがつ、穿つ、穿ちまくる。

　しかし──

「くっ……まるで堪こたえている様子がないわ……ッ！」

「まだだ！　弾幕を緩ゆるめるな……ッ！」

　くじけず、モルドレッド卿が短剣を降らせ、ミーシャが弾幕を張り続ける。

　だが、まったく通らずとも、その豆鉄砲は流石さすがに煩わずらわしいと感じたのだろうか。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　獣は空に向かって、天を落とさんばかりに吠え、二度、三度、前肢で大地を抉えぐって──

　──そのまま、モルドレッド卿とミーシャを目め掛がけて猛もう然ぜんと突進してくるのであった。

「──何!?」

「下がって！」

　その時、咄とつ嗟さにモルドレッド卿達の前に出た者がいた。

　パーシヴァル卿だ。その手には一本の槍やりが握にぎられている。

「我が槍の一いつ閃せんよ、全すべてを貫つらぬけ……」

　そして、パーシヴァル卿は槍を頭上に掲かかげ、猛もう烈れつな勢いで回転させ始めた。

　すると、その回転に応じるかのように、槍に《星オ気ー光ラ》が漲みなぎっていく。

　それは──トリスタン卿と同じ類たぐいの技わざだ。

　トリスタン卿も自身の百発百中の弓の武技を、《無む駄だ無しの弓》という幻想武具アーテイフアクトへと昇しよう華かさせていた。パーシヴァル卿にもその域に至っていた武技があったのだ。

　それは──投とう槍そう。当代並ぶ者なしと謳うたわれた投槍術を、パーシヴァル卿は幻想武具アーテイフアクトへと密ひそかに昇華させていたのである。

　それこそが──

「──《白銀の投槍クリングゾル》ッ！」

　腕うでをしならせ、全身の発ば条ねを全霊に振り絞しぼり、槍の回転エネルギーを全て弾道エネルギーへと変へん換かんして。

　白銀のレーザービームと化した槍が、パーシヴァル卿の腕から放たれ、突進してくる獣の鼻面目掛けて真まっ直すぐ跳ぶ。

　恐らく、弾速だけで言えば全円えん卓たくの騎士中、最速の技。一発の威い力りよくも最高クラス。

　当然、獣がそのような攻こう撃げきをかわせるはずもなく。

　着弾、直撃。槍に込こめられた壮絶な《星オ気ー光ラ》が、極光を上げて大爆ばく発はつ。

　やったか!?　一瞬、誰だれもがそう期待するが……

　次の瞬間、大量に巻き起こる粉ふん塵じん嵐あらしを真っ二つに割り裂いて、獣の姿が現れる。

　獣は突進速度をまったく落とすことなく、パーシヴァル卿達目掛けて暴走してくる。

「う、うぉおお……ッ!?」

　今度、逃げる暇ひまもないのは、パーシヴァル卿達だ。

「ぐわぁあああああああああああーーッ!?」

「ぐぅううううーーッ!?」

　獣は容よう赦しやなく、パーシヴァル卿達のど真ん中に突っ込み、ミーシャ、モルドレッド卿、パーシヴァル卿を木こっ端ぱのように蹴け散ちらし、吹き飛ばしていた。

　そんな《王キング》や《騎士ジヤツク》達の戦いとも呼べぬ戦いを。

「あ……あぁ……パーシヴァル様……」

　唯ゆい一いつ戦えない《王キング》、久く遠おん寺じ七なな美みが、ただただ呆ぼう然ぜんと見守るしかない。

「くっ……どうすれば……どうすればいいんですの……？」

　全身ボロボロに傷ついたフェリシアが、がっくりと項うな垂だれていた。

「あんな……あんな怪物を相手にどうすれば……ッ!?」

「フェ、フェリシアさん！　気をしっかり！」

　そんなフェリシアに駆け寄る小こ柄がらな少女がいた。

　元《王キング》であるエマだ。どうやらこの急場に、フェリシアと合流していたらしい。

　エマは、【癒いやし】の魔法をかけて、フェリシアの傷を癒やしていく。

　だが、焼け石に水であった。

「ごめんなさいね、エマ。……《騎士ジヤツク》とエクスカリバーを失った貴女まで、こんな戦いに引っ張り出してしまって……」

「いえ、こんな私にもできることがあるのなら……それにしても、あの獣は一体、なんなんでしょうか……？」

「わかりませんわ。……わかりませんけど、あの獣がこの島を滅ほろぼす究極の災さい厄やくということだけは間ま違ちがいありませんわ……」

　フェリシア達の背後には、あの暴れる獣に追い立てられ、逃げ惑まどう大勢の人々がいる。

　なんとか、自分達で獣の気を引いているが、いつまでも保もつものでもない。

　あと数刻もしないうちに、自分達は力ちから尽つきるだろう。

　そして、獣は逃げ惑う人々を片かた端はしから踏ふみ潰つぶし、この都市部を破は壊かいして、破壊して、破壊し尽くすだろう。

　国際都市アヴァロニアは、人口総数五十万を超える大規模都市だ。

　一体、どれだけの犠ぎ牲せい者しやが出ることになるのか……想像もつかない。

「……どうする？　フェリシア＝フェルラルド……」

　全身無惨にボロボロなモルドレッド卿が、ぐったりとしたミーシャを肩かたに担かついで、フェリシアの傍かたわらに降り立った。

「戦線は一時的に、他の《騎士ジヤツク》達に任せている。……が、策を考えねばなるまい」

「…………」

　そう問われても、フェリシアは押し黙だまるしかない。

　フェリシア、ガウェイン卿、モルドレッド卿、ミーシャ、パロミデス卿、パーシヴァル卿……おまけにエマまで引っ張り出し、現在、戦える戦力はとうに出し尽くしている。何か対たい抗こう手段があるなら、とっくに打っている。

　異界化によって、外部から切り離はなされ、今のこの人工島はいかなる外からの救きゆう援えんも望めない……もっとも、あのような幻想界の概がい念ねん存在である怪かい物ぶつに、現実界のいかなる火器も通用しないから、援えん軍ぐんを期待するのは甚はなはだ無意味ではあるが。

　とにかく、活路は何一つ見当たらない。

　数匹ひきの蟻ありがいくら戦い方を工く夫ふうしたところで、竜りゆうに勝てるはずがないのと同じように。

　今のフェリシア達に、あの獣けものに抗こうしうる手段はまるでなかった。

「…………はは、ははは……終わりね」

　と、その時だ。

　アーサー王継けい承しよう戦に参戦する《王キング》の一人……ミーシャががくりと膝ひざをついていた。

「なんて、くだらない……このザマが、私が人生をかけて邁まい進しんし続けてきた、アーサー王継承戦の正体が……こんなくだらない茶番だったなんて……何が真のアーサー王を選定する戦いよ……至宝探たん索さくよ……地じ獄ごくに落ちればいいわ、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達……」

　そんなミーシャの胸むなぐらを摑つかんで、フェリシアが吠ほえる。

「そんなこと言ってる場合ではありませんわ、ミーシャ＝ザトゥーリナ！　色々騙だまされたのは、わたくしとて業腹ものですけど！　それでも今は人々のために戦わなければ──」

「わかっているでしょう!?　フェリシア＝フェルラルド！　もう終わりよ！」

　負けじとミーシャがフェリシアに食って返す。

「アレには勝てないわ！　私達は死ぬ！　この島の住人は全ぜん滅めつ！　アレは王国の滅びの象しよう徴ちようなのだから、どう足あ搔がいても勝てない！　そして《人理の崩壊カタストロフイ》は起きて……世界は崩壊よ！　それが、抗あらがえぬ定さだめだったのよ！」

「そ、それでも……ッ！」

　がり、と。フェリシアは自分を𠮟しつ咤たするように歯は嚙がみし、ミーシャを睨にらみ付ける。

「それでも、わたくし達は戦わなければ！　わたくし達は──王なのだから！」

「ふん……まだ、アーサー王の継承とやらを目指しているの……？　あんな悍おぞましいものの正体を知ってなお？　ははは、おめでたい頭ね……」

「ち、違いますの……わたくしが言っているのは、魂たましいの在り方の問題で……ッ！」

　と、フェリシアとミーシャが嚙かみ合わない平行線で凌しのぎ合っていると。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　再び、大弓のように空を震ふるわせる悍ましき吠え声。

　暴れる獣が、蚊かのようにしつこく纏まとわり付いてくる《騎士ジヤツク》達を蹴散らすのが見えた。

　そして、獣はフェリシア達に視線を合わせ。

　前肢で、猪いのししのように地面を二度、三度と搔かいて──そのまま一気に突進を開始した。

　圧あつ倒とう的質量と物理量が、フェリシア達を轢れき殺さつせんと、無む慈じ悲ひに迫せまってくる。

　大地を上下に揺ゆらしながら、みるみるうちに迫ってくる。

「く……逃にげないと……ッ！」

　フェリシアが、その場を離れようと咄嗟に、脚あしに力を入れようとするが。

　……がくん。

　先さき程ほどまでのダメージが癒えきっていないためか、脚にはまったく力が入らなかった。

「……くっ!?」

「ふぇ、フェリシアさん!?　し、しっかりしてください……ッ！」

　慌あわてて、エマがフェリシアに肩を貸す。

「ダメですわ！　わたくしを抱かかえて、あの突進をかわすなど不可能です！」

「で、でも……ッ！」

　エマがフェリシアに肩を貸しながら周囲を見み渡わたす。

　七美は脚が竦すくんで動けないようだし、《騎士ジヤツク》達と共に最前線で戦い続けたモルドレッド卿も、血を失い過ぎたせいか、立てないようだ。

「……はは、終わりね……」

　ミーシャに至ってはすっかり諦あきらめたのか、がっくりと膝をついて項垂れていた。

「く、くそ……ここに来て……ッ！　この人間の柔やわな身体からだが恨うらめしい……ッ！」

　モルドレッド卿が短剣型のエクスカリバーを、震える手で構える。

　その切っ先を、突進してくる獣へと向ける。

「も、モルドレッド卿きよう!?　それ以上の真銘宣言ロイヤル・ロードは……ッ！」

　フェリシアが悲痛な声を上げる。

　かつての敵同士とはいえ、自殺行こう為いは捨て置けない。

　そもそも、自分達のエクスカリバーの力は、あの圧倒的な獣の力の前に、まるでゴミのようなのだ。

「それでもやらなければ……ッ！　色々間違え続けた私だが……それでも私は……ッ！」

　そして、モルドレッド卿が最後の真銘宣言ロイヤル・ロードを放つ。

　全盛時と比ひ較かくして、数も勢いも控ひかえめな短たん剣けん達が、獣の鼻先へと降り注ぐ。

　案の定、獣の突進を緩ゆるめるなんの足しにもならなかった。

「…………」

　それを見届けたモルドレッド卿は、がくりと無念そうに腕を下ろした。

　ここに破は滅めつの運命が確定した。数秒後にはここに獣が突つっ込んできて……全員を容赦なく轢ひき殺して、何もかもが終わる。

　そんな死を直前にした極限状態が演出する、妙みようにゆっくりとした時間の流れの中。

　フェリシアは、まるで他人ひと事ごとのように物思う。

（……終わり？　これで、終わりですの……？）

　まるで実感がない。だが、これが現実だ。

（目指していたものには裏切られ……守りたいものは何一つ守れず……そして、滅び行く世界……本当にこれで終わりですの……？）

　紛まぎれもない現実だ。

　まったく酷ひどい現実だ。

　眼前に迫り来る獣が、それを厳然と突きつける。

　その獣の狂くるった瞳ひとみは、フェリシアに何よりも雄ゆう弁べんに告げているかのようだ。

　即すなわち、〝全すべてを受け入れて、諦めろ〟と。

（ああ、そんな……そんなことって……）

　フェリシアの全身から力が抜ぬけていく。

「王よ!?　フェリシア！　お逃げ、お逃げくだ──ゴフッ！」

　どこから、自分が心から信しん頼らいする《騎士ジヤツク》の悲痛な叫さけび声が耳を叩たたくが……フェリシアの頭の中で、まるで意味を結像しない。

（……これで……全てが……終わり……？）

　フェリシアの手から、エクスカリバーが、ゆっくりと零こぼれ落ちていく……




　──この時。

　フェリシアも、エマも、ミーシャも、モルドレッド卿も、七美も。

　ガウェイン卿も、パロミデス卿も、ディナダン卿も、パーシヴァル卿も。

　その胸中に抱いだいていたのは、はっきりと絶望、そして諦てい観かんであった。

　もう、何もかも投げ出して、楽になりたい。

　そんな負の想念に囚とらわれるまま、絶望の顕けん現げんたる獣の最後の突とつ進しんを受け入れようと、心は拒きよ否ひしても本能がそれを肯こう定ていしてしまっていた。

　その場を支配していたのはただただ、掛かけ値なしの絶望であったのだ。




　──だが、その時だった。




「──護まもれ！　【炎の剣ラハトヘレヴ】ッ！」

　紅ぐ蓮れんに輝かがやく炎が、フェリシア達の周囲に渦うずを巻いて燃え上がる。

　それが回転する炎の壁かべとなって、獣の突進の前に立ちはだかる。

　しかし、たかが炎。

　獣の突進の前に、何の意味もないと思われたが──

「ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンーーッ!?」

　あれほど、円えん卓たくの騎士達の武技を一身に受け、あれほど、エクスカリバーの壮そう絶ぜつな力をその身に受け続けて、なお無傷だった獣が。

　なんと、その炎の前に突進を止め、前まえ脚あしを上げて、炎から逃のがれようとしていた……まるで、その炎を心底から恐おそれるように。

「……えっ!?　なんで!?」

　眼めを剝むくフェリシアの前で──

「《氷精は集つどいて・軽かろやかに踊おどれ》──ッ！」

　今度は獣の周囲に、凄すさまじい吹雪ふぶきが吹ふき荒あれ、無数の氷柱が発生する。

　その氷柱が槍やりとなって、一いつ斉せいに獣へと襲おそいかかった。

　どす。どす。どす。どす。

　氷槍が獣の身体へ盛せい大だいに突き刺さり、血しぶきが上がる。

　強大な獣にとっては、まだまだ致ち命めい傷しようには程遠いが。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ!?」

　初めて感じた痛みとダメージに、獣が怯ひるみ、完全に動きを止めて──

　その刹せつ那な、フェリシア達のすぐ傍かたわらを、白い少女が神速で駆かけ抜け、怯む獣へ突進。

　疾しつ駆くの勢いのまま跳ちよう躍やく、空を舞まい踊るように飛ひ翔しようし──

　両手に持った剣と槍を、そのままＸの字を描えがくように、獣の頭部へと叩き付ける。

「はぁああああああああああああーーッ！」

　インパクトの瞬しゆん間かん、まるで発破工事のような壮絶な衝しよう撃げき音が、周囲数キロを走る。

　白い少女の細ほそ腕うでから繰くり出された一撃は、あの巨きよ大だいな獣を冗じよう談だんのように宙へ吹き飛ばし……そして、ひっくり返したのだ。

　ずうん……獣がゆっくりとひっくり返った瞬間、大きな衝撃が人工島の大地を上下数メートルも揺らした。

　無様にひっくり返った獣は、四し肢しをじたばたと暴れさせるのであった。

「何……？　一体、何が起こっているの……？」

　その信じられない光景を前に、ミーシャが眼を剝いていた。

「私達が束になってかかっても、太た刀ち打うちできなかったあの獣が……？」

　無論、ミーシャだけではない。

　あの獣を押し返した……そんな事実を前に、誰だれもが呆ぼう然ぜんとするしかなかったのだ。

　そして、そんな一同の頭上──崩壊しかかったビルの上に。

「なーに、諦めかけてるのよ!?　貴女あなた達は！」

　不敵で傲ごう岸がん不ふ遜そんな言葉を、これ見よがしのどや顔で浴びせかける少女がいた。

　誰もが、はっとその頭上の少女を見上げる。

　その少女は──

「瑠奈!?」

「たかが、ちょっと絶望したくらいで、心折れてるんじゃないわよ!?　こりゃ、勝負は決まったわね……誰が一番王に相応ふさわしいかって！」

　驚きよう愕がくする一同の見守る中、瑠奈はそう一方的に言い放ち、ビルから飛び降りた。

　颯さつ爽そうと戦いくさ乙女おとめのように舞い降おりてくるその姿を見たフェリシアは、思わず目め頭がしらが熱くなるのを感じる。

「ぶ、無事だったのですわね、瑠奈……遅おそい……遅いでへぶわぁああああーーッ!?」

　ぐしゃっ！

　飛び降りた瑠奈は、フェリシアの上に着地し、踏ふみ潰つぶしていた。

「ふん！　この軟なん弱じやく者もの達め！　貴女達は、王の王たる所以ゆえんを何一つわかっていないわ！　民たみを護まもる王には絶望なんて許されないの！　俯うつむいて愚ぐにもつかない痴を晒さらしている暇ひまがあったら、剣を杖つえ代わりに立ち上がり、戦いにこそ活路を見み出いだしなさい！」

「……あの……凄すごく良いこと言ってるけど、フェリシアが潰れているぞ……」

　ぼそりと、モルドレッド卿が半眼で突っ込こむ。

「うひゃあ!?　フェリシア!?　くっ!?　おのれ、獣けものめ……ッ！　よくも私の親友のフェリシアをこんな目に……ッ!?　絶対に許さないわ！」
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「……いや、お前だ。お前」

「フェリシアの仇かたきは、私が討うつ！」

「もう突っ込まないぞ？　私は」

　白目を剝いてぐったりしているフェリシアを抱だきかかえ、義ぎ憤ふんに燃えている瑠奈から、モルドレッド卿はそっと眼を逸そらすのであった。

　そして──

「《癒いやせ・癒やせ・恵めぐみの雨よ》」

　その場に、瑠奈とは違ちがう別の少女の優やさしい言こと霊だまが響ひびき渡わたる。

　途と端たん、傷ついた一同の頭上に、広こう範はん囲いに優しく降り注ぐ光輝く雨。その雨が、その場の者達の傷ついた身体を癒やし、みるみるうちに失った力を取り戻もどさせていく。

「こ、これは……？　聖せい杯はいの力……？　いや、似て非なるが……」

「なんて、凄まじい癒やしの力……私やフェリシアさんの魔ま法ほうとは比較にならない……」

　モルドレッド卿やエマが、戸と惑まどいながら輝く雨の滴しずくを手で受けていると。

「那雪、ナイス！　聖杯の力で復活した貴女って、なんか力増したわよね!?　これも聖杯の力？　まぁ、復活のついでにパワーアップは古今東西のお約束だからいいけど！」

「まったく……こんな時でもノリが軽いんですね、瑠奈」

「あはは、瑠奈さんらしいなぁ」

　ケイ卿、那雪の二人が、瑠奈の傍らに空からふわりと降りたって……

「やぁ、瑠奈。とりあえずぶっ飛ばしておいたけど、倒たおしたわけじゃないから、油断しないようにね。すぐ起き上がってくるよ」

　ざっ！　あの巨大な獣を力ちから尽ずくでひっくり返す、という人外の偉い業ぎようを成し遂とげた白い少女──ガラハッド卿が、風のように瑠奈の傍らへ跳とび下がってくる。

「ご苦労！　我が家臣達！」

　そんな頼たのもしい仲間達に囲まれ、瑠奈がどや顔で胸を張る。

　その瑠奈の姿に、癒やしの雨で身体が癒えたフェリシア、ガウェイン卿、ディナダン卿、パロミデス卿、パーシヴァル卿までもが、眼をぱちくりさせる。

　そんな中、ミーシャが瑠奈にと食ってかかった。

「生きて帰ってくるなんて……ッ！　瑠奈＝アルトゥール、貴女、まさか本当に聖杯探たん索さくを成功させたというの!?」

「ふっ！　そのまさかよ！」

「噓うそよ……アーサー王ですら成し遂げられなかったものを、私達ができるはずが……」

「〝アーサー王ができなかったことは、自分もできないに決まってる〟……そんな負け犬の発想だった時点で、私と貴女の間には、王の器うつわに決定的な差があったってことよ！」

　ミーシャの負け惜おしみじみた言葉を、瑠奈はばっさりと斬きって捨てた。

「ま！　入手した聖杯自体は諸事情により、ポーイしちゃったけど！　最も優すぐれた騎き士しの剣に選ばれたケイ卿きよう！　聖杯の力で復活し、その力を一部受け継ついだっぽい那雪！　そして、何よりも……」

　びっ！　と瑠奈がガラハッド卿を指差す。

「新たに《騎士ジヤツク》として、この私に忠誠を誓ちかうことになったあの円卓の第十三席ガラハッド卿！　これらが、私が聖杯探索を見事成功させたという動かぬ証しよう拠こ！　どうよ!?」

「あ、あはは……どうもー、パーシヴァルに先せん輩ぱい方……お久しぶりですー」

　当のガラハッド卿は照れくさそうに、頰ほおをかくしかない。

「まさか、そんな……ッ!?　最も穢れガラハツド・ザ無き騎士・イメキユレイトガラハッド・パラデイン……ッ！」

「本当に、あの危難の席のガラハッド卿なのか……ッ!?」

「サラスの街で聖杯を天に送り届けて、カムランの丘おかにもいなかったはずなのに……」

　ガラハッド卿と聞いて、《騎士ジヤツク》達がざわめき始める。

「ま、とにかく、そゆわけで！　私の《王キング》としての力は、もう全《王キング》中、ぶっちぎり最強になっちゃったってわけ。わかる？　ぷっくっく！」

「あのぉ、瑠奈自身は何も変わってないのですが……そうあまりどや顔なのも……」

「家臣の力は、王の力よ」

「あ、はい、そうですね」

　諦あきらめたように遠い眼をするケイ卿であった。

「ほらほら！　貴方あなた達、いい加減起きなさい！　この最強で真の王様たる私が帰き還かんした以上、もう大だい丈じよう夫ぶよ！　反撃開始！　世界を救うわ！　私について来なさい！」

　そう言って、一同の先頭に立って威い風ふう堂々剣を構え、皆みなを鼓こ舞ぶする瑠奈。

　全すべてを圧する強大で巨大な獣を相手に、露つゆほども怯まぬその背中。

　破は天てん荒こうで滅め茶ちや苦く茶ちやではあるが、今、そんな瑠奈の背中には、確かに風格があった。

　全ての人の頂点に立ち、全ての人を率い、全ての困難に立ち向かう王としての風格が。

　そんな瑠奈の姿に、絶望の渕ふち瀬せに沈しずみかけていた一同は、その時、確かに希望のようなものを感じていたのだ──

　だが、ミーシャがそんな瑠奈へ、憎にく々にくしげに食ってかかる。

「わ、私は認めない！　貴女なんか認めないわ！」

「はー、きゃんきゃんうるっさいロシア人ね。もう私と貴女の王としての格付けは終わってんだから、黙だまって私についてこい」

「──くっ！　貴女は知らないから、そんなこと言えるのよ！」

「はいはい、負け惜しみ乙おつ乙おつ」

　瑠奈は肩かたを竦すくめて一いつ笑しように伏ふすが、ミーシャはあくまで食い下がる。

「私だって……ううん、私達だって、いくら力の差があろうとも、あんな獣ごときに絶望したり、膝ひざを屈くつしたりはしないわ！」

「屈してたじゃない。即そく墜おち二コマか、貴女は」

「違う！　違うのよ！　駆けつけたばかりの貴女は知らないのよ！　あの獣の後ろに〝誰〟がいるのか！」

「!?」

　ミーシャがそれを指し摘てきした、途端。

　瑠奈の登場に、一いつ瞬しゆん、希望のようなものを見ていた一同が、再び絶望に囚とらわれていく。

　みるみるうちに、その表情が昏くらく陰かげっていく。

「……どういうこと？　いえ……そういうこと？」

　なんとなく、何かを察する瑠奈。

　──ふと、気付く。

　いつまで経たっても、獣が再び攻こう撃げきを開始してこないことに。

　獣を見やれば…いつの間にか、獣は何かを畏おそれるように跪ひざまずき、控ひかえていた。

　その獣が畏れを向ける場所には……いつの間にか三人の人ひと影かげがあった。

　真ん中の少年騎士と、それに付き従う左右の騎士。

　その少年騎士のまとう、豪ごう奢しやな鎧よろいやマントは──漆しつ黒こくであった。

　まるで深しん淵えんを覗のぞいているかのような気分にさせられる、どこまでも深い深い闇やみの色。

　そして、その少年騎士の容姿・相そう貌ぼうは、どこか瑠奈に似ている。

　瑠奈と同い年くらいの金きん髪ぱつ碧へき眼がん。瑠奈と同じ髪かみの色、同じ眼めの色。

　瑠奈の兄妹きようだいや遠い親しん戚せきとも呼べそうな線の細い美少年だ。

　だが、瑠奈を陽光に光輝かがやく黄金と形容するなら、その少年は光を吞のみ込む闇色の金色。

　──只ただ者ものじゃない。

　事情など何一つわからずとも、魂たましいが理解する、その少年騎士の圧あつ倒とう感。存在感。

　そして、何よりも目を引くのは──剣けん。

　少年騎士が両手で携たずさえ、地に突つき立てている、その剣。

「……あの剣は……ッ!?」

　銀でも金でもない不思議な金属で鍛たん造ぞうされた、豪奢な剣だ。

　曇くもり一つない刀身から放たれる光は、三十本の松たい明まつを集めた輝きよりも尚なお、眩まばゆく。無骨な武器としての機能性を何一つ失わずに、限りなく芸術性が高められた宝剣。

　漲みなぎる星の力は、瑠奈やその他の《王キング》達のそれと比べるべくもない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、最強最高の神性にて魔ま性しようの一刀。

　世界的にあまりにも有名なその真しん銘めいは──【切り裂く鋼エクスカリバー】。

　世界に存在するありとあらゆるものを切り裂くという、最強の王剣。

「……どうやら、敵の御おん大将、自らお出で迎むかえにいらっしゃったようだ、瑠奈」

　魂に感じるひんやりとした感かん触しよくに緊きん張ちようする瑠奈へ、ガラハッド卿が厳おごそかに告げる。

「そうだよ。彼こそが……あの黒キャメロット城の城主にて、王……だよ」

　──キャメロット城。そして、城主。王。

　今、ガラハッド卿は確かにそう言った。

　あの伝説のキャメロット城の城主など、古今東西、一人しかいない。

　そもそも、どうして今まで〝それ〟に気付かなかったのか。

　ワイルド・ハント。

　古今東西の妖よう魔まや妖よう精せい、英えい霊れい達で構成された一大狩しゆ猟りよう団だんが空を駆かける百ひやつ鬼き夜や行こう。

　欧おう州しゆう圏けんの伝承によれば、その狩猟団を主しゆ宰さいし、その先頭に立つとされる人物の名は──

「やあ、まだ顔合わせしてなかった、僕の子孫がいたんだね……どうやら、他の子孫の子達とは何か違う子みたいだし……改めてちゃんと挨あい拶さつしておこうと思ってさ」

　なぜかはわからない。

　その時、瑠奈はその少年騎士を一目見たとき、あることを確信した。

　魂でそれが事実であり、真実なのであると理解し、受け入れることができた。

　ゆえに──

「初めまして、僕の名は……」

「アーサー王……ッ！　私達のご先祖様……ッ！」

　──瑠奈は、その少年が名乗るより先に、その名を叫さけぶのであった。

　少年──アーサー王は、そんな瑠奈を見て、にこりと穏おだやかに笑うのであった。

「う、噓……アーサーが……我が義弟おとうとが……どうして……？」

　現れたアーサー王の前に、ケイ卿ががくがく震ふるえ、言葉を失う。

「……ふふ、本当にお久しぶり、義姉ねえさん……会いたかった」

「あ、ああああ……そんな……そんなぁ……」

　にっこりと笑うアーサーの姿に、ケイ卿は真っ青になってがくりと膝をつく。

　もうすでに顔合わせは済ませていたのだろう、フェリシアや《騎士ジヤツク》達の表情が、みるみるうちに絶望色に染まっていくのがわかった。

「なんで!?　どうして、貴方が出てくるのよ……ッ!?」

　流石さすがに動どう揺ようを隠かくせない瑠奈が、それを誤ご魔ま化かすように吠ほえかかる。

「貴方は、《常若の国テイル・ナ・ノーグ》の最さい奥おう、伝説のアヴァロン島で、永遠に覚めない眠ねむりの中、モルドレッド卿にやられた傷を癒いやし続ける存在だったはず……だからこそ、貴方の跡あと目めを継ぐアーサー王継けい承しよう戦が行われることになったはず……ッ！」

　そう、その前提が今、全て覆くつがえってしまったのだ。

「なのに、なぜ!?　貴方がこの世界に顕けん現げんできるなら意味ないじゃない!?」

「ふふ、これこそが……ブリテンに伝わるアイルランド来寇神話で語られた、邪じや悪あくなる神の一族……魔人族フオモールの長、魔王バロールの演出した荒唐無稽劇グラン・ギニヨールだったのさ」

「バロールですって……ッ!?」

　最近、急によく聞く名前だ。

　瑠奈がガラハッド卿を振ふり返る。

　ガラハッド卿は油断なく、身構えながら、瑠奈に頷うなずいた。

「ふふ、詳くわしいことは後で、そこのガラハッド卿にでも聞くと良いさ。……多分、僕よりも詳しく知っているんじゃないかな？」

「…………」

「ただ、一つ、僕がこれから行うことをはっきりさせよう。僕は、この偽いつわりのアヴァロン島に集まる妖魔達を率いて、島の外を出て世界を駆ける。そう、ワイルド・ハントを引き起こすのさ」

「……ッ!?」

「今、この島だけは、現実界と幻げん想そう界の境界が曖あい昧まいになっている。つまり……この場所だけ《意識の帳とばり》が崩くずれかかっているんだ。だから、幻想界の妖魔達が、これほどにもこっち側に湧わいて出てきている。そんな妖魔達を率い束ねて、この僕がワイルド・ハントを引き起こし、世界の空を駆けたらどうなると思う？　それを目もく撃げきし、為なす術すべなく妖魔達に蹂じゆう躙りんされた人間達はどう思う？」

「……それは……認識を改めるわ。お化けなんて現実に居ない、あるわけない……そういった人々の深層集合意識野で共有する共通認にん識しきが《意識の帳》という結界だもの。お化けが現実に居るんだと、人類全体が等しく認識すれば、非常識は常識になる」

「そう……今まで、そういうお化けの侵しん入にゆうを拒こばんでいた《意識の帳》が崩れる……つまり──《人理の崩壊カタストロフイ》というわけさ」

「そ、そんなことをしたら──ッ！」

　恐おそるべき目的を語るアーサー王に、瑠奈が吠えかかる。

「人類は神話の時代に逆ぎやく戻もどりよ!?　強大な神や悪魔が我が物顔で跋ばつ扈こし、人間を支配して虐しいたげる混こん沌とんの世界……貴方、それでもいいわけ!?」

「何を怒おこっているんだい？　この世界があるべき本来の姿に戻る……神も、悪魔も、妖魔も、人間も、平等に存在した正しい姿に戻る……ただ、それだけじゃないか」

　ぞくり。瑠奈は寒気を感じた。

　違ちがう。このアーサー王は何かが違うのだ。

　間違いなくアーサー王本人であるが、何かが違う。ズレている。

「なんでよ……？」

　愕がく然ぜんとしながらも、瑠奈は毅き然ぜんと問いかける。

「かつて、貴方は世のため人のために、剣を振るい、様々な探たん索さくを成し遂とげ、戦場を駆け抜ぬけた、真の英えい雄ゆうであったはずよ……王の中の王であったはずよ……それが、世界を滅ほろぼすような真ま似ねをするなんて……ッ！」

「そうかもしれない。でも、そうじゃなかったのかもしれない」

　アーサー王がくすりと笑う。

「僕の本質が、アーサーであることは間違いないよ。僕は紛まぎれもなくアーサー本人だ。だから、今の僕は……僕の〝有り得たもう一つの可能性〟なのかもね」

「もう一つの可能性……？」

「ああ、そうさ。英雄と魔王の違いなんて、人の側に立ったか、魔の側に立ったか……たった、それだけの差だろう？」

　首を傾かしげる瑠奈へ、アーサー王が告げる。

「僕という器うつわそのものに、正せい邪じやは存在しないんだ。僕はマーリンや湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの導きによって、人の側に立つ王となったけど……もし、そうじゃなかったら？」

　そう、アーサー王の立派な王道や在り方は、先天的なものではなく後天的なものだ。

　その証しよう拠こに、アーサー王には様々な負の側面、暗黒面が幾いくつも存在した。

　そういった逸いつ話わが時の流れのまま変化し、象しよう徴ちよう化したのが、〝アーサー王こそがワイルド・ハントの主宰者〟という民間伝承ではないのか？

「わかるかな？　今のこの僕はとある邪悪な魔王の導きによって、運命をねじ曲げられてしまったアーサーだ。今の僕は世界の敵。持って生まれたこの王としての力で、世界を心から滅ぼしたいと願う存在なんだ……」

　呆あつ気けに取られる瑠奈の前で、アーサー王が愉しげに笑った。

「最高のジョークだと思わないかい？　かつて、人の世界を切り開いた僕の手によって、今、人の世界は閉じるのだから」

「ご先祖様は、英国人のくせにセンスがないわね」

　いきり立って、瑠奈は剣を──自身のエクスカリバーを構えた。

「ツッコミ入れてあげるわ、剣でね！　それで皆みな、大笑いのハッピーエンドよ！」

「はぁ……また、それか」

　すると、アーサー王は瑠奈の剣をつまらなそうに見つめる。

「君達は揃そろいも揃って、その貧ひん弱じやくな紛まがい物を得意げに振りかざす……真の王剣を知らないから、そんな恥はずかしい真似ができるんだよ……仕方ない……」

　すると、アーサー王は腰こしに携えている己おのが剣を構えようとするが。

「王よぉおおおおおおッ！　あのような小物にぃいいいいいッ！　貴き殿でんの剣を披ひ露ろうする必要など、ぬぁああああああいいっ！」

　それを諫いさめる、大気を震わせる大だい音おん響きよう。

　アーサー王の右側に控ひかえていた騎き士しが、喉のどを震わせて咆ほう哮こうしたのだ。

　とにかく巨きよ軀くで厳いかつい、いかにも荒あら武む者しや風の騎士だ。その体たい軀くは、上うわ背ぜいも肩かた幅はばもアーサー王より二回りも大きかった。

「お下がりください、王よ。あのような狼ろう藉ぜき者ものの始末は吾われ等らにお任せを」
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　アーサー王の左側に控えていた青年騎士も、声を上げる。

　長い金きん褐かつ色しよくの乱みだれ髪がみ、その隙すき間まから覗のぞく獣けものじみて鋭するどい眼光。しなやかに、かつ極限まで硬く無む駄だなく鍛きたえ抜かれたその肢し体たいは野性味に溢あふれ、まるで野生の肉にく食しよく獣じゆうじみている。

　見た目は完全に蛮ばん族ぞくながら、その青年騎士は意外なほど礼れい儀ぎ正ただしく一礼し、アーサー王を護まもるように前に出る。

　そして、その二人を認識した瞬しゆん間かん、ケイ卿きようが眼を剝いて叫んだ。

「まさか、あの方々は……ペリノア王に、ベイリン卿……ッ！」

「……誰だれよ？」

「アーサー王の初期円えん卓たく最強の二角です。ラモラック卿の父にて初期円卓の筆頭騎士、ペリノア王……そして、最も優れた騎士の剣けんの最初の使い手、野蛮人ベイリン・ベイリンル・ソヴアージユ」

「強いの？」

「……二人とも、鬼き神しんのごとくに」

　瑠奈の問いに、ケイ卿は簡潔に答えた。

「彼ら二人は、ブリテンで戦乱がもっとも激化した、激動時代の円卓の中ちゆう核かくを担になった騎士達でした……比ひ較かく的てき平和な時代を生きた後期円卓の最強三騎士……ランスロット卿、ラモラック卿、トリスタン卿より、遥かに強いかもしれません」

「…………ッ!?」

　ことここに至り出現した強敵に、一瞬、瑠奈は怯ひるむが……

「ふん！　今さら誰が出てこようと関係ないわ！　ここであいつらを倒たおさないと、世界が終わるんだから！」

　腹に力を込こめて気き迫はくを入れ直し、三人の騎士達を睨にらみ付ける。

「ケイ卿！　那雪！　ガラハッド卿！　行くわよ！　私に続け──」

　そして、瑠奈が突とつ進しんをしようと、地を蹴けって駆け出した──その時だった。

　瑠奈は気付く。

　いつの間にか──自分の首に、刃やいばが寸前まで迫せまってきていたのだ。

　死を前にした極限状態に遅ち延えんする時間の流れの中、瑠奈が視線を横よこ滑すべりさせれば……

　あれほどの距きよ離りがあったのに、刹せつ那なでベイリン卿が距離を詰つめていて、瑠奈の首へ稲いな妻ずまのように剣を振るっていたのだ。

（──は、速い!?　速すぎる──どうにもならないでしょコレ!?）

　あまりの唐とう突とつなことに、瑠奈の思考が完全にフリーズしていると。

「はぁああああああああああああーーッ！」

　がぁあああんっ！　爆はぜ散る火花の明めい滅めつと大音響。

　間に割って入ったガラハッド卿が辛かろうじて、ベイリン卿の剣を打ち返していた。

　その瞬間、撃うち合った剣と剣から凄すさまじい剣圧が放たれ、周囲に辛うじて残っていた建物を、バラバラに倒とう壊かいさせていく……

「ほう？　平和ボケした温ぬるい時代の騎士にも、俺の雷らい速そく剣を受けられるやつがいたか」

　だが、ベイリン卿はまったく動じず、いかにも戦せん闘とう狂きようじみた容よう貌ぼうとは裏腹に、極きわめて冷静にガラハッド卿から距離を取──

　──ったかと思いきや、ベイリン卿は双そう剣けんで、やはり雷光のごとき速度でガラハッド卿へと打ちかかり、ガラハッド卿は剣と槍やりを旋せん回かいさせ、それを防ぐ。

「しかも、俺と同じ二刀使い……か」

「瑠奈！　走るんだ！」

　そんなガラハッド卿の言葉に背を押されて。

「う、ぁああああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が気迫と共にエクスカリバーを振ふり上げ、全速力でアーサー王へと駆かけ出した。

　だが、当然──

「ふはははははははははははははははははーーッ！　ここはぁ通さぬぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　大岩のような巨軀、筋骨隆りゆう々りゆうの騎士──ペリノア王が瑠奈の前に立ちはだかる。

「受けよ、我が剣！」

　そして、ペリノア王は無造作に剣を振り下ろす。

　──なぜか、地面に向かって。

「……は？」

　瑠奈とペリノア王。彼ひ我がの距離は未いまだ十メートル以上はある。

　剣の間合いという概がい念ねんも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるペリノア王の奇き行こうに、駆ける瑠奈は一瞬、眉まゆを顰ひそめるが──

「逝ねぇええええええええええええいッ！」

　ゴッ！　ペリノア王の剣が大地にめり込んだ、その瞬間。

　大地が、割れた。

　どぉおおおおおおんっ！　まるでマグニチュード最大レベルの直下型大おお地じ震しんでも起きたかのような衝しよう撃げきが、人工島を再度震ふるわせる。

　割れ砕くだける地面、捲めくれ上がる地面、天高く上がる壮そう絶ぜつな土砂柱。

　礫つぶてや岩の破は片へんと共にそれに巻き込まれた瑠奈は、天へと突つき上げられる。

「がは──ッ!?」

　全身を襲おそう衝撃と浮ふ遊ゆう感に、一瞬跳とびそうになる意識。

「まぁああだまだぁああああああああああああああーーッ！」

　そんな空中の瑠奈を見み据すえ、ペリノア王は傍かたわらに倒れている電柱を片手で摑つかむ。

　岩のようなペリノア王の手が、めしりと電柱にめりこみ……長さ十数メートルはあろうかという電柱が、まるで柳やなぎの枝のようにあっさりと持ち上がって。

「死ねぇええええええええええええええええーーッ！」

　そのまま、それを空中の瑠奈へと叩たたき付けようとする──

　頭がおかしい。こんな戦い方、誰が想像できようか。

　さっきのベイリン卿の神速も常じよう軌きを逸いつしていたが、ペリノア王の膂りよ力りよくはそれ以上だ。

　瑠奈が為なす術すべなく、うなりをあげて迫り来る電柱を受け入れようとしていると……

「──させない！　【炎の剣ラハトヘレヴ】ッ!?」

　瑠奈を護るように巻き起こる激しい炎。

　叩き付けられる電柱を蛇へびが締しめ上げるように炎が走り──それを焼き尽つくす。

「なんとぉおおおおッ!?」

　そして──

「はぁっ！」

　那雪が放った凍気が、ペリノア王の全身を殴なぐりつけ、一瞬で氷こおり漬づけにしてしまう。

　巨大な氷ひよう塊かいの中に、ペリノア王が閉じ込められるが──

「ふははははッ！　笑しよう止しッ！　この程度で小生を止められるものかぁあああーーッ！」

　ペリノア王が全身に力を込めれば、柔やわな硝子ガラス細工のように、ペリノア王を縛いましめていた氷塊が爆ばく発はつ四散する。

「そこの二人ぃッ！　なぁかなか面おも白しろい芸だが、貧弱ッ！　極まりぬぅあいッ！」

「ええ、それはわかっています！」

「私達は足止めだから！」

「何ぃ!?」

　ケイ卿と那雪の言葉に、ペリノア王が振り返ると。

「はぁああああああああああああああああーーッ!?」

　上空に吹ふき飛ばされていた瑠奈が、那雪が発生させていた氷塊を足場に、ペリノア王の頭上を大きく飛び越こえて──着地。

　アーサー王へと向かって、エクスカリバーを振りかざし、真まっ直すぐ走る。

　そんな肉にく薄はくしてくる瑠奈の姿に。

『グルォオオオオオ……ッ！』

　アーサー王の傍らに控える、吠えるクエステイング・獣ビーストが。

「……ちっ」

　ガラハッド卿と激しく斬きり結ぶベイリン卿が。

「や、しまったぁ!?　小生、一生の不覚ぅううううーーッ!?」

　ケイ卿達などまるで眼中にないペリノア王が。

　それぞれが、アーサー王を援えん護ごしようと、動きかけて……

「ああ、いいよ。そのままで」

　不意に、アーサー王が、その二人の騎士と獣を手で制した。

　その隙すきに、瑠奈がアーサー王を剣の間合いへと飛び込んでいった。

「てぇええええやぁああああああああああああああーーッ！」

　そして、瑠奈が全身全ぜん霊れいの力を込めて、斬ざん撃げきをアーサー王へと浴びせかかる。

　だが、アーサー王は実に、泰たい然ぜんと、悠ゆう然ぜんと……

「仕方ないな。魅みせてあげるよ」

　携たずさえる剣を、ゆっくりと構える。

「これが……僕と君の、王としての格の差だ」

　そして──

　瑠奈とアーサー王が、ほぼ同時に剣を振るってすれ違ちがい、鋭く交こう錯さくした。




　甲かん高だかい金属音。嚙かみ合う白き火花のフラッシュ。




「…………」

「…………」

　──沈ちん黙もく。

　剣を振り抜ぬいた格好で、互たがいに背中合わせに立ち尽くす瑠奈とアーサー王。

　そんな光景を固かた唾ずを吞のんで見守る一同。

　そして──

　ひゅん、ひゅん、ひゅん……

　回転する何かが空気を切り裂さきながら、頭上から振ってきて……

　がっ！　それが、瑠奈とアーサー王から少し離はなれた場所に突き立った。

　それは剣けんの刃だった。

「う、噓うそですわ……あれって……ッ!?」

　その剣の刃に見覚えがありすぎるフェリシアが息を吞む。

「あれは……まさか……」

「そ、そんな……ッ!?」

　瞬しゆん時じにその意味を理解してしまったケイ卿きようも那雪も、真っ青になるしかない。

「…………ッ!?」

　この時ばかりは、流石の瑠奈も動どう揺ようを隠かくせず、顔にびっしりと脂あぶら汗あせを浮うかべながら、震える手で己おのがエクスカリバーを改めて凝ぎよう視しする。

　剣の刃、その半分から先がない。瑠奈のエクスカリバーが、真っ二つに折れていた。

　そのあまりにも残ざん酷こくな結果に、瑠奈は折れた剣先から目を逸そらせない。

「当然の結果さ。僕の剣けん銘めいを忘れたかい？」

　そんな瑠奈を振り返ることなく、アーサー王が告げる。

　その手には……当然、エクスカリバー。

「僕の剣銘は、〝切り裂く鋼はがね〟。……そのような紛まがい物のレプリカで、真のエクスカリバーに勝てるべくもない」

　押し黙だまって俯うつむく瑠奈は最も早はや、眼中にないとばかりに。

　アーサー王は、そっと剣を鞘さやに収めた。

「本来なら、不死身の鞘もセットなんだけど……まぁ、それは、姉さんモルガンに盗とられて、捨てられちゃったからね……」

　そして、アーサー王は、ベイリン卿とペリノア王に手で合図を送る。

「わかっただろう？　これが王だ。真の王なんだ。王とはあらゆる存在の頂点に、一人極み立つ者……弱く小さな君達がいくら目指しても届かない、崇すう高こうで遥かな高みなんだ」

　くるりと踵きびすを返し、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす瑠奈の傍らを過ぎ去り、そのままその場を立ち去ろうとする。

「だが、その勇は讃たたえよう。〝王に剣を向けし罪、我が名に於おいて不問にする〟」

　それに応じるように、傍らに控ひかえる獣けものの姿が、虚こ空くうに溶とけるようにゆっくり消えていき……ベイリン卿とペリノア王も戦せん闘とうを中断し、アーサー王の後に続いた。

「また悪い癖くせを……王よ、いいのですか？　ここで始末するべきでは？」

「いいよ、この辺で。もう決着はついた。僕と彼女達の格付けは終わった」

　どこか不服そうなベイリン卿の言葉に、アーサー王が微笑ほほえみながら返す。

「それに、いくら遠いとはいえ、彼女達は僕の可愛かわいい子孫だ。手て荒あらな真ま似ねはしたくない」

「御ぎよ意い」

　引き下がるベイリン卿。

　そして、アーサー王は去って行く……そのまま去って行く。

　誰だれも、何も、アーサー王に、何も言えない。

「待ちなさいよ」

　ただ一人……瑠奈を除いて。

「なるほど……確かに、私達が目指していたものは……目指すなんて思うのがおこがましいほど高い極みだったみたいね……それでも！」

　瑠奈は、アーサー王の背中を睨にらみ付けて吐はき捨てた。

「私はそれでも、貴方あなたを王だなんて認めないわ！」

「……はぁ、格付けはもう済んだじゃないか。認める、認めないの話じゃないよ」

　ふと、アーサー王が足を止め、振ふり返って瑠奈を見る。

「君の剣は折れた。それが全すべてだ」

「ふんっ！　たかが剣の一本や二本が折れたくらい、なんだってのよ!?」

「！」

　そんな瑠奈の気き炎えんに、アーサー王がほんの少しだけ眼めを見開く。

「ご先祖様！　私は貴方なんか認めない！　私が目指す王道のため、私の在り方のため、私は必ず貴方を倒たおす！　今の貴方は──王として絶対的に間違っているわッ！」

　途と端たん。

「貴様、我が主君を愚ぐ弄ろうするか」

　ベイリン卿の全身から荒あれ狂くるうブリザードのような殺気が溢あふれ、その手が剣の柄つかへと伸のびるが。

「いい、構わない」

　アーサー王がそれを再び制する。

「王が一度不問にすると決めた相手だ。なら、王の威い信しんにかけて、この場では斬れない」

　いきり立つベイリン卿をそう諫め、アーサー王は瑠奈に真っ直ぐと向き合った。

「……君、名前は？」

「瑠奈。……瑠奈＝アルトゥール」

「アルトゥール……？　そうか、君はボーレの系けい譜ふか……もっとも力の弱い、有り得ない血筋だと思っていたんだけど……」

　そして、背中を向けたまま、アーサー王が告げた。

「瑠奈＝アルトゥール。ならば、僕はここに宣言しよう。今日、日が変わると同時に、僕はワイルド・ハントを主しゆ宰さいし、世界の空を駆かける」

「!?」

「理由は先ほどの通り。今の僕は人を滅ほろぼす破は滅めつの王。世界を滅ぼすことこそが、僕の心からの望み。ワイルド・ハントによって《人理の崩壊カタストロフイ》を引き起こし、僕は世界に魔ま王おうとして君臨する……それが、今の僕の存在理由であり、王道なのだから」

「そんなこと……ッ！」

「僕の王道を否定し、己が王道を主張したいというなら……僕を倒すことだ」

　そして、アーサー王はすっと指をさした。

　その指のさす方向には、黒いキャメロット城の雄ゆう大だいな姿があった。

「僕はあそこで待っている。全ての始まりの場所で……君を待っている」

　最後にそう言い残して。

　アーサー王は騎き士しや獣達を引き連れて、その場を去って行くのであった。

「…………」

　取り残された瑠奈は、折れた自分の剣をしばらくの間、じっと見つめて。

　やがて、決意を秘ひめた眼で、城を真っ直ぐと見上げる。

「……凜太朗」

　そんな呟つぶやきが、宵よい闇やみを含ふくみ始めた風と共に流れて行くのであった──
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「ぅおおおおおおおおおん！　それにいたしましても、那な雪ゆきぃ～～ッ！　よかった、よかったですわぁ～～ッ！」

　瑠る奈な達の拠きよ点てん──ログレス邸ていの談話室ラウンジにて。

「わたくしとしたことが、なんて不覚……ッ!?　貴女あなたの記き憶おくを失ってしまっていたなんてぇ～～ッ！」

　フェリシアが那雪に抱だきついて、わんわん泣いていた。

「あ、あはは、仕方ないよ……私は人間を辞やめて、この世界の摂せつ理りの輪から外れちゃった存在だもの……死ねば誰の記憶にも残らない、そういう存在だったから……」

「それでも、わたくしはわたくしが許せませんわぁ～～っ！　ぐすっ！　貴女が無事に戻もどってきてくれて本当に良かったぁ～～ッ！」

「ああ、まったくだ。やはり、君がいないとな……」

　泣きじゃくるフェリシアの肩かたを叩たたきながら、ガウェイン卿が優やさしげにそう言って。

「ええ、本当に良かったです……お帰りなさい、那雪先せん輩ぱい……」

　傍かたわらのエマもそっと涙なみだを拭ぬぐって、那雪の帰き還かんを喜んでいる。

「しかし、瑠奈先輩……その、師し匠しよう……真ま神がみ先輩は、その……バロールという存在から、先輩達を逃にがすために……？」

　だが、不意にエマは笑みを曇くもらせて、瑠奈へ問う。

　しかし、瑠奈はまったく暗いものなく、自身満々に言ってのける。

「大だい丈じよう夫ぶよ！　凜りん太た朗ろうはすぐに戻ってくるわ！　大体、エマ、貴方の大好きな凜太朗は、そんなことでくたばるようなヤワなやつかしら!?」

「すっ!?　好き……ッ!?　って、いやあのその!?」

　エマは唐とう突とつな瑠奈の振りに、エマが真っ赤になって慌あわてふためくが。

「そ、そうですね……師匠は本当に強い人です。そんなことで死んでしまうなんて、絶対に考えられませんっ！」

「そうよ。それでいいのよ。今は凜太朗のことよりも、私達がやるべきこと、なすべきことを見る時よ！」

　そう頷うなずいて、瑠奈が周囲を見み渡わたす。

　談話室ラウンジ内には、今回のアーサー王継けい承しよう戦で残っている関係者全員……ケイ卿、那雪、ガラハッド卿、フェリシア、ガウェイン卿、エマ、月つく読よみ零れい華かことモルドレッド卿、ディナダン卿、そして、久く遠おん寺じ七なな美み、パーシヴァル卿、ミーシャ、パロミデス卿が集まっていた。

「…………」

　部屋内の雰ふん囲い気きはとにかく重い。誰も彼もが暗く沈しずんだ顔をしている。

　漏もれるため息、固まった言葉。有り体ていに言えば、絶望に沈んでいた。

　仕方ない。あれほどの邪じや悪あくと絶望を知ってしまえば、否いやが応おうでもこうなるだろう。

「まぁ、それはともかく」

　瑠奈がそんな一同はとりあえず、無視して。

「こうやって落ち着いたところで、バロールとやらやアーサー王、継承戦の裏側について色々と聞きたいことがあるんだけど……」

　瑠奈がちらりとガラハッド卿きようや那雪を見やってから、フェリシアに向き直る。

「その前に、フェリシア、この島で何があったの？　どうして、この国際都市アヴァロニアがこんなハチャメチャなことになってるの？」

「ええ、ご説明しましょう。……と、言っても、わたくし達にも何がなんだか……」

　すると、フェリシアは頭かぶりを振り、言葉を選ぶようにぽつぽつと説明を始めた。

「聖せい杯はい探たん索さくに赴おもむく瑠奈達と別れ、わたくし達は、それぞれ《聖せい剣けん》、《聖せい槍そう》、《聖石》の至宝探索へと参加し、試練の異界へと旅立ちましたわ。それ自体はとても順調で、わたくし達はあっさり至宝を入手することができました。ええ、拍ひよう子し抜ぬけするくらいに……」

「え？　何よ？　そんなに簡単だったの？　ずっる」

　聖杯探索の苦々しい記憶や経験を思い出し、瑠奈がジト目になる。

「いや……簡単というかむしろ、今、考えればあの至宝は、わざと僕達に入手させ、持ち帰らせようと仕組まれていた罠わなだったんだと思うな」

「どういうこと？」

　パロミデス卿の意味深な口くち挟ばさみに瑠奈が返すと、フェリシアが続ける。

「わたくし達が喜び勇んで、至宝を現実界へと持ち帰ったその時でしたわ。突とつ然ぜん、その至宝から闇やみの神気が立ち上り……至宝を核かくに、恐おそるべき存在達が降臨したのです」

「ああ、そうだ。《聖剣》からペリノア王が、《聖槍》からベイリン卿が、そして、《聖石》から、俺達が戦っていたあの獣……吠えるクエステイング・獣ビーストが誕生したんだ」

　フェリシアの説明をパーシヴァル卿が補足する。

「ええ、そうです。その現象は、わたくし達《王キング》が、円卓ラウンドの欠片・フラグメントから《騎士ジヤツク》を呼ぶ魔法……【騎士の召しよう喚かん】と酷こく似じしている気がしました。

　そして、その三体の怪かい物ぶつが降臨すると同時に、この人工島の全域が異界化しました。元々、この辺り一帯の《意識の帳とばり》は、件くだんの黒い魔女の手によって、あちこち傷だらけでした。その傷の隙すき間まを通って、幻げん想そう界から無数の妖よう魔まが侵しん入にゆうし始めたのです」

「……《意識の帳》の傷ね……？」

　瑠奈は、エマの件で、黒い魔女が暗あん躍やくしていたことを思い出す。

「そして、時を同じくして……あの黒いキャメロット城が人工島の中心……第一エリアに顕けん現げんして、わたくし達の前にアーサー王が出現したというわけです。今、こうして思い返してみても尚なお、信じられませんわ……一体、どうして……？」

　深い溜ため息を吐ついて、フェリシアが頭を抱かかえる。

「そして、今、現在進行系で増ぞう殖しよくして集結しつつある妖魔達を、そのアーサー王が率いて、ワイルド・ハントを起こそうとしている……と。……ふむ」

　瑠奈はしばらくの間、考え込むように真剣な表情で沈ちん思ししていたが。

「はい！　全っ然、わからん！　解説！」

　びしっ！　とガラハッド卿に丸投げするのであった。

「あ、あはは……じゃあ、話すよ。私がかつて聖せい杯はいを持って逝いったあの世で、運命の女め神がみ達から聞かされた内容も交えてね。でも、どこから説明したものか……そうだね。全てのことの始まりから順に説明するよ。長くなるから、寝ねないでね？」

　そう前置きして、ガラハッド卿は一同の前で話し始めた。

「ことの始まりは、やっぱり世界の黎れい明めい期きにまで遡さかのぼるよ。まだ神という存在が、身近に在ったそんな神代に、二つの神族、『ダナン神族』と『フォモール族』がいた」

「ああ、アイルランド来らい寇こう神話ね」

「そうそう。〝神を生んだのは人であるのだから、神は人のために在る。世界は神ではなく、人が統治すべきだ〟と考え、人を尊び、庇ひ護ごする神々が『ダナン神族』。

〝いや、神は人より強大な存在であるのだから、神は人を支配するために在る。世界は人ではなく、神が統治すべきだ〟と考え、人を蔑さげすみ、支配する神々が『フォモール族』。

　この二つの神族の主義思想は、どんなに時が経たとうとも嚙かみ合うことがなかった」

「……となると、戦争しかないでしょうね」

「そう。二つの神族の戦いは、第二次マー・トゥーレスの戦いで、ダナン神族の《光の神》ルーが、フォモール族の《魔眼の魔王》バロールを打ち倒たおすことで、ダナン神族が勝利し、フォモール族の大半は幻想界の最さい奥おう──《常若の国テイル・ナ・ノーグ》へと追いやられてしまう。アイルランド来寇神話そのままだけど……まぁ、これが全すべての発ほつ端たん」

「なんだが、話が無む駄だに壮そう大だいになってきたわね……」

　早くも眠ねむそうな瑠奈に、ガラハッド卿が苦く笑しようしながら続けた。

「フォモール族を《常若の国テイル・ナ・ノーグ》の最奥へと追いやった後、ダナン神族の《運命の三女神》モリガン、バズヴァ、マッハの三神は、未いまだ現実と幻想が同居し、妖魔が跋ばつ扈こするこの世界を、真に人の世界にするため、とある計画を立てたんだ。

　それは、〝人が神の存在に依よらずとも生きていけるよう、人を強くし、神の住む場所と人の住む場所を明確に分ける〟という《意識の帳》の構築計画なんだ。神の存在が人を守っているのは事実だったけど、それゆえに人は妖魔の存在に怯おびえ、進化や発展を妨さまたげられていたのも……また事実だったからね」

「……神様も難なん儀ぎなことねぇ」

「《運命の三女神》達は、この《意識の帳》計画を代行する《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》と呼ばれる組織を形成した。最初の《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》たるヴィヴィアンに力を与あたえ、間接的に人の世界へ介かい入にゆうし、人の成長を促うながし、少しずつ《意識の帳》を強固に形成していった。

　その事業の一つの節目だったのが、アーサー王さ。戦乱で麻あさのように乱れ、また、妖魔が跋扈する混こん沌とん世界を、アーサー王という〝完全なる人の王〟が、安あん寧ねいと平和をもたらすことによって、人の強さを証明し、《意識の帳》を完成させようとしたんだ」

　そして、ガラハッド卿がさらに続ける。

「けど、それを面おも白しろく思わない者がいた。かつて、この世界を支配していたフォモール族の長おさ、魔眼の魔王バロール。彼は、かつてダナン神族に奪うばわれ、今は人間のものとなってしまった世界に帰還し、再びこの世界を支配したいと考えていた。

《意識の帳》とは網あみのようなもの。バロールのような強大な存在ほど、現実界に出られなくなる。なんとしても《意識の帳》の完成だけは避さけたい。アーサー王が邪じや魔まだ。

　そこで、バロールは一計を案じたんだ。淫いん夢むに化けて人間に生ませた、自分と人間のハーフである息子むすこマーリンに、〝アーサー王を自ら選び、そして、そのアーサー王を殺害する〟という呪のろいの運命を課して、人間世界に放ったんだ」

「アーサー王を選び、殺す……？」

　瑠奈の神しん妙みような呟きに、ガラハッド卿がこくりと頷く。

「この呪いは、肉体的にのみならず魂たましいの存在そのものを滅めつ殺さつする性た質ちの悪い呪いさ。マーリンに殺されたアーサー王は、未み来らい永えい劫ごう完全に消滅してしまうんだ。

　果たして何も知らないマーリンは、その呪われた運命に導かれるようにアーサー王と出会い、アーサー王を選び、仕え、アーサー王の親友となった。いつか、自分が呪いによって、アーサー王をこの手にかけることになるとも知らずにね。だけど……」

　と、そこまでガラハッド卿が話すと不意に、那雪が毅き然ぜんと口を挟はさんだ。

「そんなバロールの目もく論ろみに《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》の長、ヴィヴィアン様は気付きました。マーリンがアーサーを殺害する前に、ヴィヴィアン様は、私──ニムエに命令し、私はその命令に従って……マーリンを封ふう印いんして殺しました」

　そんなことを淡たん々たんと、それでも逃げずに発言する那雪。

　だが、その内容の重さから、その場に重苦しい沈ちん黙もくがのし掛かかる。

「……話を続けるね」

　そんな空気を振ふり払はらうように、再びガラハッド卿が言葉を続けた。

「こうして、アーサー王を殺すマーリンがいなくなったことで、《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》の思おも惑わく通り、アーサー王がブリテンを統一し、《意識の帳》の基き礎そが完全に形成された。後は、時代が下って文明が発展すれば、《意識の帳》はより強固になっていき、世界各地から徐じよ々じよに神や妖魔の存在が遠くなりながら、いつか完全に消えていくはずだった。バロールの目論見は、呆あつ気けなく潰ついえたはずだった。けれど……」

「……バロールはまだ何かを策していた……ですわね？」

　フェリシアの推測に、ガラハッド卿が頷く。

「その通り。実は、バロールの狙ねらいはもっと深く二重にあったんだ。伝説時代に出現するアーサー王の殺害……当時としては、まだまだ三女神や湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達のマークが厳しく、恐らく失敗するだろうことは、バロールもわかっていた。だから、バロールは密ひそかに《運命の三女神》の末まつ妹まいモリガンに接せつ触しよくし、手を組んでいたんだ」

「……ん？　モリガン？」

　改めて聞くと、誰だれかに似ている名前だ。アーサー王物語の登場人物の誰かに……

　そんな瑠奈の疑問を余よ所そに、ガラハッド卿は言った。

「そう、モリガンとバロールは手を組んで、動き出したんだよ……《意識の帳》破は壊かい計画……即すなわち《人理の崩壊カタストロフイ》に向けて。

　そして、そんなモリガンとバロールの動きは、残された《運命の三女神》、バズヴァとマッハが予言の形で《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》達へ警告されることになった。

　そして、そんな破滅の運命を防ぐため、《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》達は、アーサー王継けい承しよう戦を開かい催さいすることにした。だが、それこそが、バロールとモリガンの罠だったんだ」

「……ッ！」

「アーサー王継承戦の肝きも……《聖剣》、《聖槍》、《聖石》、《聖杯》が、元、アイルランド来寇神話におけるエリン四至宝だったということはご存じかな？」

「ええ……《聖剣》がヌァザの剣、《聖槍》がルーの槍、《聖石》がリア・ファルの石、《聖杯》がダグダの釜かま……だったわよね？」

「そう。それらは、ダナン神族が《常若の国テイル・ナ・ノーグ》へ帰る時、人に下か賜しされることになったんだけど……バロールは、《聖杯》に己おのれの分ぶん霊れいを密かに宿らせていたんだ」

　思わず息を吞のむ瑠奈。それは記き憶おくに新しかった。

　聖杯探索で瑠奈達が遭そう遇ぐうした、あの《聖杯》に宿る恐ろしい悪意……

「そして、四至宝は霊的に密接に繫つながっている。《聖杯》の汚お染せんは、長い時間をかけて、他の至宝へと伝達する。そして、その至宝が、もし現実界に持ち帰られた時、その至宝を触しよく媒ばいに、それと縁えん深ぶかい怪物を召喚する呪いをかけた。

　君達《王キング》が、円卓ラウンドの欠片・フラグメントで行う【騎き士しの召喚】と理り屈くつはまったく同じさ。

　即ち、《聖せい剣けん》に縁深い、選定の王剣エクスカリバーをへし折った騎士、ペリノア王。

　即ち、《聖せい槍そう》に縁深い、槍の嘆なげきの一いち撃げきで国を一つ滅ほろぼした騎士、ベイリン卿きよう。

　即ち、《聖石》に縁深い、円卓を丸まる吞のみした破滅の獣けもの、吠えるクエステイング・獣ビースト。

　そして、なにより、その三つにもっとも縁深い騎士がいるよね？　即ち……」

「……アーサー王……ッ！」

　瑠奈が、がりと歯は嚙がみする。

「そう。でも、勘かん違ちがいしないでほしいのはペリノア王も、ベイリン卿も、アーサー王も、本来は英えい雄ゆうの名に相応ふさわしい勇者だ。だけど、概がい念ねん存在である彼らの召喚は、召喚者の性質に色いろ濃こく影えい響きようされる。

　今の彼らは、バロールの邪じや悪あくな意思に汚染され、その英雄としての存在の暗黒面が支配的に顕現した……言わば《裏騎士リバース・ジヤツク》だ。元々、戦せん闘とう狂きようで我が欲よくゆえに乙女おとめを見殺しにしたペリノア王、国を滅ぼしたベイリン卿、そして幼子を虐ぎやく殺さつしたアーサー王、彼らはスネに傷もある英雄だ。《裏騎士リバース・ジヤツク》の適性は極きわめて高い。

　今の彼らは、ひょっとしたら有り得たかもしれない姿形可能性なんだよ」

「有り得たかもしれない可能性……父上の……」

　すると、そんなガラハッド卿に、モルドレッド卿が何かを妙みように納なつ得とくしたように呟つぶやいた。

「もうわかったかな？　全ては、この黒アーサー王に、ワイルド・ハントを起こさせ、《意識の帳》を破壊させ、バロールが現世進出を果たすための壮大な罠わなだったのさ。今のアーサー王は言わば、バロールの眷けん属ぞく。……シンプルに世界の敵さ」

「なんてこと……」

　瑠奈が愕がく然ぜんとしたように呻うめく。

「破滅の運命を避けるために開催したアーサー王継承戦それ自体が、破滅への片道切きつ符ぷだったなんて、笑い話にもならないわ！　その役立たずな女め神がみ様達の予言で、もっとなんとかならなかったわけ!?」

「ならなかったよ。女神達の予言は大おお雑ざつ把ぱな流れと結果が見えるだけで、細かな内容は見られないらしい。それほど、人間は分ぶん岐きと可能性の塊かたまり……女神達はそう言ってた」

「はー、つっかえ！」

　悪態をつく瑠奈に苦笑しつつ、ガラハッド卿が本題とばかりに切り出す。

「けどね、このバロールの仕組んだ罠には落とし穴があるんだ」

「落とし穴？　何よそれ？」

　ガラハッド卿の言葉に、瑠奈が眉まゆを顰ひそめる。

「わからないかい？　バロールはアーサー王継承戦で、黒アーサーを降臨させる罠を張ったけど……同時に、黒アーサーやバロールに抗こうしうる存在も生まれかねないよね？」

「ひょっとして、まさか……？」

「そう、真アーサー王。本来のアーサー王継承戦を見事制し、真のアーサーを受け継つぐかもしれない者の存在。バロールの計画にはやはり、どうしても、この真アーサー王の存在が邪魔だ……消さなければならない。そうだろう？」

　と、その時、再び那雪が口を挟んだ。

「バロールは……この時代に生まれ変わったマーリンを……凜太朗君を使ったんです。瑠奈さん……貴女あなたを始末するために」

「「「「────ッ!?」」」」

　そんな那雪の発言に、一同の驚きよう愕がくの視線が瑠奈に集まる。

「ちょちょちょ!?　どういうことよ!?　わ、私はまだ別に、真アーサー王に選ばれたわけじゃ……いや、もっとも近い王だと自負しているけどさ!?」

「言ったろう？　マーリンは、〝アーサー王を選び、殺害する存在〟だと。これは呪いでありながら、言い換かえれば、真の王たる者を探知選定する祝福でもあるんだ」

　そして、ガラハッド卿は、瑠奈を真まっ直すぐ見み据すえて言った。

「瑠奈、バロールにとっては、君を普ふ通つうに殺すだけじゃ駄だ目めなんだ。それじゃ、いつか必ず君は転生し、再びこの世界のどこかに生を受けて王となる。永遠の時間を持つ神にとっては問題の先送りにしかならない。むしろ、居所を捕ほ捉そくできなくなる分、より厄やつ介かいになる。殺やるなら、居るとわかっている状じよう況きようで、確実に殺らなければならない。

　だから、君という存在そのものを滅ぼす呪いを持つマーリンに、君を殺させなければならなかったんだ。だからこそ逆説的に、以下の運命が確定するんだ。

　瑠奈……君こそが真のアーサー王を継ぐべき人だ。最初に、真神凜太朗に選ばれた時点で、そんな運命が確定した。もう君以外に真のアーサー王になれる人はいない」

「────ッ!?」

　そんな事実に、瑠奈は衝しよう撃げきを受けたように啞あ然ぜんとするしかない。

「多分、凜太朗君の周囲には、常にモリガンの影かげがあったはずだよ。凜太朗君が瑠奈さんを殺す呪いを成じよう就じゆさせるよう、マーリンとしての力を十全に覚かく醒せいさせるべく、色々動いていたはず……でも、凜太朗君は、マーリンとしての真の力に目覚めながらも、瑠奈さんを殺さなかった」

「恐おそらくは、君と凜太朗の絆きずなが……運命を乗り越こえたんだよ」

「瑠奈さんと凜太朗君の絆が深まれば、運命を乗り越える可能性があることは、《運命の三女神》のバズヴァ様とマッハ様が、私に告げていたことで……でも、今まではヴィヴィアン様との誓約ゲツシユによって、話すことができなくて……」

　──と、その時だった。

「もういいわ」

　瑠奈の語気強い言葉が、ガラハッド卿や那雪の言葉をぴしゃりと塞ふさぐ。

「もういい」

「……瑠奈さん……」

「すまないね、瑠奈……君が憤いきどおるのはよくわかるよ……」

　那雪やガラハッド卿が申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「恐らく、君達は真のアーサー王となるべく、半生をかけて己おのれを鍛きたえ上げてきたはずだ……なのに蓋ふたを開ければ、そこにあったのは、運命を掌てのひらの上で操あやつる神々達の盤ばん上じよう遊ゆう戯ぎ……本当に憤ふん懣まんやるかたないだろうし、私も申し訳ないと思っている……」

　しばらくの間。ガラハッド卿のそんな言葉と共に、重苦しい沈ちん黙もくが場を支配する。

　だが。

　とことこ、と。瑠奈が不意に、ガラハッド卿の後ろに回り込んで……

「つーか、貴女はさぁ……」

「え？」

　瑠奈は腕うでをぐるんと、ガラハッド卿の首に巻き付けて……

「こぉんな重要な情報を抱かかえ落ちして、あの世に逝ゆこうとしてたわけ!?　バッカじゃないの!?　そんなクソどうでもいいこと謝る前に、こっちを謝罪しやがりなさいよ、このこのこのこのぉおおおおーーッ!?」

「ぐえ!?　あ、痛たたたたたた!?　ご、ごめんよ!?」

　ガラハッド卿を、猛もう然ぜんと絞しめ落としにかかるのであった。

　目をぱちくりしながら、そんな二人の様子を眺ながめる一同。

「げほ!?　ごほ！　あ、あの……君は怒おこってないのかい？　瑠奈！」

「だから、目め一いつ杯ぱい怒おこってるわよ、このあんぽんたん！　報連相はド基本でしょ!?」

「いや、そうじゃなくて！　神々達が君達をいいように弄もてあそんでいたことを！」

「はぁ？」

　すると、瑠奈はそれこそ、珍ちん獣じゆうを見るような目となるのであった。

「ガラハッド卿……完かん璧ぺきな騎士か最高の聖人か知らないけど、その条件にオツムの出来は入ってなかったようね」

「ひ、酷ひどい!?」

「怒るわけないでしょ？　あっちの世界の神様の思おも惑わくなんて、どうでもいいもの」

　すると、瑠奈はガラハッド卿を解放し、びしりと指を突きつけて言った。

「私は王になる。あいつに胸を張って誇ほこれる王になるの！　私自身がそう望み、私自身の信念でここに立ち、今まで戦ってきたの！　舞ぶ台たい裏の茶番劇なんて知ったこっちゃないわ！　演出家気取りの観客達フーリガンは終幕フイナーレまで黙だまって見てろっての！　そうでしょ!?」

「──ッ!?」

　そんな瑠奈の真っ直ぐな言葉に、さしものガラハッド卿も言葉を失うしかない。

「やるべきことは、はっきりしたわ！　黒アーサー王をぶちのめす！　ワイルド・ハントを止めて世界を救う！　ただ、それだけじゃない!?」

「…………」

「私はこの世界が好き！　皆みなが自分の意思で明日を紡つむげるこの人間の世界が大好きよ！　神様が支配する世界なんてまっぴら！　だから、神の意思や思惑なんて関係ない！　私は、私達の明日のために戦うわ、それだけよ！」

　そんな瑠奈の力強い言葉に……その場の消しよう沈ちんしていた一同の目に、徐じよ々じよに光が戻もどり始める。燻くすぶる火の粉が、再びめらめらと燃え上がるように。

「そう……でしたわね……貴女はそういう人でしたわ、瑠奈……」

　フェリシアが立ち上がる。

「神々やアーサー王という絶対的な存在を前に、わたくし、すっかり萎い縮しゆくしてしまっていましたわ……ええ、そうじゃない……そうじゃないんですの……わたくしが王を目指した理由はそうじゃない……神が決めた？　運命が定めた？　そうじゃないんですの！　わたくしはただ、そう〝在ろう〟とした！　それは紛まぎれもないわたくしの生き方、わたくし自身の意志ですわ！」

「……そうだ。私もまた、間ま違ちがえるところだった……」

　モルドレッド卿も立ち上がる。

「私は過去の過あやまちを乗り越え、今度こそ人々を救う正しい王になると誓ちかったのだ……今こそ、その覚かく悟ごを示すべき時ではないか……ッ！　たかが、敵が敵かなわぬほど強大だというくらいで、アーサー王だというだけで、私は一体、何を弱気に……ッ!?」

　そんな《王キング》達の意気に。

「ええ、僕も腹が決まりましたよ」

　ガウェイン卿きようが、フェリシアの隣となりに立った。

「すまない、フェリシア……正直、僕は迷ってました。アーサー王はかつて忠誠を誓った我が主君。騎き士しとして改めて彼に従うべきか否いなか……そんなことを迷わせるほど、僕にとってアーサー王は大きく、偉い大だいな存在だったのです……」

「ガウェイン卿……？」

「しかし、あのアーサー王はアーサー王であって、アーサー王ではなかった。そこから目を背そむけてはならない、間違いは正さなければなりません。そして、確信しました……やはり今世の僕が仕えるべき主君は貴女なのだと。たとえ一時折れようとも立ち上がり、常に気高き〝王〟たろうとする貴女にこそ、我が剣けんと魂たましいを捧ささげるべきなのだと」

　そして──

「くっくっく……それが、君の王道なら好きにすればいいよ、モルちゃん」

　ディナダン卿も、ぽんとモルドレッド卿の肩かたを優やさしげに叩たたく。

「君は今世でも、アーサー王へ剣を向けるわけだが……それは、かつての意味合いとまるで異なるはずさ。心の赴おもむくままに戦うといい。前世では無理だったけど、今世では最後まで、そんな君の行く末を、僕は見守ろう」

　そんなディナダン卿の言葉に。

「ふ、ふんっ！　そ、そんな偉えらそうなこと言いたかったら、少しは戦力的に、私の戦いに貢こう献けんすることだなっ！　貴方は弱いのだから！」

　モルドレッド卿は頰ほおを赤らめて、ぷいっとそっぽを向いた。

　さらに……

「私も戦いますよ、瑠奈先せん輩ぱい」

　エクスカリバーと《騎士ジヤツク》を失い、すでに《王キング》の資格すら失ったエマも、力強く頷うなずいて立ち上がる。

「私は、望まずに王となることを強要された身です。未いまだ心はどこか壊こわれているみたいで……正直、この期ごに及およんでも、世界を救うとか、人類を護るとか……ちっともピンとこないんです。ですが、師し匠しようや瑠奈先輩、那雪先輩、ケイ卿、フェリシアさんにガウェイン卿……皆で過ごす穏おだやかで優しい日々は、私にとってかけがえのない日々でした」

　そして、瑠奈に挑いどむように真っ直ぐ見据える。

「今の私は、この中の誰だれよりも弱く、そして、皆さんのような立派な志で戦うことなんて到とう底ていできない、王の資格なしの俗ぞく物ぶつです……ですが、あのかけがえのない優しい日常を取り戻すためなら……私は戦えます！　私も戦わせてくださいっ！」

「もちろん、私も戦いますからね、瑠奈！」

　ケイ卿も当然のように宣言する。

「あの子のあんな姿は見てられません！　あの子は王としては優しすぎて、それゆえに王には相応ふさわしくなかった……でも、それだけで、間違っても世界を滅ほろぼすような子じゃない……悪い人に唆そそのかされ、とち狂くるって道を間違えちゃった弟は、お姉ちゃんが、めっ！　って𠮟しかってあげないといけないのですっ！」

　そして、那雪も。

「元々、この事態は《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》達の傲ごう慢まんと欺ぎ瞞まんに端たんを発したこと……私には最後に残った《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》として、戦わなければならない義務があります。……ううん、でも、義務なんて関係ない。私も皆と同じだよ。この世界が好きで、皆と過ごす日々が大好きだから……だから、最後まで瑠奈さんについていくよ」

「さっきから聞いていれば……なんで……なんでよ、瑠奈＝アルトゥール……ッ！」

　そして、一同の中で一番打ち拉ひしがれていたミーシャも。

「相手は、あのアーサー王なのよ……？　おまけに、貴女あなた、あれだけ圧あつ倒とう的な力の差を見せられて……エクスカリバーまで折られたのに、なんで戦う意志を失わないの!?　認めない……これじゃまるで、私が格下みたいじゃない!?」

「格下みたいじゃなくて、実際、格下なのよ。ドゥーユーアンダスタン？」

「う、うるさいっ！　いいわ、わかったわよ！　貴女を倒たおすのは私！　それを証明するため、まずはこのくだらない茶番劇を終わらせてやるわッ！」

　そして、怯おびえに怯えきっていた七美も……

「わ、私も……これまでの人生……ありとあらゆることから逃にげ続けていたけど……それでも今だけは……戦うことはできないけど……私のエクスカリバーで、皆を手伝うから……だから……」

　その場の全員が、そんなことを口々に言って、それぞれの理由で決起する。

　戦う理由はそれぞれだけど、今、一つの目標に全すべての《王キング》達がまとまったのだ。

「ふふふ、なによ、圧倒的ではないか我が軍は。勝ったわね」

　瑠奈は腰こしに手を当てて胸を張り、満足そうにどや顔するのであった。

「……君は凄すごいな、瑠奈」

　そんな瑠奈を、ガラハッド卿が見つめながら物思う。心底感服したように耳打ちした。

「主義も信念も違う、あまつさえ海より絶望に沈しずんでいた皆を、君の一いつ喝かつで奮い立たせ、一つにまとめ上げた。やはり、君こそが真の王の器うつわなのかもしれない」

「何を、あったりまえなことを」

　意味深に含ふくむように笑うガラハッド卿に、瑠奈が呆あきれたように肩を竦すくめる。

「あはは、それはおいといて……一つだけ聞いて良いかな？　瑠奈」

「何よ？」

　ガラハッド卿が他人に聞こえぬように潜ひそめた声に、瑠奈が眉まゆを顰ひそめる。

「事実、君はアーサー王に敗北している。エクスカリバーも折られた。……勝算は？」

「さあ？　ないわよ、んなもん」

「なのに、立ち向かうというのかい？」

「あったりまえでしょ？　こんなもん、勝てるか勝てないかの話じゃないわ。戦わなければならないから戦うんだし、勝たねばならないから勝つのよ」

　そんな瑠奈の迷いなき言葉に、ガラハッド卿は少しばかり驚おどろいたように呟つぶやく。

「君は……どうしてそんなに強いんだい？」

「んー？」

「この場にいる私達にとって、アーサー王に剣を向ける……それはとてつもない精神的負ふ荷かだ。武ぶ威い以前に、かの偉大なる王の威光の前に、誰もが萎縮せずにいられない。なのに……なぜ、君はそれを露つゆほどにも感じさせないのかな？」

「ははん！　私が世界一家臣にしたい、世界一素す敵てきな男の子が、たかがアーサー王ごときにひるむような、器のちっちゃな王様に仕えてくれると思う？」

「！」

「あいつは世界一の王様に仕えてやるって約束してくれたもの。だから、私は世界一になる。たったそれだけの話よ」

「なるほど……マーリン……真神凜太朗か……」

　すると。ガラハッド卿は、くすりと悪戯いたずらっぽく笑うのであった。

「君ほどの王に、そこまで言わせる真神凜太朗、か。那雪さんを想おもう真まっ直すぐな心、聖せい杯はい探たん索さくの最後、あの圧倒的な悪意と邪じや悪あくを前に、君を守るために、迷うことなく殿しんがりを買って出るあの意気……ふふっ、私、ちょっと、彼に興味が湧わいてきたかも」

「ん？　何か言った？」

「ううん、なんでもないよ。さ、瑠奈、戦いの準備をしよう」

　そんな、ガラハッド卿の促うながしに。

「くっくっく、若いっていいねぇ……まぁ、それはともかく、そうだね、それがいい。作戦会議といこうじゃないか」

　ディナダン卿がにやりと笑って口を開く。

「さっきまでの戦いは、敵の到とう来らいが予想外だった点、味方同士で連れん携けいが充じゆう分ぶんに取れなかった点、そして、単純な圧倒的戦力不足という三重苦で策どころじゃなかったけど……今なら、瑠奈君という強力なリーダー、ケイ卿のあの剣、聖杯の力を得た那雪君、そしてガラハッド卿という切り札ができた分、さっきよりはマシな戦いができそうだよ」

「ほう？　ようやく智ち将しようらしいところを見せてくれるか？　ディナダン卿」

　モルドレッド卿が、ふんと鼻を鳴らしてディナダン卿を流し見る。

「貴様は、そのくらいにしか役に立たんからな。精せい々ぜい気張って知ち恵えを絞しぼれ」

「ははは、手厳しいな。だけど、そうだね……そろそろ、僕も役に立たないとねぇ」

「──とまぁ、そういうわけでッ！」

　ばっ！　と瑠奈が両手を広げ、一同に号令をかける。

「これから、あのクッソ生意気なご先祖様をブン殴なぐるための円えん卓たく会かい議ぎを始めるわッ！」

　こうして。

　決戦の時間は着々と近づいてくるのであった──




　────。




　──それは、在りし日のこと。

「ったくもう！　ねぇ、どう思います、アコロン!?　あのエロ親父おやじ最悪でしょう!?」

「ははは、ガートルード卿の好色っぷりには困ったもんだ……」

「まったく、あの方、私の顔と身体からだしか見てないもの！　私そのものをちっとも見てくれてないの！　誰がそんな男に抱だかれてやるもんですか、バーカ！」

　キャメロットの庭園にて。

　二人の男女がガーデンテーブルを囲み、カップを傾かたむけ合っている。

　モルガンとアコロン卿だ。

「ったく……どいつもこいつも、魔ま女じよの私を恐おそれて忌いみ嫌きらうか、私の身体目当てに気持ち悪い愛あい想そ振ふりまいてキモウザく口説いてくるか、その二択たくですわ！　本当に、こっち側にはロクな男がいませんわね！」

「こっち側？　君の言うことはたまに意味分からん。まぁ、それはおいといて、君は黙だまっていれば美人だからな……それに前者の件は、君の普ふ段だんの素行が悪いせいだぞ？」

「う、う、うるさいです！　アコロンのくせに生意気ですよ!?　たかがアコロンごときが、この私に意見できると思っているんですか!?」

「俺を全否定か。やれやれ、すみませんね、お姫ひめ様さま」

　特に気分を害した様子もなく苦く笑しようして、紅茶を口に含むアコロン卿きよう。

「しっかし……そう考えると、貴方あなたってつくづく妙みような男ですね、アコロン」

　すると、モルガンがどこか不思議そうに、アコロン卿に問う。

「何が？」

「ほら……私と貴方が初めて、面と向かって会った時、私、貴方に猛もう烈れつなモーションかけたでしょう？」

「ああ……あれね」

「この私が本気で誘ゆう惑わくすれば、どんな男でも、大たい抵てい、ほいほい寝しん室しつまでついてくるものなんですよ？　なのに、貴方はちっとも靡なびかなかった。応こたえもせず、拒きよ否ひもせず、のらりくらりとかわして……貴方って、その若さでちょっと枯かれ過ぎてません？」

「……放ほうっておいてくれ」

「かと言って、他の小心者の連中みたいに、私を恐れも嫌いもせず、こうして話に付き合ってくれますし……しかも、まったく下心なしで。貴方って本当に変な人ですわ」

「平へい凡ぼん、凡ぼん庸よう、影かげが薄うすい……散々言われ続けてきたけど、変人扱あつかいは初めてだなぁ。普ふ通つうであることが、俺の唯ゆい一いつのアイデンティティだったのになぁ」

「うるさいです、そんなの独自性でもなんでもないですから。大体、何の取り柄えもない、何の才能もない、凡人で凡ぼん夫ぷの貴方が、エリート揃ぞろいの円卓の中で個性を求めることが間ま違ちがってるんです。身の程ほどを知りなさいな」

　不ふ機き嫌げんそうに、モルガンが紅茶をくいっと干す。

「酷ひど過すぎる……俺、もう君のところに来るのやめようかな……」

「えっ!?　あっ！　そ、その、ええと！　じょ、冗じよう談だん！　冗談ですから！」

「どの辺が？」

「えーと、それはもちろん……、…………、…………？」

「せめてお世辞でもいいから、凡人の部分を否定してくれよ!?　泣くぞ!?」

　そんな、旧来の友人同士のような、他愛たわいもないやり取りを延々と続ける二人。

　少々、喧けん嘩かじみてはいるが、どこか穏おだやかな時間が流れていく……

「……ねぇ、アコロン。貴方って……本当にどうしてこんな私に、こう律りち儀ぎに付き合ってくれるのですか？」

　普段、悪わる巧だくみしか考えてないモルガンが頰ほお杖づえをつき、心底不思議そうに考え込みながら、アコロン卿へと問いかける。

「自分で言ってなんですけど、私って面めん倒どう臭くさい女でしょう？」

「ああ、とてつもなく面倒臭いよ、君は。我が儘ままだし、気まぐれだし、傲ごう慢まんだし、嫉しつ妬と深ぶかいし、癇かん癪しやく持もちだし……」

「うぐっ！　本来ならば、この私にそのような物言い、万ばん死しに値あたいしますが……まずは、質問に答えてくださいませんか？　なぜ？　貴方は私に関かかわってくれるのですか？」

「…………」

　すると、しばらくの間、アコロン卿は明後日あさつての方向を向いて沈ちん黙もくを保ち……

　やがて。

「……寂さびしそうだったからかな」

「え？」

「誰だれ彼かれ構わず誘惑して、悪巧みで周囲を引っかき回して、好き勝手やってる君だけど……凄く寂しそうだったからな。なんか、道みち端ばたに捨てられた子こ猫ねこみたいで……どうにも放って置けなかったんだよ」

「────ッ!?」

　途と端たん、まるで稲いな妻ずまに打たれたように、言葉を失うモルガン。

「あー、この話はやめやめ」

　そして、アコロン卿が気まずそうに恥はずかしそうに、頭かぶりを振ふる。

「とにかく、寂しくて誰だれかに構って欲しい時は、俺が構ってやるから。……だから、君も悪巧みで他人に迷めい惑わくかけんの、ちょっとは自重しろよ？　まったく……」

　と、そんな言葉に。

「──う、うるさいうるさいうるさいですわーーッ！　アコロンのくせに生意気なんですよーーッ！」

　モルガンは、まるで癇癪を起こした子供のように喚わめき散らす。

　その顔は、なぜか真っ赤に火ほ照てっていた。

　モルガンが、この何の取り柄も変へん哲てつもない凡人騎き士しアコロン卿を愛してしまった……自分が初めて本当の恋こいをしたのだと気付くのに、そう時間はかからなかった。




　割れ鍋なべに綴とじ蓋ぶたというべきか。あるいは、魚心あれば水心か。

　アコロン卿に恋したモルガンの世界は変わった。

　灰色だった世界が、色いろ鮮あざやかに変へん貌ぼうした。

　あれほどつまらなかった世界が美しく思え、楽しくて楽しくて仕方がなくなった。

　神をやめて、人間に生まれてきて良かったと、モルガンは本気で思っていた。

　次会える時はいつ？　次はいつ？　アコロン卿と会える日を、モルガンはいつも子供のように待ちわびていた。

　やれやれとお疲つかれ気味のアコロン卿を振り回して、輝かがやくような時間を過ごした。

（彼のために……なんでもしてあげたかった……）

　これほど、一人の人間を大切に思ったのは、この世界に誕生して初めてのことだった。

（この身も心も魂たましいも、神としての存在すらも、私の何もかもを、彼に捧ささげてもいいとすら思っていた……彼に求められれば、私は……）

　だが、アコロン卿はモルガンに何も求めなかった。

　彼はただ、いつもそっと、モルガンの傍そばに寄り添そうだけなのだ。

　誰もが忌み嫌い、あるいは欲望の対象としてしか見ない希代の魔女──モルガン。

　そんなモルガンに、アコロン卿は何を求めるでもなく、ただ黙って傍かたわらに立ち続けるだけだった。

（私が魔女としての力を振るえば、どんな富も、権力も、武ぶ勲くんも、名めい誉よも、彼にあげることができた……でも、彼は、私に何も望まない……）

　彼は普通だから。驚おどろくほど普通だから。普通ゆえに、富も権力も武勲も名誉も、興味がないのだ。どこまでも平凡な彼を騎き士したらしめているのは、偉い大だいなるアーサー王に対するささやかな忠誠心……ただそれだけの話。

　だが、それでも。

（私は、彼に愛を伝えたかった……彼のために何かをしてあげたかった……私にとって世界で一番素す敵てきな男が、私以外の者に平凡、凡人と揶や揄ゆされるのが我が慢まんできなかった……たとえ、彼が望まなくとも、私が彼に最高の栄えい誉よと地位を与あたえてあげたかった……

　だって、それくらいしか、私が彼に想おもいを伝える方法なんて、私を孤こ独どくと寂せき寥りようから救ってくれた彼に報むくいる方法なんて……思いつかなかったから……）

　だから、モルガンは──




　────。




「……珍めずらしいね、モルガン」

　不意に背中からかけられた声に、モルガンがふと我に返る。

「考え事かい？　まぁ、考え事というよりは、恋する初心うぶな乙女おとめが愛いとしい男を想って夢見るような雰ふん囲い気きだったがね」

「……うるさいですね。余計なお世話ですよ。九く条じよう先生」

　モルガンが振り返ると、そこには九条とランスロット卿がいた。

　そこは、黒キャメロット城の最上階──玉座の間。

　モルガンは、そこの窓まど枠わくから外の赤く燃え落ちる黄昏たそがれの光景をじっと眺ながめながら、過去の記き憶おくの中を彷徨さまよっていたのだ。

「……それよりも、状じよう況きようはどうなっていますの？」

「ああ、ワイルド・ハントの準備は滞とどこおりなく進んでいる。予定通り日が変わる真夜中、伝承通り、ワイルド・ハントを決行できるだろう」

「ふふ、ふふふ……そう……そうですか……」

　九条の言葉に、モルガンは満足そうに頷うなずいた。

「長かった……本当に長かったですわ……後、もう少しで……もう少しで……」

　常に冷れい酷こくな表情を崩くずさないモルガンが、不意にその表情を嬉うれしげに緩ゆるめる。

　と、その時、玉座の間の扉とびらが左右に開かれる。

　その扉の向こう側に現れたのは──

「やぁ、ただいま。姉さんモルガン……」

　穏やかながら、どこか昏くらい笑えみを浮うかべるアーサー王と。

「……ふん」

「ひかえよろぉおおおう！　王の帰き還かんなりぃいいいいいーーッ！」

　その左右に控ひかえるベイリン卿とペリノア王であった。

「アーサー……ッ！」

　途端、憎にく々にくしげにアーサーを睨にらみ付けるモルガン。

「おやおや、姉さん……なんだか随ずい分ぶんとご機き嫌げん斜ななめだね」

「どの口が言うのですか……ッ!?」

「……はぁ、そんなに僕が憎にくいのかい？　アコロン卿のことについては、姉さんの自じ業ごう自得もあったでしょう？」

「……くっ……そんなのわかっていますわッ！　それでも、私は貴方を……ッ！」

「まぁ、僕と姉さんの間には、お互たがい色々と含ふくむものがあると思うけど……今は、水に流そうよ。同じ目的のために動く同志じゃないか」

　そんなアーサー王の指し摘てきに、モルガンが押し黙だまる。

「僕はワイルド・ハントによって、《意識の帳とばり》を破は壊かいし、《人理の崩壊カタストロフイ》を引き起こす。現実界と幻げん想そう界の境界をこの世界から消し去り、人の世を滅ほろぼす。僕はバロールの眷けん属ぞくたる魔ま王おうとして、この世界を統治し、そして姉さんは……」

「……うるさい、それ以上言わずともわかっています！　役目は果たしますわ！　そのために今まで動いてきたのですし、そういう契けい約やくだったのですから！　この人工島の《意識の帳》に無数の傷を作り、術式に介かい入にゆうして、ワイルド・ハントに必要な妖よう魔まと起点となる黒キャメロットの召しよう喚かん魔法儀ぎ式しきまで行いました！　予定違いが起きて、マーリンによる新しいアーサーの殺害までにはまだ至っていませんけど……」

　そう憎々しげに言い捨てて、モルガンはそっぽを向くが。

「ああ、気にしないで。時に、神の思おも惑わくや運命をも超こえてみせるのが人間だからさ。限られた条件で、僕らはなすべきことをなす……それだけさ」

　アーサー王は満足そうに微笑ほほえむのであった。

「九条蒼そう馬ま……グローリア卿きようだったかな？　僕らとの同盟ありがとう。お互い望みを果たせるよう、よろしく頼たのむよ」

「ああ、こちらこそよろしく……〝過去の王にて未来の王〟アーサー……この現代に正しくその二つ名を蘇よみがえらせた、真の英えい雄ゆうよ」

　九条が冷れい笑しようし、アーサーに堂々と応じる。

「それにしても、ランスロット卿……また、君にこうして会えて嬉しいよ」

　そして、アーサー王は九条の隣となりに佇たたずむランスロット卿へと、言葉をかける。

「……私もです。王よ」

　常に険しい表情を崩さないランスロット卿も、この時だけは感かん慨がい深ぶかげに言った。

「だが、恐おそれながら王よ。今世の私の主君は、九条殿どの只ただ一人。私は九条殿以外の王に傅かしずくわけにはいきませぬ。そればかりはどうかご容よう赦しやを」

「いいんだよ……君とこうして再び同じ陣じん営えいで戦える……それだけで満足さ」

　と、そんな風にアーサー王とランスロット卿が語らっていた、その時だった。

「ぬぅううう、王よ！　貴き殿でんはまさか、本当にこのような奴やつ儕ばらを、吾われ等らが偉大なる王が率いるワイルド・ハントの末席に加えるのですかなぁあああっ!?」

　ペリノア王が大だい音おん声じようで異議を入れる。

「そもそも、そこのランスロット卿は……王に対する反逆者だ。そのような輩やからを王の狩しゆ猟りよう団だんに加えるのは、たとえ王の意向といえども反対する」

　ベイリン卿も低い声で言い捨て、獣けもののような眼光でランスロット卿を睨み付ける。

「失礼ながらっ！　彼奴きやつらに吾等と対等に肩かたを並べるだけの実力があるのかっ!?」

「円えん卓たく最強？　ふん……いくら最強の肩かた書がきを持とうとも、それは戦争の終わった温ぬるい時代の話だ。その肩書がどれほどの信しん憑ぴよう性せいを持つかは疑わしい」

　ペリノア王とベイリン卿が、口々にそう言い捨てると。

「……ならば、試ためしてみるがいい」

　ぼそりと零こぼれた、そんなランスロット卿の言葉を引き金に。

　その刹せつ那な、ベイリン卿の姿が、ぷん、と消えていた。

　──否いな、稲いな妻ずまのような速度でランスロット卿へ距きよ離りを詰つめ、斬きりかかったのだ。

　ぎぃいいいいいんっ！

　あまりの踏ふみ込こみの速度に発生した衝撃波ソニツクブームが、四方の壁かべを見るも無む惨ざんに破壊して吹ふき飛ばし、盛せい大だいな金属音が一同の耳を穿うがつ。

　どかっ！　次の瞬しゆん間かん、天てん井じように一本の剣けんが突つき立ち、剣を振ふり抜ぬいた格好のランスロット卿とベイリン卿が、背中合わせに佇んでいた。

「……ほう？　やるな」

　ベイリン卿が獰どう猛もうで好戦的な笑みを浮かべる。

「まさか俺の剣を一本弾はじき飛ばすとは……その最強の名、どうやらその看板に噓うそ偽いつわりはないらしい。素す晴ばらしい技わざだ。俺達の時代にはない剣だ」

　双そう剣けんの騎士ベイリン卿……天井につき立った剣は、彼の左手の剣だったのだ。

「……いや、こちらこそ感服した。流石さすがだ、双剣の騎士。初期円卓最強の一角」

　もういいだろう、とランスロット卿が剣を鞘さやに収める。

「聞きしに勝まさる神速。今、貴公が手加減してくれねば、どうなっていたことか」

「吐ぬかせ。貴様もまだ、本気の片へん鱗りんすら出してはいまい？」

「……どうだかな。仮にそうだとして、貴公の本気の速度についていけるかどうか」

「食えない男よ。貴様とは一度、本気で殺し合ってみたいものだ」

　そんなことを言って、互いを称たたえ合う二人の騎士に。

「ぬぅううううう!?　貴殿らは、すぐ技だ、スピードだと小こ賢ざかしい！　パワーこそ力であり真の強さよ！　貴殿らはもっと筋肉をつけるべきだっ！」

　ペリノア王がそんな二人の騎士の超ちよう絶ぜつ的な一合にまったく動じず、そんな評論を下す。

　そんな様子をニコニコと見守っていたアーサー王が言った。

「どうやら、結論は出たようだね。いやぁ、君達のような頼もしい同どう輩はいを、このワイルド・ハントに迎むかえることができて、僕は嬉しいよ」

　そして、改めて、一同を振り返って、告げる。

「さぁ、皆みな……動くよ。今宵こよい、人の世界は終わる。僕が築き上げた人の世界を、僕の手で終わらせるんだ……」

　こうして。

　今、全すべてが動き出し、人類滅めつ亡ぼうへのカウント・ダウンが始まるのであった。

　全ては、日が変わる真夜中。

　その時、全てが終わる──








第三章　決戦開始









　ログレス邸ていを発たった瑠る奈な達一行は、黒キャメロット城が聳そびえ立つこの人工島の中央──アヴァロニア第一エリアへと進軍した。

　第一エリアはいわゆる都市中ちゆう枢すうであり、都市全体の司法・行政を統とう括かつする機関が集約されている。公立大病院などもここの区画に存在する。

　隙すき間まなく高層ビルが建ち並ぶオフィス街の第二エリアとは異なり、疎まばらな高層ビルやマンション、車線が多く幅はばの広い交通道路、豊富な街路樹や公園……欧おう州しゆう風デザインの街と自然が融ゆう合ごうした、もっとも洗練された近未来型都市区画だ。

　だが、今はそんな都市も、島中に発生する妖魔が集まり我が物顔で跋ばつ扈こする、魑ち魅み魍もう魎りようの地じ獄ごく絵え図ず──魔都と化していた。

　この一帯から避ひ難なんし遅おくれた人々は、表通りを隊たい伍ごを組んで徘はい徊かいする妖魔達を恐れ、部屋の中でひっそりと息を潜ひそめて隠かくれているしかない。この悪夢のような現実を受け入れ、為なす術すべなく怯おびえて震ふるえるしかなかった──




「ったく、酷ひどい有り様ね……」

　第一エリアの端はし──人工河川が第二エリアと隔へだてる、人工島ニューアヴァロン最大の跳ちよう開かい橋きようカーリオン大橋にて。

　長さ２４５メートルの橋の左右に二つ存在する、高さ60メートルのゴシック様式の主しゆ塔とう間にかかる上部橋の上から、瑠奈は第一エリアの様子を遠く見み据すえながらぼやいた。

「昔さぁ、何かヤバいウイルスが外に漏もれちゃって、町中がゾンビだらけになるゲームがあったじゃん？　なんつーか、そんな感じよね……ゾンビじゃないけど」

「はぁ……瑠奈。貴女あなたはこんな時まで緊きん張ちよう感ありませんね……」

　呆あきれたように返すケイ卿をスルーし、瑠奈はさらに遠くを見据える。

　やはり、眼前の光景で一番目につくのは、その存在を圧あつ倒とう的に主張する、黒キャメロット城の存在だろう。

　伝令メツセンジヤー妖精・ピクシーを飛ばして調べたところ、あの城は《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》達が拠きよ点てんとしていたアヴァロニア市庁舎を吞のみ込むような形で出現していた。

　そして、あの市庁舎は拠点であると同時に、継けい承しよう戦の霊れい的てきな儀ぎ式しき基点でもあった。

　要するに結局、アーサー王継承戦は最初から悪意ある第三者の介入を受けて、本来の意味とはまるで違う方向性にねじ曲げられていた、壮そう大だいな茶番劇だったのだろう。

　まぁ、今となってはどうでもいいことだが。

「もう覚かく悟ごは決めたとはいえ……改めて頭が痛くなってきますわ」

　瑠奈の隣に立つフェリシアが、溜ため息交じりに言う。

「一応、手段はあるとはいえ、あのバカげた数の妖魔達が跋扈する中を突とつ破ぱして、あの城へ辿たどり着き、アーサー王と戦うなんて……狂きよう気きの沙さ汰たですわ」

「そうですね、我が王。せめて、凜りん太た朗ろうがいてくれれば……な」

　フェリシアの言葉に、ガウェイン卿も疲つかれたように応じる。

「ねぇ、瑠奈さん……その……凜太朗君は大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　そして、那な雪ゆきが不安げに聞いてくる。

「聖せい杯はい探たん索さくの最後で、凜太朗君が私達を逃にがすために残って戦った相手は、魔ま王おうバロール……マーリンという存在の生みの親。分霊とはいえ、その力は相当なもの……」

「…………」

「凜太朗君のことを信じてないわけじゃないけど……いくらなんでも、相手も、戦う場所も悪すぎる……敵はとにかく強大で……場所も限りなく異界の奥深いバロールの領地……私、不安だよ……もし、凜太朗君が……」

　と、その時だった。

　瑠奈がくるっと那雪を振り返って、にっこりと太陽のように笑ったのだ。

「大丈夫よ！　凜太朗は大丈夫！」

　そう自信満々に言って、瑠奈は自分の首に下がっている、サンザシのケルト十字を摑つかんで、それを見せた。

「あいつは必ず私のもとに帰ってくる。なんとなくだけど……私にはわかるの」

「！」

「でも、いつ戻もどってくるかまでは、わからないわ。一ヶ月後か一年後か……あるいは、もっともっと遠い先の未来か。でも、あいつは必ず戻ってくるわ。その時、胸を張ってあいつを迎えられるように、今は、為すべきことを為さないとね！　王として！」

　すると、那雪がそんな瑠奈を前に目を瞬しばたたかせ……やがて、穏おだやかに、それでいて羨うらやましそうに言った。

「ふふっ、やっぱり、瑠奈さんには敵かなわないな……」

「ん？　何が？」

「えへへ、内ない緒しよだよ」

　きょとんとする瑠奈に、那雪は朗ほがらかに笑うのであった。

「それにしても、瑠奈先せん輩ぱい……ええと、大丈夫なんですか？」

　そんな瑠奈へ、今度はエマが不安げに問う。

「何が？」

「何がって……エクスカリバーですよ、エクスカリバー」

　エマが瑠奈の腰こしに下がっているエクスカリバーを見やる。

「先輩のエクスカリバー……アーサー王に折られちゃったじゃないですか」

「ああ、これね？」

　瑠奈が鞘からエクスカリバーを抜き、眼前に掲かかげる。

　やはり、瑠奈のエクスカリバーは折れて半分になっている。

「うーん、確かにリーチが半分になっちゃったからね……近接戦はちょっと不利かも」

「いえ、そうじゃなくて……エクスカリバーは、その……」

　エマの危き惧ぐしていることは、瑠奈もすぐにわかった。

　エクスカリバーは王の在り方を反映する剣、己おのれの心を映す鏡だ。折れるということは、心が敗北を認めたということ。それ即すなわち、《王キング》としての資格を失うということだ。

　かつて、エマはそれで《王キング》としての資格を喪そう失しつしたのだから。

「でも、先輩はその……どうやら《王キング》としての資格は失ってないみたいですし……」

「そういえば、そうね。もし私が《王キング》じゃなくなっていたら、ケイ卿きようもガラハッド卿も消えちゃうはずだし……正直、さっぱりだわ。なんで？」

「わ、私に聞かれても……」

　と、その時、ガラハッド卿が、どこか愉ゆ快かいそうに言った。

「あはは、瑠奈。君はそんなところも、アーサー王にそっくりだね」

「私が？」

「うん。アーサー王もかつて一本目のエクスカリバー……選定の王剣を、当時、敵だったペリノア王に折られたんだ。でもアーサー王にとって、きっと剣は重要じゃなかったんだね。たとえ無様でも生き伸のびて、次の戦いに繫つなぐことこそが彼の勝利だったんだ」

「…………」

「そして、実際、アーサー王はそれゆえに最強の剣けん……二本目のエクスカリバー〝切り裂く鋼はがね〟を得た」

「ふーん？　ま、別にそれはどうでもいいけど」

　瑠奈は改めて、半分になった自分の剣を見やる。

「まぁ、正直、改めてショックだわ。ずっと、この子と一いつ緒しよに戦ってきたわけだし……おまけに、流石さすがにもう真銘宣言ロイヤル・ロードできる力はなさそうだしね……」

　そう、それが最大の痛手だった。

　色々と厄やつ介かいで複雑な前提条件が必要だが、全《王キング》中、最大最強火力の一いち撃げきを放てる瑠奈の真銘宣言ロイヤル・ロード【支え合う絆の鋼エクスカリバー】は……刀身が折れたことによって、その力を失った。

　あのような強敵達が、あんな大おお技わざをそうやすやすと撃うたせてくれるはずもないが……いざという時の切り札が使えないのは非常に痛い。

「ま、なんとかなるでしょ」

　そう楽観し、瑠奈は剣を鞘さやへと収める。

「私のことより貴女よ、エマ。貴女こそ本当に大丈夫なわけ？　その剣で戦えるの？」

　そして、改めてエマを振ふり返る。

　エマの手には、なんと、アーサー王とまったく同じエクスカリバーが握にぎられていた。

　これこそ、久く遠おん寺じ七なな美みの真銘宣言ロイヤル・ロード【返奉するエクス最期の鋼カリバー】だ。

　これは、カムランの丘おかにて、モルドレッド卿の一撃によって致ち命めい傷しようを負ったアーサー王が、己の最さい期ごを悟さとり、自身のエクスカリバーを配下のベディヴィア卿へと託たくし、湖へ沈しずめさせて返上したエピソードが剣となった真銘宣言ロイヤル・ロードだ。

　この真銘宣言ロイヤル・ロードを発動すると、久遠寺七美は、湖の畔ほとりの異界に転移し眠ねむりにつく。

　その代わり、自分以外の誰だれかに、アーサー王の【切り裂く鋼エクスカリバー】を託すことができるのだ。

　無論、弱点はある。もし、託した【切り裂く鋼エクスカリバー】が三度使用されれば剣は消失し、久遠寺七美は現実へと帰き還かんし、その無防備な姿を敵前に晒さらす羽目になる。

　まるで、ベディヴィア卿がエクスカリバーを湖に沈めるのを惜おしみ、返へん還かんしたと二度、アーサー王に噓うそを吐つき、三度目でようやく返還した逸いつ話わを反映するかのように。

　こちら側の事情も何も知らず、ただただ不幸な巡めぐり合わせで、このアーサー王継承戦に巻き込まれてしまったらしい、幼く無力な少女、久遠寺七美。

　彼女が今まで生き延びてこれたのは、この真銘宣言ロイヤル・ロードで異界へ避難し、彼女の《騎士ジヤツク》であるパーシヴァル卿に剣を託し、ひたすら逃げの一手を打ち続けてきたからだ。

「はっきり言って、猫ねこの手も借りたい状じよう況きようよ。七美ちゃんがエマに【切り裂く鋼エクスカリバー】を託すことで、エマが一応、戦力復帰したのは、すごくデカいと思う」

　エクスカリバーは所持しているだけで、圧倒的な身体能力強化が得られる。元々非常に高いレベルの剣けん技ぎを持つエマならば、これだけで充じゆう分ぶんに戦える。

「でも、切り札たる真銘宣言ロイヤル・ロードができるのは、たった三回……ううん、七美ちゃんを危険な戦場に放ほうり出すわけにはいかないから事実上、二回よ。もし、それを超こえたら……」

「いいんですよ。それが七美の……彼女の覚悟です」

　すると、七美の《騎士ジヤツク》、パーシヴァル卿がそう言った。

「逃げ続けているだけじゃ駄だ目めだ、せめて自分も何かできることをしなければ……七美は貴女の姿を見て、そう思ったようですよ、瑠奈」

「私も、この瀬せ戸と際ぎわの戦いに際し、小さな勇気を出してくれた七美ちゃんの想いに、全力で応えたいと思います。彼女は、絶対に私が護って見せます」

　エマにもそこまで言われたら、もう言うことはない。

「……そう。ならいいわ。エマも七美ちゃんも、私に力を貸してちょうだいね！」

　瑠奈は、そんなそれぞれの覚悟を受け止め、穏やかに微笑ほほえんで頷うなずいた。

「ったく、何よ……何で貴女が仕切っているのよ、瑠奈＝アルトゥール……ッ！」

　そんな瑠奈へ、ミーシャがどこか不満げに不平を漏もらす。

「これじゃまるで、貴女が私達のトップみたいじゃない……ッ!?」

「トップみたい、じゃなくて、実際にトップなのよ！」

　ふふん、と憎にくたらしいどや顔で、瑠奈がミーシャへ指を突つきつける。

「いやぁ、ごめんねぇ？　ミーシャ。私の王としての圧倒的流石なカリスマオーラが、抑おさえきれないほどダダ漏れで、貴女の影かげが薄うすくなっちゃってさぁ？　やっぱ、人の上に立つべき選ばれた者は、自然と周囲から持ち上げられてしまうっていうかさぁ？　黙だまってても中心に来ちゃうっていうかさぁ？　いやぁー、貴女の不幸は、この超ちよう絶ぜつ的にビッグな器うつわたる私と同じ時代に生まれちゃったことだわー……可哀かわい想そうに！」

「お、覚えていなさいよ……ッ！　この戦いが終わったら、貴女だけは、私がこの手で叩たたきのめしてあげるから……ッ！　どっちが上か白黒つけてやるッ！」

「いいでしょう。王へ挑ちよう戦せんすることを許す」

「だから、それをやめろと言ってるのよぉおおおおーーッ!?」

　そんな瑠奈とミーシャの喧けん嘩かじみたやりとりを、ミーシャの《騎士ジヤツク》パロミデス卿は、やれやれと苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめて見守って。

「さて、瑠奈。時間も無い。そろそろ、動こう」

「そうね」

　そして、パロミデス卿の促うながしに、瑠奈が頷いた。

「……ガラハッド卿」

「はいはーい」

　瑠奈に呼ばれ、ガラハッド卿がふわりと跳ちよう躍やく。

　橋の第一エリア側の主しゆ塔とうの天辺へと降り立った。

　眼下に広がるは、魑ち魅み魍もう魎りようが大量に跋ばつ扈こする、第一エリアの街並み。

　橋から、黒キャメロット城まで、一本のメイン・ストリートが一直線に繫いでいる。
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　直線距きよ離りにしてはそう遠くないが、そこに蠢うごめく妖よう魔まの津つ波なみを突とつ破ぱせねばならないことを考えれば、それは最も早はや、無限にも等しい距離だ。

「…………」

　だが、ガラハッド卿はそっと槍やりを抜ぬいた。

　伝説時代、彼女が聖せい杯はい探たん索さくの道中で入手した聖遺物──【ロンギヌスの槍】を。

　かつて、ベイリン卿が〝嘆なげきの一撃〟によって国を一つ滅ほろぼした槍であり、さらには聖人イエス＝キリストの脇わき腹ばらを刺さした槍であり、さらに源流を遡さかのぼれば、エリン四至宝、魔ま王おうバロールと戦った光の神ルーの槍──《聖槍》そのものでもある。

《聖槍》そのものは、ガラハッド卿の死後、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクによって回収され、アーサー王の愛槍となったが、ガラハッド卿が《聖槍》の力を〝真に〟自分のものにし、振るったという逸話や伝承に変わりはない。

　アーサー王ですら【ロンの槍】として力を拘こう束そく封ふう印いんし、その〝偽いつわり〟の力しか発揮できなかった【ロンギヌスの槍】を、彼女だけが真に振るえたのだ。

　ゆえに──とうに概がい念ねん存在と化したガラハッド卿は、その力を行使可能。

　聖せい邪じやを滅ぼす最強の聖遺物──【真・ロンギヌスの槍】として。

「主よ、憐あわれみたまえ。キリストよ、憐れみたまえ。主よ、憐れみたまえ」

　ガラハッド卿が槍を掲げ、祈いのりを捧ささげ始める。

「主よ、汝なんじが威い光こうを遣つかわしたまえ。永遠の安息を彼かの者らに与あたえ、その絶えざる光を以もつて照らしたまえ。彼らが主の聖せい寵ちようの助けに依よりて、刑けい罰ばつの宣告を免まぬかれ、悠ゆう久きゆうの光明の幸福を享きよう受じゆするに至らんことを心より願いて──」

　それは死者に捧ぐ葬そう送そう句だ。

　その葬送句に応じ、その槍に真しん紅くの光が降り注いでいく。

　その赤光は、明らかに不ふ穏おんな力であった。何か恐おそろしいことがこれから起きる予感に、ガラハッド卿を見守る誰もが背筋に薄ら寒いものを覚える。

　そうしている間にも、ガラハッド卿の葬送句は続き……槍に集まってくる真紅の光はより強く、その輝かがやきを増していく。

　世界が──闇やみすら燃やし尽つくして真っ赤に焼け落ちていく。

　そして──

「主よ、彼らに安息を与えたまえ──【嘆きの一撃ロンギヌス・シン】──エイメン！」

　最後の聖句と共に、ガラハッド卿が掲かかげる槍を振り下ろした。

　その瞬しゆん間かんだった。

　天空より凄すさまじい真紅の稲いな妻ずまが発生し、天と地を繫いで切り裂いたのだ。

　その有り様はまるで、天てん地ち開かい闢びやくの時か。

　この都市に訪おとずれかけていた夜の帳とばりを完全に吹ふき飛ばして焼き払はらう、巨きよ大だいかつ圧あつ倒とう的な真紅の稲妻がメイン・ストリートを突き進んでいく。

　巨大な真紅の稲妻は、妖魔で溢あふれ返るメイン・ストリートを、まるで津波のように舐なめ走り、そこに溢れる妖魔達を片かた端はしから、跡あと形かたもなく蒸発させていく。

　唐とう突とつな出来事によって、大混乱に陥おちいる妖魔達……

「す、凄すごい……」

　その様子を見守っていた瑠奈達の誰もが、驚きよう愕がくに目を見開き、啞あ然ぜんとするしかない。

　そして、そんな一同が見守る中、稲妻は黒キャメロット城の正面城門まで届き……

　まるでモーセの奇き跡せきのように、妖魔という大海が二つに割れ、橋から城まで繫ぐ道が出来上がるのであった──

「ま、こんなものかな？」

　ガラハッド卿きようが、こともなげに槍を肩に担かつぎ、瑠奈達を振り返る。

「流石に、あの城には効かないみたいだけど、これでしばらくメイン・ストリートはがら空きだよ。さぁ、皆みな、今のうちに……って。どうしたの、瑠奈？　変な顔して」

「いや、話は事前に聞いてたけど……正直、どん引きだわ」

　瑠奈がジト目で、ガラハッド卿を見ている。

「前々から思ってたけどさぁ……貴女あなたってなんかズルくない？　一体、どこの中二ラノベの主人公よ？　チートにも程ほどがあるでしょ」

「ひ、酷ひどいなぁ……せっかく頑がん張ばったのに……」

「まったく……貴女達、そんな無む駄だ話してる場合じゃありませんわ！」

　温ぬるいやり取りをしてる瑠奈とガラハッド卿を、フェリシアが𠮟しつ責せきする。

「今こそ、あの城に攻せめ込むチャンスですわ！」

「ああ、今は消し飛ばした妖魔達も、時間が経過すれば再び集まってくる。今の内に、一気に駆かけ抜けよう！」

　フェリシアの言葉に、ガウェイン卿が応じる。

「さて、問題はここから先だ。お前の読み通りになればいいのだがな、ディナダン卿」

「こればっかりは、外さないよう祈っててもらうしかないね」

　そして、モルドレッド卿の嚙かみ付きに、ディナダン卿が肩を竦めて応じる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、モルドレッド卿！　こういう胡う散さん臭くさい系の味方策士はこういう時、策を外さないものよ！　ゲームとか漫まん画がではね！」

　瑠奈が、そんなことを堂々言って、ディナダン卿を苦く笑しようさせる。

「ようし！　そういうわけで、皆、覚かく悟ごはいい!?」

　気を取り直して、瑠奈が剣けんを抜く。

　剣は半分に折れてはいても、その背や佇たたずまいに、頼たよりなさなど微み塵じんも感じさせない。

　そして、瑠奈は叫さけんだ。

「世界を救うために！　皆、出しゆつ陣じんよ！　私に続けぇ──ッ！」

　一同が、それに力強く応じて。

　一いつ斉せいに全員が、橋の主塔から眼下のメイン・ストリートへと向かって飛び出していくのであった──




「なんとぉおおおおおおおおおおーーッ!?」

　ボロボロになった玉座の間に、ペリノア王の大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。

　その声の衝しよう撃げきだけで、さらに玉座の間が破は壊かいされ、崩くずれていく。

「ぬぅううう!?　まさか、あのような攻こう撃げき手段があったとはっ!?　あれは一体、なんなのだぁああああーーッ!?」

　その玉座の間では、モルガンの魔法によって外の光景が光の窓の形で投射されており、外の様子を一望できる。

　当然、たった今起きた天変地異のような一撃も、その場の一同、把は握あくしていた。

「ふん……嘆きの一撃か……あの槍を完全に使いこなせる者が居たとは」

　その光景を眺ながめていたベイリン卿が、忌いま々いましげに鼻を鳴らす。

　そして、先の一撃で全すべてを察したアーサー王も、どこか愉しげに笑えみを浮うかべる。

「ああ、やっぱり来るんだね。瑠奈＝アルトゥール」

「やはり、とは？　王よ」

「眼め……かな？」

　ベイリン卿の問いに、アーサー王は先刻の瑠奈の姿を思い浮かべながら答えた。

「僕は彼女のエクスカリバーを折った。あの瞬間、僕と彼女の勝負はつき、王としての格付けは終しゆう了りようした。でもね……あの時、瑠奈の眼は、少しもその輝きを失っていなかったんだよ。むしろ越こえるべき壁かべを前に、より一層、その輝きを強めるようだった」

「やや、そうであったか!?　うむ、敵ながら良き心意気ッ！　やはり血けつ縁えんと言うベきか、かつての貴き殿でんにそっくりですなぁ、アーサー王ッ！　ぐぁっはははははははーーッ！」

　何が楽しいのか大笑いを上げるペリノア王。

「感かん慨がいに浸ひたっている場合ではないぞ、ペリノア王よ」

　ベイリン卿が極きわめて冷静に返し、アーサー王へと向き直る。

「アーサー王よ。この城まで道ができた以上、あの下げ郎ろうの奴やつ原ばら共がこの城へ乗り込んでくるのは時間の問題です。……いかがいたしましょう？」

「ふむ……」

　嘆きの一撃で燃え上がる外の光景を眺めながら、アーサー王が考え込む。

「城外へ打って出ましょうか？　それとも城内で迎むかえうちましょうか？　いかなる采さい配はいにも、俺は従います。罪深き俺は、ただ貴方あなた様の一ひと振ふりの剣に過ぎないゆえに」

　すると、アーサー王がすっと立ち上がり、告げた。

「打って出よう。ベイリン卿、ペリノア王、頼たのめるかな？」

「御ぎよ意い御意御意ぃいいいいいいーーッ！　がはは、戦いくさじゃあああああーーッ！」

「……はっ。全ては王の仰おおせのままに」

　ペリノア王が豪ごう快かいに応じ、ベイリン卿が恭うやうやしく跪ひざまずく。

「この黒キャメロット城は、ワイルド・ハントの拠きよ点てんであり制御術式だ。予あらかじめ魔法的に強固に構えた外部はともかく、内部を戦いの余波であまり乱されても困るからね……この城へ迎え入れる敵は最小限に抑おさえたい」

　そして、アーサー王は、九く条じようとランスロット卿にも言った。

「君達は……手て筈はず通り頼めるかな？」

「ええ、もちろんだよ、アーサー王」

「我が今世の主君が、それを受けるのであれば」

「ありがとう。期待しているよ、君達の働きにもね」

　そして、最後に。

「姉さん。モルガン姉さん」

「……何ですか？」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな態度で、モルガンがアーサー王に応じる。

「姉さんは僕と一いつ緒しよに、この玉座の間で待機だ。いいね？」

「……ええ、わかりましたわ。というより、この城に何かあった場合、対処できるのは私しかいませんし」

　不承不承といった体ていで、了承するモルガンであった。

「さて、世界が滅ぶか否いなか……勝利を摑つかむのは、過去の王ぼくか、未来の王瑠奈か……ここが正念場というやつさ。……出陣！」

　アーサー王の号令に応じて。

　彼の配下の無む双そうの騎き士し達が一斉に動き始める。

　ここに、アーサー王継けい承しよう戦、最終決戦が始まるのであった──




「どけどけどけぇえええーーッ！」

　瑠奈を先頭に、一行が走る、走る、駆ける。

　瑠奈達一行を護まもるのは、ケイ卿の【炎の剣ラハトヘレヴ】の焰ほのお。闇を焼き払う聖なる炎が津つ波なみのように先行し、嘆なげきの一撃によって開かれた道を照らす。

　炎によって護られた道を、瑠奈達は脇わき目めも振らず駆け抜ぬける。

　近きん隣りんを徘はい徊かいする妖よう魔ま達はその炎を心底畏い怖ふし、決して近寄ろうとしない。

　道を区切る炎ほのお越ごしに、疾しつ駆くする瑠奈を恨うらめしそうに眺めるだけだ。

　だが、たまに、この聖なる炎の道にも怯ひるまず、瑠奈達の前に立ちはだかり、襲おそいかかってくる妖魔もいる。

『ガァアアアアアアアアアアーーッ！』

　たとえば今、空から瑠奈達目め掛がけて舞まい降りてきた、飛竜ワイバーン──

『ォオオオオオオオオオオオオオオンーーッ！』

　たとえば今、右手のビルとビルの間から姿を現した、一つ目の巨人サイクロプス──

『…………』

　たとえば今、左手の路地から戦車を駆って現れた、首無しのデユラ甲冑騎士ハン──

　そんな強大な力を持つ妖魔達が、瑠奈達を圧殺せんと三方向から一気に迫せまってくる。

　だが──

「うぉおおおおおおっ！　どけぇえええええええええーーッ！」

「はぁあああああーーッ！」

　空高く跳ちよう躍やくしたガウェイン卿の剛ごう剣けんが飛竜ワイバーンの翼つばさを切断し、フェリシアがすかさずその眉み間けんへ刺し突とつを撃うち込み──

「──真銘宣言ロイヤル・ロード【根絶やす死の鋼エクスカリバー】ッ！」

「ち──ッ！」

　モルドレッド卿が降らせる短剣の雨あめ霰あられと、ミーシャが乱射する突撃銃エクスカリバーの弾だん幕まくが、見上げるほど巨大な一つ目の巨人サイクロプスを針はり串くし刺ざしの刑けいにして、足止めし──

「──ふっ！」

　ビルの壁を駆け上ったパロミデス卿が華か麗れいに跳とんで、刀の一いつ閃せんで巨人の首を刎はね──

「ええと……君、邪じや魔ま」

　ぶうんっ！　ガラハッド卿が無造作に振った剣が、特大ホームラン。

　首無しのデユラ甲冑騎士ハンが、お空のお星様となった。

「ふふ、見事な槍やり働きではないか、我が臣下達は。褒ほめて遣つかわすわ」

　そんな様子を、走る速度を落とさず見守っていた瑠奈が、得意げに言う。

　向こうで、ミーシャが「誰だれが臣下よ!?」と憤いきどおっているのは完全にスルーだ。

「やっぱり……伝説時代を生きた人や、それに縁えんがある人って強いんですね」

　エマが感服半分、呆あきれ半分に言った。

「今の妖魔達って、一つの物語のラスボスを張れる大物ばかりじゃないですか」

「元々、人間という存在には、このくらいのポテンシャルがあったんだよ」

　空を飛んで戻もどってきたガラハッド卿きようが、にこやかに瑠奈に併へい走そうしてくる。

「でも、文明が発展して、人類全体としての力が向上すると共に、一人の人間ができるのはこの程度だっていう常識に縛しばられて、人間は個としての強さを……英えい雄ゆうを失ってしまったんだ。それが悪いことなのか、良いことなのかはわからないけど」

「それをさっ引いても、貴女は規格外のチートだけどね、ガラハッド卿」

　呆れたように半眼となる瑠奈であった。

「あはは、私は特別だから。私は日ひ頃ごろの行いが良い、完全無欠の聖人だから、神様がいっぱい味方してくれてねー」

「胡う散さん臭くさい……」

「しかし、瑠奈……炎の加護があるとはいえ……やっぱり、こんな妖魔の大群の中を突つっ切るというのは、流石さすがに肝きもが冷えますね」

　最も優すぐれた騎士の剣に選ばれても、やっぱりどこか小心者のケイ卿が、辺りをキョロキョロとしながら戦せん々せん恐きよう々きようとしている。

「なーに、弱気になっているのよ、ケイ卿。しっかりしてよ。ディナダン卿の読み通りなら、そろそろ……」

　──と、瑠奈が警告を発した、その時だ。

　どんっ！

　何者かが空から舞い降り、瑠奈達の前に唐とう突とつに現れたのだ。

　今まで、いかなる妖魔を前にしても疾駆を止めなかった瑠奈達が、ここで初めて足を止める。

　着地の衝撃で大量に舞い上がる粉ふん塵じんが、やがて晴れ──

　瑠奈達の前に姿を現したのは──

「やっぱり……ペリノア王！　ベイリン卿！」

　当然のように初期円えん卓たく最強の二柱であった。

「ここは通さぬ」

　その獅し子しの鬣たてがみのような髪かみを炎と風に嬲なぶらせながら、ベイリン卿が双そう剣けんを静かに構える。

「通りたくばぁああああーーッ!?　押し通れぇえええええええいッ！」

　ペリノア王が大剣を大地に突き立て、仁に王おう立だちで吠ほえる。

　二人の存在感が強大な壁となって、瑠奈達の魂たましいを圧殺する。

「……来たわね」

　この時、瑠奈は先ほどの円卓会議での、ディナダン卿の言葉の一部を思い出す──




　──黒キャメロット城は、ワイルド・ハントの儀ぎ式しき的拠点と聞いたよ。

　──さて、本来の戦術定石ならば籠ろう城じよう戦、もしくは城内に敵を引き込んでの分断・乱戦が筋だが……儀式的拠点でもある城の内部を、戦いで傷つけられたくはないはず。

　──ならば、お敵さんは必ず、打って出てくるはず。

　──そこに、つけいる隙すきがあるよ。




「……どうするの？　瑠奈さん」

　身構える那雪に、瑠奈が迷いなく返す。

「ワイルド・ハントは日が変わると共に起きる……それまでにアーサー王を倒たおさないと、ジ・エンド。つまり、もう時間がないわ！　ゆえに予定に変へん更こうなし！」

　そして、瑠奈は、ばっ！　と手を振りかざし、叫さけんだ。

「モルドレッド卿！　ディナダン卿！　エマ！　パーシヴァル卿！　前へ！　手筈通り、いきなさい！」

「ふん」

「……はぁ、やれやれ。だが、それでいいよ、瑠奈君」

　すると、ベイリン卿の前に、モルドレッド卿とディナダン卿が。

「わかりました！」

「ああ、任せてくれ！」

　ペリノア王の前に、エマとパーシヴァル卿が立った。

「……全員でかかって来ないのか？　……舐なめられたものだ」

　すると、ベイリン卿がいかにも不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめて、モルドレッド卿を睨にらみ付ける。

「しかも、このような王を裏切った者を、この俺に当てるとは……ッ！　俺に対する当てつけか？　この愚ぐ弄ろうは高くつくぞ……ッ！」

　その一方──

「ぉおおおおおおおおッ！　パーシヴァルよ！　我が息子むすこよぉおおおおおーーッ！」

　ペリノア王が、パーシヴァル卿を見て大歓かん喜きする。

「遠目にちらちらそーではないかと思っていたが、やはり貴様であったかぁっ!?　おうおう立派な騎士になったものよっ！　小生は嬉うれしいぞぉおおおおおおおーーッ！」

「……父上、お久しぶりです。申し訳ありませんが……」

「よい！　よいのだっ！　皆みなまで語らずとも良いッ！　己おのれが仕える主君のために命を絞しぼるが騎士の本ほん懐かい！　そこに親も子もぬぅあいッ！　騎士ならば、剣もちて戦場で語らうだけで全すべてが足りるのだッ！　さぁ、貴様の武技、小生に見せてみよぉおおおおッ！」

「……なんなんですか、この暑苦しい人は……？」

「……こういう人なんです」

　たじたじのエマに、パーシヴァル卿が溜ため息をついて肩かたを落としていた。

　そして、そんなペリノア王やエマ達の様子を前に、フェリシアは、どこか硬かたい表情をしているガウェイン卿へ、気き遣づかうように声をかけた。

「……ガウェイン卿」

「大だい丈じよう夫ぶです。わかっています、我が主よ」

　ガウェイン卿が静かに応じる。

「ペリノア王は、我が父ロットの仇かたき。……ですが、今は昔の話。ここは、彼らに任せましょう」

「というわけよ。アンタラ猪いのしし侍ざむらい共の相手は、この子達がするわ。私達はその隙に、先に進ませてもらうわ」

　そんなどや顔の瑠奈に。

「愚おろかな。彼ひ我がの絶対的な力の差を忘れたか？」

　ベイリン卿がさらに纏まとう圧を強める。

　びりびり、と瑠奈達の肌はだが、その圧の威いの前に痺しびれていく。

「そのようなザコ共、俺達の前に何の時間稼かせぎにもならんぞ？」

「ふうん？　そうかしら？　試ためしてみれば？」

「……己が無能の采さい配はい、後こう悔かいするなよ」

　そう言い捨てて。

　不意に、ベイリン卿とペリノア卿が、動いた。

「はぁああああああーーッ！」

　地走る稲いな妻ずま、ベイリン卿。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　荒あれ狂くるう暴ぼう嵐らんの突とつ進しん、ペリノア王。

　あまりに速く、強く、それゆえにどうしようもない問答無用の暴力達。

　それの前に、為なす術すべ無く、モルドレッド卿達がバラバラに砕くだけ散ろうかと思いきや──

　ぎぃいいいんっ！

「ぐぅううううううううううーーッ！」

「何っ!?」

　辛かろうじてモルドレッド卿の短剣が、ベイリン卿の雷らい速そく剣けんを受け流し──

「がぁあああああああーーッ！」

「なぁんとぉおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　パーシヴァル卿の槍が、ペリノア王の剣を、ぎりぎり頭上で受け止め──

「いいいいいやぁあああああああああああーーッ!?」

　ぎらり。

　エマのエクスカリバーの鋭するどい一いち撃げきが。

「あらよっとぉおおおう！」

　ディナダン卿の変則的な一撃が。

　ペリノア王、ベイリン卿をそれぞれ、すかさず襲おそう。

「ちっ！」

　当然、ベイリン卿は、ぷんっ！　と消える動きでその攻こう撃げきを避よけて。

「むううん!?」

　ペリノア王はエマの一撃をかわそうともせず、岩のごとき腹筋で受け止めるだけであったが──

「……あいや、これは意外や意外ぃッ！」

「何があった？　貴様ら」

　この一合に、ペリノア王やベイリン卿は、確実に戸と惑まどっていた。

「奇き妙みようだ。我等にとって、貴様らがとるに足らない腕うでであることに違ちがいはない。だが、動き、反応、一撃の鋭さ重さが先刻までとは別人……貴様ら一体、何をした？」

「何もしてないよ」

　そのベイリン卿の疑問に応じたのは、ガラハッド卿だ。

「彼らは肉体的にも技量的にも何も変わってない。強しいて言うなら、心の在り方が変わった……のかな？」

「心の在り方だと？」

「忘れたかい？　今のこの人工島ニューアヴァロンは、半ば異界化している。異界は、肉体的な強さよりも、精神的な強さが物を言う世界。さっきまでの皆は、想定外の事態やアーサー王のせいで動どう揺ようし、完全に精神的に敗北していた状態。

　でも、今は違うよ。世界を救う……皆、その覚かく悟ごと一念でこの戦場に立っている。精神的には先さき程ほどまでの皆とは別人さ」

「それを差し引いても、有り得ぬ」

　ベイリン卿きようが、解げせぬと眉の端はしを吊つり上げる。

「一度、精神的に屈くつした敗北主義者が、そう簡単に復活するなど……」

　と、その時、ベイリン卿は気付いた。

　今、自分が対たい峙じする反逆者共の中心。

　そこに、不敵な顔で威い風ふう堂どう々どうと立つ、一人の少女──瑠奈の存在に。

「あの女か……ッ!?　あの女が死人同然の人形共に命を吹ふき込んだというのか!?」

「器うつわだよ。真の王のね」

　ガラハッド卿がまるで自分のことを誇ほこるように言うのであった。

「しかし、本当に流石さすがだよ、瑠奈。君はこういうことも含ふくめて、この絶望的な戦いに活路を見み出いだしていたんだろう？　本当に凄すごい王だよ」

　と、ガラハッド卿が隣となりの瑠奈へ、掛かけ値なしの賞賛を送る。

「……凜太朗が、そう教えてくれたからね」

　ふと、瑠奈はその一いつ瞬しゆんだけ眼めを閉じ、愛いとしい臣下のことを物思う。

　そして、ベイリン卿達を見み据すえ、堂々と宣言する。

「人は負けを認めない限り、負けないわ。そして、この真の王たる私が認めた仲間達が、貴方あなた達みたいな過去の残ざん骸がいに負けるわけないッ！　私達を舐めるなッ！」

「ち──」

　そんな瑠奈の宣戦布告に、ベイリン卿が忌いま々いましげに舌打ちして。

「……ふ」

　ガラハッド卿は朗ほがらかに微笑ほほえんでいた。

「というわけで、後は任せたわよ!?　モルドレッド卿！　ディナダン卿！　エマ！　パーシヴァル卿！　勝ちなさい！　以上ッ！」

　そう言い残して。

　瑠奈、ケイ卿、那雪、フェリシア、ガウェイン卿、ミーシャ、パロミデス卿が、その場から城を目指して再び駆かけ出そうとする。

「させんっ！」

「そのお約束展開は卑ひ怯きようなりぃいいいいいいいいいいーーッ！」

　そんな瑠奈達をベイリン卿とペリノア王が、追撃しようとするが。

「貴様の相手はこの私だッ！　ベイリン卿──ッ！」

　モルドレッド卿が容よう赦しやなく降らせた、短剣の銀光驟しゆう雨う乱らん舞ぶが。

「この命にかけても──いかせませんっ！」

　エマの【切り裂く鋼エクスカリバー・レプリカ】の一撃が。

「ちぃいいいいいーーっ!?」

「ぬぉおおおおおおおおおおーーッ!?」

　ベイリン卿を跳とび下がらせ、ペリノア王を押し返す。

　そして、その隙すきに、そのラインを突とつ破ぱする瑠奈達……

「むぅうううううう!?　紛い物レプリカとはいえ、流石、我が王のエクスカリバーッ！　地味に痛いぞっ！」

「くっ……許さぬぞ、モルドレッド卿……ッ！　我が王を愚弄するそのエクスカリバーの存在など……ッ！」

　ことここに至り。

　ペリノア王もベイリン卿も、ようやく、今、自分が戦うべき相手を認にん識しきしたようだ。

　両者の間に、凄すさまじい闘気と殺気が高まっていく。

　そして、その最中、モルドレッド卿が隣に並ぶエマへ言葉をかける。

「行くぞ。私達が負ければ、瑠奈達は背後を突つかれる。ここは絶対に崩くずせない……死ぬなよ、エマ！」

「はい！　……とは言っても、私、貴女あなたに一度殺されかけてますけどね！」

「そ、それを、今言うか!?」

　かつてない死し闘とうの予感に、そんな軽口を叩たたき合いながら。

　モルドレッド卿、エマ、ディナダン卿、パーシヴァル卿が、それぞれ己おのれが戦うべき相手に向かって、突進を開始するのであった。




　駆ける。

　駆ける。

　駆け抜ぬける。

「……後、もう少しで城よッ！」

　ベイリン卿達を、モルドレッド卿達に任せた瑠奈達は、黒キャメロット城までの距きよ離りを一気に詰つめていた。

　見上げれば、最初は遠く小さかった城しろ影かげが、今は見上げる程ほど大きくなっている。

「いけます！　妖よう魔ま達の追撃もありません……このままいけば──ッ！」

「ちょっと、ケイ卿、それフラグだからっ!?」

　と瑠奈が慌あわてて、警告したその時だ。

　ずしん、ずしん、ずしん……

　遠くから近付いてくる地鳴り、何者かの強大な気配。

　そして──

　どがぁああああああああああんっ！

　大だい音おん響きよう。道に面した建物を完全倒とう壊かいさせて、巨きよ大だいな影が瑠奈達の前に立ちはだかる。




『ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！』

「吠えるクエステイング・獣ビースト!?」

「ほら、出ちゃったじゃない!?　ケイ卿のバカバカバカ！」

「これ、私のせいですか!?」

　凄まじい咆ほう哮こうを上げる吠えるクエステイング・獣ビーストを前に、頭を抱かかえる瑠奈にケイ卿。

　当の吠えるクエステイング・獣ビーストは、まるで明確な意思でもあるかのように、己が眼下にある矮わい小しような人間達を睥へい睨げいし、ここは通さぬとばかりに深く低く身構えている……

「さて……」

　すると、ガラハッド卿が、右手に【ダビデの剣けん】、左手に【真・ロンギヌスの槍やり】、背中に【アリマタヤのヨセフの盾たて】を顕けん現げんさせる。

　生前の冒ぼう険けんで入手した、【炎の剣ラハトヘレヴ】以外の聖遺物をフル装備したガラハッド卿が、獣の前へ一歩出る。

「あの獣は、王国の〝滅ほろび〟のイメージの概がい念ねんが形となった存在……本来ならば、あれに対たい抗こうできるのは、私くらいしかいない……んだけどね」

　だが、そんなガラハッド卿を手で制する者がいた。

　パロミデス卿だ。

「いや。君は駄だ目めだ、ガラハッド卿。いくら聖人の君でも、〝滅び〟の概念は〝滅ぼせない〟。ディナダン卿も言ってたろう？　僕達の中で最強戦力である君を、こんな所で釘くぎ付づけにするわけにはいかない」

「パロミデス卿……」

「ディナダン卿の提案した作戦通り行こう。それに、ここは、吠えるクエステイング・獣ビーストとの生前の因いん縁ねん的に、僕が行くべきだろうしね……いいよね？　ミーシャ」

　そんなパロミデス卿の言葉に。

「ふん！　確かに気を引きつけて遊ゆう撃げきし、時間を稼かせぐだけなら、私のエクスカリバーが得意とするところ……それが戦術的に最適解なら文句ないわ！」

　ミーシャが不服そうに鼻を鳴らしてそっぽを向く。

「……というわけさ。ここは僕らに任せて、瑠奈達は先に行ってくれ」

「いいの？　瑠奈さん。さすがに吠えるクエステイング・獣ビーストの相手は、もっと戦力を充あてた方が……」

　そんな、不安げな那雪の言葉に。

「パロミデス卿……ミーシャ……」

　元々、そういう予定だとはいえ、改めて実感するこの獣の強大さ。あまりにも絶望的な戦い。そんな死地に挑いどむ二人に、瑠奈は思わず言葉に詰まる。

　だが、瑠奈はぎゅっと目を瞑つぶって、見開いて、叫さけんだ。

「貴女達二人を信じる！　だから、ここは任せたわ！」

　そう力強く言われたミーシャが、思わずはっとしたように硬こう直ちよくして。

「ふ、ふんっ！　だったら、何をぼさっとしているわけ!?　さっさと行きなさいよ！　言っておくけどね、私は貴女を王になんか認めてないから！　ただ、この場は、私達が抑えるのが最適解だと判断しただけだから！　勘かん違ちがいしないでよね!?」

「ミーシャ」

「全部終わったら、王の座をかけて、貴女に決けつ闘とうを申し込むわ！　だから、さっさと先に進んで、あのトチ狂くるった王様とイカれたワイルド・ハントをブチ壊こわしてきなさい！　いい!?　これは真の王たる私から貴女への王命よ！」

　そんなミーシャの𠮟しつ咤たに。

「……ええ、ここは任せたわ、ミーシャ！」

　そう返し、瑠奈が駆け出す。

　当然、それを阻はばむように。

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！』

　吠えるクエステイング・獣ビーストが大地を踏ふみならして、突とつ進しんしてくるが──

「行くわよ、パロミデス卿きようッ！」

「ああ、行こう！　今世の我が君！」

　そんな吠えるクエステイング・獣ビーストを、ミーシャとパロミデス卿が迎むかえ撃うつのであった──




　こうして、瑠奈達は吠えるクエステイング・獣ビーストをも越こえて、駆ける。

　さらに駆ける。

　駆け抜ける──

　そして、ついに──




「……ついたッ！」

　瑠奈達は、黒キャメロット城の正面城門前……大広場へと到とう達たつしていた。

　ガラハッド卿の【嘆きの一撃ロンギヌス・シン】による露つゆ払はらいや、ケイ卿の【炎の剣ラハトヘレヴ】の力は未いまだ有効。

　その広場は、聖なる紅ぐ蓮れんの炎によって炎えん上じようし、邪よこしまなる妖魔は一いつ匹ぴきもいない。

　そのまま、城の中へ殴なぐり込もう──

　だが、そんな瑠奈達を阻む、最さい期ごの門番がいた。

「……久しぶりだね、瑠奈＝アルトゥール」

「九条先生!?　ランスロット卿!?」

　城門の前、悠ゆう然ぜんと佇たたずむ二人の姿に、瑠奈が啞あ然ぜんとする。




　──アーサー王はね、ここ一番の決戦の時は、必ず後ご詰づめの予備戦力を用意する。

　──今の所、警けい戒かいすべき敵は、ベイリン卿、ペリノア王、吠えるクエステイング・獣ビーストだけど……まだ後、一つくらいは出てくると構えていた方がいい。

　──この大だい舞ぶ台たいで、アーサー王がそれを用意してないなんて、僕は有り得ないと読む。

　──それを舞台上に引きずり出すまで、戦力を使い過ぎないことが肝かん要ようさ。




「……まだ何か来る、とは思っていたけど」

　ディナダン卿の言葉を思い出す瑠奈が、苦い顔をし……

「ち、父上……ッ!?」

「…………」

　流石さすがのガラハッド卿も、ランスロット卿……生前の実の父親を前に、動どう揺ようを隠かくせないようであった。

「生きていたのね、九条先生……私がエクスカリバーで吹ふっ飛ばしたはずなのに」

「お陰かげ様さまでね」

　薄うすら寒く微笑する、瑠奈のかつての恩師──九条。

　こうやってこのタイミングで立ちはだかる以上、聞かずとも明白だ。

　九条陣じん営えいは、アーサー王側についているのだ。

　計算が狂った。読み自体は当たっていたが、立ちはだかる敵戦力が計算外だった。

　ここで、九条蒼そう馬まとランスロット卿が出てくるなんて予想外だった。

　思わぬ強敵を前に、瑠奈は歯は嚙がみするしかない。

「九条先生……貴方あなたが皆みな殺ごろしによる継けい承しよう戦の勝利を狙ねらっていた、過激派の悪党だってのは知ってるけど！　いくらなんでも、今、自分がしていることを理解しているわけ!?」

　瑠奈が、嚙かみ付くように九条へ叫ぶ。

「ぶっちゃけ、今のアーサー王は闇やみ落おちしているわ！　彼に従えば《人理の崩壊カタストロフイ》が起こり、世界が滅びるだけよッ！　それは九条先生も困るでしょう!?」

「…………」

「互たがいに色々含ふくむものはあると思うけど！　今は、私達が争っている場合じゃない！　一時的にでも手を組んで、アーサー王をブン殴るべきだわ！」

　だが──

「わかっていないのは、君だよ。瑠奈＝アルトゥール」

　そんな瑠奈の言葉を、九条は一いつ笑しように伏ふす。

「僕は元々、王になんか興味ないんだ」

「は!?」

「世界の行く末などどうでもいい。ならばなぜ、僕が王を目指していたかと言えば、王になれば、救えるかもしれない人、救いたい人がいたからだ」

「……救えるかもしれない人……？　救いたい人？」

「そして今、世界を滅ぼせば、その人を救えることが確定した。ならば、滅ぼすだけさ。シンプルだろう？」

「……事情はよくわからないけど」

　瑠奈が無む駄だとは薄うす々うす気付きながらも、お約束で定番の台詞せりふを吐はいてみる。

「そんなことでその人を救って……その人は本当に喜ぶわけ？」

「喜ばないだろうね。喜ぶはずもない。……僕を蔑さげすみ、憎にくむかもしれない。だが──そんなことは関係ない」

　がしゃり、と。九条がエクスカリバーを抜ぬく。

　彼の歪ゆがみを反映したかのような、禍まが々まがしい造形のエクスカリバーを。

「それでも、僕は彼女に生きていて欲しい。エゴとは本来、そういうものさ」

「……くっ」

　九条の目は爛らん々らんとドス黒い狂きよう気きに輝かがやいているが──同時に、どこか純じゆん粋すいでもあった。

　戦いは避さけられない。どんな説得も言葉も最も早はや、届かない。

　そして、九条のエクスカリバーは『相手の実力を、常に確実に上回る必勝能力』。

　つまり、単たん騎き戦せん闘とう力最強のガラハッド卿にとっては、相あい性しよう最悪の相手。

　そして、相手より常に強くなれるなら、倒たおしにいくのも時間稼ぎも容易たやすい。

　さらには、唯ゆい一いつ有効な瑠奈のエクスカリバーの力も、今は失われている。

　激げき闘とうは必至であり、多大な時間浪ろう費ひと消しよう耗もうは確実。

　流石はアーサー王。後詰めの予備戦力としては、最大級の好こう采さい配はいだ。

　燃え上がる炎が赤く照らす夜天の月は、大分、頭上まで来ている。

　日の変わりは──近い。

（時間がないけど……城内に侵しん入にゆうした後、九条先生達に背後を突つかれるのは痛い……ここは全員で……ッ！）

　瑠奈やガラハッド卿が、覚かく悟ごを決めて戦いに挑もうとすると──

　……ぐにゃり……

　不意に、フェリシア、ガウェイン卿、九条、ランスロット卿の姿が揺ゆらめき始めた。

「フェリシア!?」

「……【異界化】ですわ。相手だけを異界に追放するのは難しいですけど、自分達ごと引きずり込むのは縛しばり条件がある分、容易いのです。けれど、この【異界化】はもって数分でしょう。ですが、瑠奈、貴女あなたはその隙すきに……」

　そんな言葉に、フェリシアのやろうとしていることを察した瑠奈が吠ほえる。

「な、何やってるのよ!?　まさか──ッ!?」

「ええ、彼らはわたくし達が引き受けますわ。〝常に誰だれよりも強くなる能力〟ということは、裏返せば、〝誰が戦っても結果は同じ〟だということ。ならば、九条……グローリア卿の相手は、妖よう精せい魔ま法ほうによって持久戦が可能な、わたくし達が適任ですわ。……いいですわよね？　ガウェイン卿」

「……ええ、もちろんですよ」

　万ばん感かんの思いを込こめて、ガウェイン卿は応じた。

「恐おそらく、きっと……僕は今日この時のために、この世界にやってきたのでしょう」

　そんなガウェイン卿が、真まっ直すぐ見み据すえる先には。

「…………」

　ガウェイン卿最大のライバルにして親友だった、ランスロット卿が無言で佇たたずんでいた。

「君と剣けんを交えるのは……フランスでの会戦以来だったかな。ランスロット卿」

「……そうだったな」

「皮肉なものだ……あの時は、祖国と王おう妃ひを守る君にこそ義があった」

「今は、世界を守るお前に義があるな。あの頃ころとは立場が逆になってしまったようだ」

　そして、二人はゆっくりと剣を構える。

　ガウェイン卿の名剣ガラティン。

　ランスロット卿の名剣アロンダイト。

　対ついの兄弟剣が、この終末の戦場に相対する。

　最早、言葉はいらぬ。

　二人の騎き士しの背中は、何よりも雄ゆう弁べんにそう語っていた。

「さ、瑠奈。今のうちに」

「……フェリシア……」

　よくよく思えば、なんだかんだでいつも自分のことを思ってくれて、自分の味方でいてくれた親友フエリシアを……瑠奈は改めて見やる。

「……何をそんな今こん生じようの別れみたいな顔を。わたくし、別に死ぬつもりはさらさらありませんわ」

「で、でも……ッ！」

「貴方がさっさと、アーサー王を討うち取れば良いのです」

「…………ッ!?」

　ゆっくりと……ゆっくりと異界の中へ消えていくフェリシアの姿に、瑠奈はぎりと拳こぶしを握にぎり固める。

　九条は特に抵てい抗こうしない。

　どうやらフェリシアが提案したこの対戦カードを、素す直なおに受け入れるつもりらしい。

「瑠奈さん……ここは……」

「ええ、瑠奈。フェリシア達の覚悟を無駄にしてはなりません」

　そんな那雪やケイ卿きようの言葉に。

「……フェリシアッ！」

「なんですか？」

「絶対に……死ぬんじゃないわよ!?　私がアーサー王をブン殴なぐるまで、絶対に死んでも生き残りなさいッ！」

「……ええ、わかりましたわ」

　最後に、くすりと力強く笑って。

　フェリシア達は、異界の中へ消えていくのであった。

　瑠奈がその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、無言を貫つらぬいたのは数秒。

「……行くわよ！」

「はいっ！」

「ええ、勝ちましょう！」

　瑠奈、ケイ卿、那雪、ガラハッド卿の四人は、ついに黒キャメロット城の内部へと進入するのであった──








第四章　それぞれの戦い









　駆かける。駆ける。駆ける。豪ごう奢しやな城の内部を駆ける。

　廊ろう下かを突っ切り、階段を駆け上がり、上を目指す。上を。ただひたすら上を。

　瑠る奈な達は一歩たりとも休まず、疾しつ走そうし続ける。

　駆けながら、瑠奈はふと物思う──




　──瑠奈君。個々の戦いに、必ずしも勝利する必要はない。

　──というより、〝君の補正〟を加えても、良い勝負こそできても、決して勝てないだろう。ここに居る全員が実感していると思うが、敵はそれほど強大で絶対的だ。

　──全員が一丸となって戦えば、各個順次撃げき破はできるかもしれないが……それではいくら時間があっても足りない。

　──なにせ、もう日の変わりの時は近い。敵は僕らを倒す必要はなく、延々と時間を稼かせぐだけで、ワイルド・ハントが発生し、勝利するのだからね。

　──だから、この戦いの要よう諦ていは、唯一アーサー王に精神的に屈くつしていない君と、最強戦力であるガラハッド卿を、なるべく無傷な状態、かつ、願わくば幾いくばくかの余よ剰じよう戦力を傍そばに残した状態で、アーサー王にぶつけられるか否いなかだ。

　──つまり、本来なら愚ぐ策さくも愚策だが、ここはあえて戦力を分散し、なるべくアーサー王の周りの戦力を削そいで、分散戦力達は敵戦力の足止めと時間稼ぎに徹てつする。

　──その稼いだ僅わずかな隙と時間で、君がアーサー王に打ち勝つ……それしかない。

　──ああ、言葉を濁にごさず言えば、これは捨て駒ごま作戦だ。

　──けれど、この時間が限られた状じよう況きようで、僅かでも勝利の可能性があるのは、この作戦以外に考えられない。

　──そして、君に問われるのは、この無む謀ぼう極きわまりない捨て駒作戦を決行する覚悟……いや、違ちがうか。身を挺ていして君を前へと進ませる僕らを信じてくれるか否か……だ。




「ありがとう、ディナダン卿……貴方あなたが味方で良かった。甘っちょろい私一人じゃ、きっと、こんな大だい胆たんな作戦は立案・決行できなかった」

　瑠奈が、ディナダン卿の言葉を反はん芻すうしながら、拳を握り固める。

「サイコロは全力でぶん投げたわ。後は──私が、皆みなの期待に応こたえるのみ！」

　瑠奈はスマホを開いて、時計を見る。

　日の変わりまで、ちょうど後一時間──泣いても笑っても、それで全すべてが終わる。

　……意外かつ幸いなことに。城の内部には、妖よう魔まの一いつ匹ぴきも存在しなかった。

　瑠奈達の行く手を阻はばむ罠わなの一つも存在しなかった。

　しん、と静まりかえる城内の廊下を突っ切り、階段を駆け上がり……

　何十ものその繰くり返しの果てに、瑠奈達は、順当にそこへと辿たどり着いた。

「…………」

　今、瑠奈達の前には、見上げる程ほどに大きな扉とびらがある。

　黒キャメロット城最上階──玉座の間。

　──居る。魂たましいでそれを感じる。かつての人類の救世主であり、現在の世界を滅ほろぼす魔王たるアーサー王が、この扉の向こう側に居る。

　遠いとはいえ、それは血けつ縁えんの成せる業わざだろうか。それは最も早はや、確信に近かった。

　どくん、どくん、どくん……色んな意味で高鳴る心臓を深呼吸で飼い馴ならし、瑠奈は力を込めて、玉座の間へと続く扉を押し開いた。

　そして、そこには──

「やぁ……よく来たね」

　奥の豪奢な玉座に、威い風ふう堂どう々どうと腰こし掛かけるアーサー王がいた。

「意外だな……君のような子の性格なら、仲間が欠けかねないあんな采さい配はいをするなんて絶対ないって思ってたんだけど……誰の入れ知ぢ恵えかな？　ディナダン卿かな？」

「…………」

　瑠奈は無言を貫き、アーサー王を見据える。

「……ふふっ」

　そして、その傍かたわらに、薄うすら笑いを浮うかべて控ひかえる黒い魔女の存在に気付く。

「そいつは……あの黒い魔女は……ラモラック卿が倒たおしたはずの……？」

「もう名乗ってもいい頃ころ合あいですね……瑠奈＝アルトゥール」

　すると、黒い魔女は一歩前に出て、ローブの裾すそを摘つまみ、優ゆう雅がに一礼する。

「私の名は、モルガン＝ル＝フェイ……アーサー王の異父姉……」

「……モルガン……ッ!?」

「ああ、そうそう。瑠奈、貴女にはこう名乗った方が、通りがいいかと存じ上げますわ。そう……〝深み森もりつぐみ〟、と」

「────ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、瑠奈が目を見開いて、黒い魔女を凝ぎよう視しする。

　今の今まで【素す顔がお隠かくし】によって、一いつ致ちしなかった両者の顔が今、完全一致する。

「つぐみ……ッ!?　……そう、そういうことだったのね」

　そして、それで全てを悟さとった瑠奈が憎にく々にくしげに、言い捨てた。

「全ては、貴女の掌てのひらの上ってことだったわけか……」

「そうである……とも限りませんわ、瑠奈。なにせ、貴女が今、この場所に立っているのですから」

　モルガンも、どこか不快げに瑠奈を流し見る。

「真ま神がみ凜りん太た朗ろう……マーリンとしての力を、私は苦労して完全覚かく醒せいさせました。当然、彼が持つ〝アーサー王殺しの呪のろい〟も完かん璧ぺきなものとして蘇よみがえりました。貴女は真神凜太朗に、その存在を完全に殺され抹まつ消しようされる……そのはず、そんな運命だったのです。実際、運命はそのように収束し、その一歩手前までいきました」

　瑠奈は、聖せい杯はい探たん索さく中に起きた、凜太朗との壮そう絶ぜつな戦いを思い出す。

「なのに、なぜか、貴女はここに立っている……一体、どういうことなのですか？　貴女のごとき人間がまさか、私達、神の思おも惑わくを超こえるとでも……？」

「……神？　貴女、何、言っているわけ？」

　すると。

「気付かないかい？　瑠奈」

　ガラハッド卿が、三種の聖遺物フル装備でモルガンを見み据すえる。

「モルガン＝ル＝フェイ。彼女こそが《運命の三女め神がみ》が一柱にて末まつ妹まいモリガン……人を守る女神でありながら人に仇あだなし、魔王バロールと手を組んだ裏切り者だよ」

「!?」

　驚おどろきに絶句する瑠奈を余よ所そに、ガラハッド卿は剣けんの切っ先をモルガンへと向ける。

「《運命の三女神》バズヴァ様もマッハ様も、貴女の裏切りを許さない。きっと、私が瑠奈の《騎士ジヤツク》としてこの世界に残ったのも、そんな女神様達の御ご意志もあるのだろう。モルガン＝ル＝フェイ。否、モリガン、貴女は神の名において、私が討うつ」

「ふん……完全無欠の完璧聖人たる者として創つくられた神の犬がよく吠ほえますわねぇ？　神に創られた存在が神に勝てるとでも本気で思って？　被ひ造物主が造物主を超えるなど、ありえないことなのですよ？」

　と、苛か烈れつな視線で火花を散らし合うガラハッド卿とモルガン。

「おやおや、こっちはこっちで盛り上がっているね……」

　そんな二人を、アーサー王は楽しそうに笑っていた。

「さて、瑠奈」

　そして、アーサー王は瑠奈達へ真まっ直すぐと向き直る。

「まるで、魔王と勇者様一行の最終決戦……といった体ていだと思わないかい？」

　冗じよう談だんめかしたアーサー王の物言いに、眉まゆを顰ひそめて応じる瑠奈。

「こんな時、魔王はこう言うのがお約束らしい。〝よく来た勇者よ。僕が王の中の王、魔王だよ。僕は君を待っていた。君のような人が現れることをね……もし、僕の味方になれば世界の半分を君にあげるよ。どう？　僕の味方になるかい？〟」

「……ッ!?」

「実際、ワイルド・ハントを起こせば、世界は塗ぬり変わる。既き存そんの人の版はん図となど、意味をなさない。神話時代のように力ある者が全てを支配する弱肉強食の時代の始まりさ。僕の後ろには、強大な魔王バロールがいる。これに唯ゆい一いつ抗こうしうるダナン神族の光の神ルーは、最早、《常若の国テイル・ナ・ノーグ》から動けない。なら、何者が《人理の崩壊カタストロフイ》後の世界を支配することになるのか……少し考えればわかるよね？」

　そんなアーサー王へ、瑠奈は無言を貫く。

「さて、そんな事実を踏ふまえて、瑠奈、君に問おう。先の質問……僕の味方になり、世界の半分を手にするか否か。その返答は如い何かに？」

「ＮＯよ」

　瑠奈は何の迷いもなく、すっぱりはっきり言い切った。

「あはは、そうだよね。世界を救う正義の勇者様は、やっぱり、そうでなくっちゃ……」

　そんな瑠奈の返答に満足げにアーサー王が応じた……その時だった。

「半分とかじゃなくて、全部よこせ」

　続く瑠奈の台詞せりふに、アーサー王がきょとんとする。

「へ？」

「だから、全部よ、全部。私は正義の勇者様じゃないわ、王様よ？　世界一の王様は私一人でいいのよ。それができないなら、交こう渉しよう決けつ裂れつだわ」

「いや、だから、あの……？」

「ああ、なるほど！　やっぱ全部は無理？　プークスクス、そうよねぇ？　バロールごときの軍門に降くだっちゃった、情けないヘタレご先祖様に、そんな力なんてあるわけないもんねぇー？　じゃあ、もういいわ！　貴方をさっさとぶっ飛ばして、バロールを向こう側へ追い払はらって、自力で世界征せい服ふくさせてもらうわ！」

　そんなことを言い捨てて、瑠奈は剣を抜ぬき放ち、構える。

　その剣は、折れたエクスカリバー。

　だが──折れた剣特有の悲ひ愴そう感、頼たよりなさは、瑠奈の手にある限り微み塵じんも感じさせることはなかった。

「はぁ～～、我が子孫ながら、とんでもない子だよ、君は……」

　さしものアーサー王も、溜ため息交じりに頭を搔かいて苦笑いだ。

「……瑠奈……この期ごに及およんでまで……」

「あはは、瑠奈さんらしいというか……」

　ケイ卿きようや那な雪ゆきも若干引き気味であった。

「なるべくなら。僕は僕の子孫達を傷つけたくはなかった。でも……今の僕は、世界を滅ぼす魔王だから。そういう存在として召しよう喚かんされ、概がい念ねんを定義されてしまったから。それに抗あらがうことができない。役割を全うするしかないんだ」

　そう言ってアーサー王は剣を抜くのであった。

　ぎらり。再び一同の前にその威いを示す、真のエクスカリバー。

　その神こう々ごうしい光が、みるみるうちに玉座の間を満たしていく──

「さあ、かかって来るんだ、瑠奈＝アルトゥール。正しく僕の王座を継つがんとする者よ。君が、かつての僕のように世界を救済する王となりたいのなら、今、世界を滅ぼさんとするこの僕を超えるしかあるまいよ」

「──語るに及ばずッ！」

　と、瑠奈が力強く応じた、その時だった。

　玉座の間が──変わる。世界が──変わる。

　世界が黄昏たそがれ色に、燃え上がる──

「──ッ!?」

　気付けばそこは、黄金色の砂すな浜はまが広こう漠ばくと広がる海岸線であった。

　そこは──どこかの小島なのだろう。

　向かって右手は、暮れなずむ夕日に水平線が真っ赤に燃え上がっている。

　そして、色とりどりの豊かな自然を湛たたえたこの島の中心には、遠く白く神々しい神しん殿でんが聳そびえ立つのが見える。

　その全てが、夕日が染める黄昏色に輝かがやき、まるで夢か楽園のように美しい──

「ここは、伝説のアヴァロン島……ですわ」

　ふと、モルガンの声が響ひびいた。

「そう、カムランの戦いで傷ついたアーサー王が、己おのが傷を癒いやすために渡わたり、いつの日かの帰き還かんの時のため、永遠の眠ねむりについた、アーサー王物語の終しゆう焉えんの地ですわ」

「……あんたらお得意の【異界化】による戦場変へん更こう……ッ!?」

「その通り。この最後の戦いの場として、これ以上相応ふさわしい場所もないでしょう？」

　気付けば──同時に、モルガンの姿も変へん貌ぼうしていた。

　魔女の姿から、一人の武人の姿へ。

　その身に纏まとうは黒い鴉からすの飾かざり羽に飾られた真しん紅くのドレス、黒くろ鎧よろい、灰色のマント、足あし下もとまで届かんばかりの黒くろ髪かみ。その嫋たおやかな左右の手に携たずさえられた二本の禍まが々まがしい、紅と白の矛ほこ槍やり。

　全身から溢あふれんばかりのどす黒くも神々しい神気は、魂たましいの弱き者を一ひと睨にらみで圧殺しかねないほど強大だ。

《運命の三女神》の一柱にて、破は壊かい、殺さつ戮りく、復ふく讐しゆう、勝利を司つかさどる戦いの女神。

　支配や権力という概念から生まれた神であり、予知と魔ま術じゆつでありとあらゆる戦いを支配する、ケルト神話最強の女神。時代が下るにつれ、人間達により神性を奪うばわれ、魔女や怪かい物ぶつへと貶おとしめられた、不ふ遇ぐうの女神。

《偉い大だいなる女王》モリガン──モルガン＝ル＝フェイ。

　人類史で最も旧ふるき戦いくさ女神が、今、ここに顕けん現げんするのであった──

「この姿に戻もどれたのは久しぶりですわ……それだけ、すでにこの島の現実界と幻げん想そう界の境界の融ゆう合ごうが始まっている……ということでしょうけど」

　モルガンが妖よう艶えんでありながら凄せい絶ぜつな凄すごみを持つ笑えみを、くすくすと瑠奈達へ向ける。

　それだけで、周囲の気温が絶対零れい度どにまで下がるかのようだ。

「この姿になったからには、今までの私のように優やさしくありませんよ……？」

「……怯ひるまないで、瑠奈」

　対し、ガラハッド卿が進んでモルガンの前に立つ。

　モルガンの邪じや悪あくで強大な神気に抗するかのように、彼女の【ダビデの剣】、【真・ロンギヌスの槍やり】、【アリマタヤのヨセフの盾たて】が神聖なる光を上げる。

「モリガンは私が抑おさえる。瑠奈はアーサー王を」

「ええ、わかってるわ！　任せたわよ！　ケイ卿！　那雪！　行くわよッ！」

　そう叫さけんで、瑠奈が折れた剣を掲かかげ、アーサー王目め掛がけて突とつ進しんする。

「ええ、了りよう解かいです！　瑠奈！」

「うん、わかったよ！」

　その後に、ケイ卿と那雪が続き──

「うふ、あは、あはははははははははははははははははははーーッ！」

　モルガンが高笑いと共に右手の紅の矛槍を無造作に一いつ閃せんする。

　たちまち、虚こ空くうに踊おどるケルトオガム魔法文字。瞬しゆん時じに暗黒の魔法が紡つむがれ、瑠奈の行く手を阻はばむように汚お泥でいのような混こん沌とんの闇やみが広がっていくが──

「させない──【炎の剣ラハトヘレヴ】ッ！」

　それに先立ち、ケイ卿が【炎の剣ラハトヘレヴ】を全力で振ふるう。

　眩まばゆく輝く炎が回転しながら巻き起こり、闇を切り裂さき、瑠奈の活路を開く。

「小こ賢ざかしいですわぁ！　もう！」

　だが、モルガンは余よ裕ゆうの高笑いを微塵も崩くずさず、左手の白い矛槍を一閃。

　その周囲に、どこからともなく鴉の大群が出現する。

　ただの鴉じゃない。闇と混沌そのもので形作られた暗黒の妖よう魔ま鴉だ。

　それが、視界を埋うめ尽つくさんばかりに群れをなし、瑠奈を啄ついばみ食い荒あらさんと、猛もう速度で迫せまってきて──

「はぁああああああーーッ！」

　今度は、那雪が壮そう絶ぜつに凍いてつく波動を放ち、それを迎げい撃げきする。

　空気が瞬時に凍てつき、黄昏の光を受けて、幻想的に光り輝く空間の中、絶対零度がもたらす恐おそるべき死と破壊の奔ほん流りゆうが、迫り来る鴉達を、粉々に吹ふき飛ばしていく。

　その隙すきに、剣けんを両手で砂浜に突つき立てて悠ゆう然ぜんと佇たたずむアーサー王のもとへ、瑠奈はさらに真っ直ぐ、踏み込んで踏み込んで踏み込んで──

　がぁんっ！

　不意に、上空から大気を震ふるわせる凄すさまじき衝しよう撃げき音。

　瑠奈の頭上で、二つの影かげが交こう錯さくしたのだ。

「瑠奈はやらせないっ！」

　天地真逆で空を舞まいながら、剣と槍を振るうガラハッド卿と──

「──本当に小賢しい子達……ッ！」

　同じく、アクロバティックに空を舞う、二本の矛槍を振るうモルガンだ。

　モルガンの天空死角からの強きよう襲しゆうを、ガラハッド卿が割って入り、防いだのだ。

　そのまま、ガラハッド卿とモルガンは、互たがいを目掛けて、凄まじい威い力りよくを誇ほこる武技を、落下しながら応おう酬しゆうしあう。

　そんな武器と武器の激げき突とつ音を背景曲に。

「ぁあああああああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が、アーサー王を己が剣の間合いへと捉とらえる。

　折れたエクスカリバーを全力で振り上げて──

「──さぁ、来い」

　アーサー王が砂浜に突き立てていた、真のエクスカリバーをそっと引き抜いて。

　二つの剣けん戟げきが黄昏に交錯する。

　衝撃音がアヴァロンを震わせ、剣圧が嵐あらしとなって、二人の周囲を渦うず巻まく。

　嚙かみ合う剣と剣ごしに、瑠奈とアーサー王が至近距きよ離りで睨み合う。

「おや？　もうこれ以上は折れないか……残念。いや、むしろ──」

　にやりと笑うアーサー王。

「前より強い？」

「当然ッ！」

「何故に？」

「決まってるでしょう!?」

　瑠奈は鍔つば競ぜりを嫌きらって、全身全ぜん霊れいの発ば条ねでアーサー王の剣を撥はね上げる。

　ぎぃんっ！　と、耳をつんざく凄まじき衝撃音と火花。

「私は王になるのッ！　世界一の王に──貴方あなたをも超こえる真の王になるッ！　だから、これ以上、あいつに無様な姿を見せるわけにはいかないのよっ！」

「──ッ!?」

　一瞬、その瑠奈の気き迫はくに圧されたのか、アーサー王が跳とび下がって……

　すかさず、瑠奈が撃風を纏って、下がるアーサー王へと食らいつき……

「いいいいいやぁああああああああああああああああーーッ!?」

　アーサー王へ向かって、深く鋭するどく斬きり込むのであった──




　────。




「【根絶やす死の鋼エクスカリバー】──ッ！」

　建物の壁かべを疾しつ駆くしながら、モルドレッド卿が真銘宣言ロイヤル・ロードを放つ。

　出現する無数の短剣。それらが流星群となってベイリン卿を襲おそう。

　だが、雷らい速そくを誇るベイリン卿は──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　駆かける速度を微み塵じんも緩ゆるめず、双剣を嵐のように旋せん回かいさせ、それらを悉ことごとく弾はじき落とし、弾き返し、粉々に砕くだいていく。

「小賢しい──ッ！」

　瞬またたき一つの間に、ベイリン卿きようはモルドレッド卿との距離を０に消し飛ばす。

「逝ねぇえええいッ!?」

　その素そっ首くびを刎はね飛ばさんと、左右からの鋏はさみのような水平斬りを、モルドレッド卿へと放った。

「くぅうううううううううううううーーッ！」

　ぎぃんっ！　間かん一いつ髪ぱつ。モルドレッド卿は咄とつ嗟さに引き抜ぬいた白い剣で、その鋏の支点を押さえ、首を刈かり取られるのを防ぐ。

　形だけは修復した【継承するクラレ王血の銀ント】だ。

「ぬうううっ!?　その剣は……ッ！」

　──と、そこへ。

「はぁああああああああーーッ！」

　蹄ひづめが地を小気味よく力強く打ち鳴らす音と共に、大質量の何かが、横合いからベイリン卿へ突とつ撃げきしてくる。雄お々おしき軍馬に騎き乗じようしたディナダン卿だ。

　ディナダン卿は巧たくみな手た綱づな捌さばきで馬を操あやつり、ベイリン卿へ槍を繰くり出す。

「ちぃっ!?」

　突進の勢いが乗った馬上からの一撃を、まともにもらえば堪たまらない。

　ベイリン卿は咄嗟に、モルドレッド卿から跳び離はなれ、槍の一撃をかわす。

「はいよっ！」

　すると、ディナダン卿は手綱を捌き、馬を跳ちよう躍やくさせる。

　馬は近場の建物の屋根の上に、華か麗れいに着地するのであった。

「いやぁ、那雪君に召しよう喚かんしてもらった、伝説時代の馬は最高だなぁ」

「そういえば、ディナダン卿……お前、馬上槍試合トーナメントだけは上手うまかったな……」

「ああ、馬上なら僕は、たとえ相手がランちゃんやトリちゃんだったとしても、そう簡単に負けないよ。徒か歩ちの戦いはトホホだけど」

　そんなやり取りをする二人に。

「どいつもこいつも……ッ！」

　ベイリン卿が全身に目め一いつ杯ぱい怒いかりを漲みなぎらせて吠ほえる。

「あろうことか、王を裏切り反逆した騎き士しに、徒か歩ちの戦いに馬を持ち出す、誇りの欠片かけらもない騎士……円えん卓たくはここまで堕だ落らくしたかッ！」

　そして、ベイリン卿はさらに深く低く構えた。

　まるで、獲え物ものを狙ねらう獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの狩かりのように。

「貴様らは絶対に許さぬ。この野蛮人ベイリン・ベイリンル・ソヴアージユが貴様ら王に仇あだなす奴やつ原ばらを、絶殺してくれる……ッ！　それこそ我が贖しよく罪ざいッ！　我が王に報むくいる唯ゆい一いつの奉ほう仕しッ！」

　そんなベイリン卿へ、モルドレッド卿は自じ嘲ちようするように言った。

「ふん、貴様もかつての私と同じだな、ベイリン卿」

「なんだと？　反逆者の貴様と俺が同じだと？」

　そんなモルドレッド卿の言葉に、ベイリン卿が目をつり上げる。

「ああ、生前の貴様も大層、罪を犯おかしただろう？　アーサー王の恩人を殺し、仲間の騎士を殺し、友国を滅ほろぼし……貴様は多大なる泥どろを、王の顔に塗ぬり続けてきた。それが貴様にとって不本意なことであり、抗あらがえぬ不幸な巡めぐり合わせによるものであったとしても」

「…………ッ!?」

「誰だれよりもアーサー王に深く忠誠を誓ちかっていた貴様だ。貴様は、さぞやそんな貴様自身を赦せぬだろう。だが、あんなアーサー王への贖罪のために己が剣を振るうか？　あのように、本質を醜しゆう悪あくにねじ曲げられた哀あわれな存在のために？」

「貴様、我が王を愚ぐ弄ろうするか……ッ!?　反逆者の貴様がそれを言うかぁ!?」

「過去の罪業と妄もう執しゆうに囚とらわれた剣は何も生まんぞ！　私はそれを教えられた！　マーリン……真神凜太朗になッ！」

　そう叫さけんで、モルドレッド卿が【根絶やす死の鋼エクスカリバー】と【継承するクラレ王血の銀ント】を手に、ベイリン卿へと突進する。

　その周囲に大量の短剣を出現させて、ベイリン卿へと斬りかかる。

「私は──罪深い過去を乗り越え、未来を切り開くために戦う！　そのために剣を振るうんだッ！」

　そう叫んで。

　モルドレッド卿とベイリン卿が、激しく激突するのであった──




「はぁああああああああああああーーッ！」

　空を跳躍するパーシヴァル卿渾こん身しんの《白銀の投槍クリングゾル》が地上目掛けて飛ひ翔しようする。

　まるでレールガンのような速度と威力を持つ白銀の槍が、ペリノア王へ直撃する。

　上がる爆光、衝撃音、拡散する衝撃波。

　その周囲の建物が粉々になって吹き飛ぶが──

「ふぅはははははははは！　重い！　中々痛いぞ、我が息子むすこよぉおおおおおーーッ！」

　まるで堪こたえた様子は無く、ペリノア王は暴走する重機関車のように、パーシヴァル卿へと突進していく。

「くっ……しま……ッ！」

　流石さすがに大おお技わざを繰り出した隙のせいか、それに対応できないパーシヴァル卿へ。

「喰らえ、小生の一撃をぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ペリノア王が大上段から、大剣の一撃を凄せい絶ぜつに振ふり下ろす。

　──が。

「いいいいいやぁああああああああああああああーーッ！」

　その刹せつ那な、咄嗟に割って入ったエマが、先の先を取り──

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【切り裂く鋼エクスカリバー】ーーッ！」

　そのまま真銘宣言ロイヤル・ロードをして、ペリノア王の胸部へと鋭く斬り込む。

　刀身が上げる、全すべての夜を焼き払はらうかのような輝かがやきを纏まとった一撃。

　さすがは全《王キング》中、最高クラスの剣けん技ぎの使い手と名高きエマの剣。

　その一撃は完全に、クリティカルヒット。

　だが──

　伝説通りならば、この世界に存在するあらゆる物質を斬り裂くはずの剣けんが、ペリノア王に一ミリの傷すら通らない。

「う、うそ……どうして……ッ!?」

「貧ひん弱じやくぅううううううううううううううううううううううーーッ!?」

　そのまま、無造作に大剣を横よこ凪なぎするペリノア王。

　エマは咄嗟に、それを剣で受けるが──

「きゃあああああああああああああああああああーーッ!?」

　そのままバットで打たれたボールのように吹ふき飛ばされ、その勢いのまま建物に叩たたき付けられ、その建物が倒とう壊かいしていく。

「……く」

　なんとか剣を杖つえ代わりに起き上がるが、たった一撃でエマはボロボロだった。

「エマさん!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　そんなエマの前に、パーシヴァル卿が守るように立ち、槍を構えた。

　そして、ペリノア王が大だい音おん響きようで吠える。

「エマといったか!?　貴様にこの戦場に立つ資格なしッ！　引っ込んでいよッ！」

「～～ッ!?」

　ごほげほとむせていたエマが、目を見開いて硬こう直ちよくする。

「一目見たときからわかっていたぞ！　貴様こそが、先のアーサー王継承戦、正しよう真しん正しよう銘めい最弱の《王キング》だとなぁああああああああああああーーッ！」

　ペリノア王は、大剣の切っ先をエマへ向け、口上を続ける。

「貴様の剣は軽ぅいッッッ！　小細工以前に、貴様には王としての野望がないッ！　決して退けぬ、譲ゆずれぬと、他者をねじ伏ふせてまで主張する圧あつ倒とう的な我がないのだッ！　王の剣はお座ざ敷しき剣けん法ぽうではなぁああいっ！　王の剣の強さは、その我の強さッ！　それこそが振るう剣先にパワーとなりて漲り宿るッッッ！　他者を寄せ付けぬ重さとなるのだッッッ！」

「そ、それは……ッ!?」

「小こ娘むすめよッ！　確かに貴様の剣技は華麗にて見事、敵ながら天あつ晴ぱれなりッ！　技量そのものは伝説時代でも通用するやもしれぬ！　だが、貴様は空っぽよ！　借り物の使命、借り物の理由、借り物の剣、人から言われるままに練り上げた技！　貴様自身には何も在りはせぬのだッ！　小生にはわかるのだよッ！　アーサー王に忠誠を誓った身とはいえ、小生も王の端はしくれだからなぁあああああああーーッ!?

　そして、紛まがい物とはいえ、真の王剣たる【切り裂く鋼エクスカリバー】で、この小生ごときの身体からだに傷の一つも負わせられなかったことがその証左ッ！　貴様のあまりにも軽すぎる剣が、貴様の存在の全てを全身全ぜん霊れいで物語っておるのだぁあああああああーーッ！」

　そんなペリノア王の指し摘てきに反論できず、エマが押し黙だまり、俯うつむく。

　がくり、と。剣先を下げる。

「戦いとは小手先の技術ではない！　パワーだッ！　パワーとパワーのぶつかり合いこそが真の戦いくさ！　ゆえに、引っ込んでいよッ！　貴様の如ごとき軽い剣、何百万回くらっても、小生に傷をつけることなど到とう底てい敵かなわぬッ！　素す直なおに、小生に愛いとしき息子との剣の語らいを楽しませるがよいッ！　ぐぅあっはははははははははははははははははーーッ！」

「くっ……父上の猪いのしし侍ざむらいめ……ッ!?」

　苦々しく表情を歪ゆがめながら、パーシヴァル卿が言う。

「……エマさん。気にしたら駄だ目めです。あの人はああいう人で……」

　なんとかして、エマを立ち直らせようとするが……

「……エマさん？」

　エマがふらりと、パーシヴァル卿の前へ出ていた。

「……確かに。貴方あなたの仰おつしやる通りです。ペリノア王」

　そして、ぼそぼそと俯いたまま語り始めた。

「確かに私に、我なんてありません。言われるまま王を目指し、流されるままに戦ってきました。王にかける望みなんて何もないですし、本当は世界の救済すらどうでも良かった……こうして滅びゆく世界を目まの当たりにしても……まだ、その考えは変わらない」

「ほう？」

「軽い剣……確かに仰る通りなのでしょう。それでも……」

　今まで俯いていたエマが真まっ直すぐ、ペリノア王を見み据すえる。

　そして──それは、今敵対するペリノア王と、共きよう闘とうするパーシヴァル卿きようが、ラモラック卿の血けつ縁えん者しやだったせいだろうか？

　エマは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、かつての己おのが《騎士ジヤツク》の存在について、ふと物思った。

（ラモラック卿……）

　何か、常人には計り知れない歪みと闇やみを抱かかえていた騎士。

　だが同時に、彼女はそれに激しく葛かつ藤とうもしていた。苦しんでもいた。

　彼女の本質は、決して邪じや悪あくなものではなかったのだ。

　だからこそ、彼女はどこまでもエマに優やさしく、同時に彼女は己が道と拠より所を求めて、盲もう目もく的に、我が武む者しや羅らに、剣を振るっていたのだろう。

（そう……今思えば、ラモラック卿は私と同じだった……言われるまま盲目的に王を目指した私と……進むべき道がわからなかった私と一いつ緒しよ……でも、今の私は……）

　ほんの少しだけ、見えかけた気がするのだ。

　自分の進むべき道が。進みたいと思える道が。

《王キング》として、かつての《騎士ジヤツク》に胸を張って示すべき道が。

「……こんな軽い剣でも、今は少しばかり意地があるんです」

「ほう!?」

「こんな軽く薄うすっぺらな私に手を差し伸のべてくれた師し匠しよう……真神先せん輩ぱい……たとえ、世界が滅ぶことになったとしても……先輩に顔向けできない真ま似ねはできません！　私が何のために生きるのか、先輩は考えろって言った……一緒に考えてくれるって言ってくれました……こんなどうしようもない私に居場所をくれた……ッ！

　私は、真神先輩がくれた、あのちっぽけな居場所が大好きなんですッ！　それを守るためになら、どんなに軽い剣でも、貴方と戦う価値と意味が、私にはあるっ！」

　そして、エマは剣を構えながら、心の中で決意する。

（どうか、見守っててください、ラモラック卿。私は王になんかなれなくてもいい……それでも私は、私の生きる道を、この剣で切り開いてみせます！）

　そして、決して引かぬくじけぬと、エマが精せい一いつ杯ぱいの決意を込こめて、強大なペリノア王を睨にらみ据すえていると。

「…………」

　しばらくの間、ペリノア王が押し黙り……

「ふは、ふははははははははははは！　いいぞ、いいぞぉおおおおおおおーーッ！」

　やがて、歓かん喜きの表情で吠ほえ猛たけるのであった。

「あるではないか！　貴様自身の重さがッ！　いいだろうッ！　先さき程ほどまでの貴様に対する侮ぶ辱じよく、小生は全身全霊で謝罪し、猛もう省せいしようッ！　貴様もかかってくるがいいッ！　その軽い剣なりの重さとやらを、この小生に見せてみよぉおおおおッ！」

　そう言って。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ペリノア王が、エマ達へ向かって、再び重機関車のような突進を開始する。

　そんなペリノア王を……

「いいいいいいやぁああああああああああああああああーーッ！」

　エマは、今まで培つちかった技ぎ巧こうの全てと、そしてほんの少しの意地という名の重さを剣先に乗せ、ペリノア王を迎むかえうつのであった。




「やぁああああああーーッ！」

「ふーーッ！」

　ビルとビルを飛び越こえながら、フェリシアと九く条じようが剣を交えている。

　フェリシアが刺し突とつを放ち、大上段から切り上げ、逆巻くように斬きり下ろし。

　九条がそれを弾はじき返し、横一いつ閃せんし、嵐あらしのように斬り上げる。

　フェリシアの細剣レイピアと九条の大剣が無限に激げき突とつし、衝しよう撃げきを上げる。

　一見、拮きつ抗こうしているようにも見えるが──

「やはり、その程度かッ！」

　九条の強ごう引いんな切り返しに。

「──ッ!?」

　受け流し損そこねたフェリシアの身体が──吹き飛ぶ。

　上空から斜ななめ45度の角度で、フェリシアが高速落下。

　ビルの壁かべに叩き付けられ、ビルが派手に倒壊を始める。

「く──ッ!?　げほっ!?」

　咄とつ嗟さに、崩くずれ落ちる瓦が礫れきを蹴けって、倒壊から逃のがれたフェリシアが着地。

　今の衝撃で、フェリシアの全身の骨はバラバラに砕くだけていたが……その身に纏まとう、妖よう精せい魔ま法ほう【豊ほう穣じようの春風】の輝かがやく風が、フェリシアの砕けた骨を癒やしていく。

　だが、その回復が発する激痛は想像を絶する地じ獄ごくのもので、フェリシアは苦く悶もんに表情を歪めながら、回復を待つしかない。

「……君じゃ僕には敵わないよ……わかるだろう？　フェリシア」

　そんなフェリシアの前に九条が降り立つ。

　その手に携たずさえられし剣……【征服する武の鋼エクスカリバー】。常に、対たい峙じした相手を上回る力を発揮するという最強無比の剣。

「大方、君達の狙ねらいはわかるよ。君達で時間を稼かせいで、瑠奈が本丸を討うつ……だろう？」

「ええ、当たりですわ。だから、わたくしの命が続く限り付き合っていただきますわよ、グローリア卿……」

　そう言って、口元の血を拭ぬぐって、フェリシアは剣を構える。

　真銘宣言ロイヤル・ロード【輝く栄光の鋼エクスカリバー】はすでに発動済みだ。

　この王の威い光こうの輝きは、相手の力と動きを鈍にぶらせている。

「なるほど、僕と君の間に存在する実力差を、少しでも埋うめようというのか……だが、それは見込み違ちがいだぞ？　フェリシア」

　すると、九条は自身の剣けんを掲かかげてみせる。

【征服する武の鋼エクスカリバー】。常に対峙した相手を上回る力を発揮する、一対一なら必勝の剣。

「君がいくら僕の力を弱めようが関係ない。我がこの剣は、君との間に〝一定の実力差〟を作り続ける。常に君を圧倒できる実力差をね……戦せん況きようは覆くつがえらぬよ。決してね」

「……そのようですわね……」

　そんなことを応おう酬しゆうし合いながら、フェリシアがちらりと視線を横よこ滑すべりさせる。

　そこでは──

「ランスロット卿ぉおおおおーーッ!?」

「──ガウェイン卿ッ！」

　二人の騎士が、壮そう絶ぜつなまでに斬り合っていた。

　──否いな。

　それは、斬り合いとは呼べぬ、戦いとは呼べぬ一方的なものだったかもしれない。

　ガウェイン卿が、恐おそろしい怒ど濤とうの勢いで剣を繰くり出す。

　まさに、全すべてを圧殺する暴嵐の如きのラッシュだ。

　だが、そんなガウェイン卿の攻こう撃げきを──

「──ふん」

　ランスロット卿が、淡たん々たんと、片かた端はしから剣で捌さばき続ける。

　剣で捌くと同時に差し込む、芸術的なまでの返し技がガウェイン卿を切り刻む。

　ガウェイン卿が一ひと太た刀ち繰り出すごとに、ランスロット卿の返し技が、ガウェイン卿の身体に刀傷を刻む。

　だが、血ち塗まみれとなろうが、ガウェイン卿は怯ひるまない。

　己が繰り出す剣に力を込めれば込めるほど、ランスロット卿はその力を華か麗れいに利用し、それを上回る一撃をガウェイン卿へと浴びせ返してくるというのに。

「ぉおおおおおおぁああああああああああああああーーッ！」

　ガウェイン卿は吠え、さらに吠え、ひたすら愚ぐ直ちよくにランスロット卿を攻せめ立てる。

　こうして激しく斬り結びながら、互たがいが互いに向かって叫さけぶ。

「ははは！　この一方的な展開……あのフランス会戦で、君と三日三晩やり合った時とまるで同じだね……ッ！　懐なつかしい！」

「いや、違うな……ッ！」

　ランスロット卿がガウェイン卿の剣を弾き返し、同時にその肩かた口ぐちを突つく。

「あの頃ころの貴公と、今の貴公は、まるで違う……ッ!?」

「何も変わってないさッ！　どんなに望んでも、こうして君にはまるで届かないッ！」

「いいや、違う……ッ！」

　がきぃいいいいんっ！

　剣けん舞ぶの流れで、ガウェイン卿とランスロット卿が至近距きよ離りで鍔つば競ぜり合う。

「……僕は……君が羨うらやましかったよ、ランスロット卿。憧あこがれていた」

「…………」

「どうしても、君に肩かたを並べられる騎士になりたかった……君に勝ちたかった」

「…………」

「でも、何をやっても駄だ目めだった。どうしても君に届かなかった。騎士としての名声も、アーサー王の信しん頼らいも。ゆえに……いつしか僕は歪ゆがみ、道を間違えた。君と道を違たがえることになってしまった。全て僕の弱さのせいだ」

「…………」

「でもさ……この世界に召しよう喚かんされて、フェリシアと共に戦って……改めて気付かされたんだよ……名めい誉よよりも、勝ち負けよりも、それ以上に大切なことがあるってさ」

「…………」

「それに気付いた時……ほんの少しだけ、君に近づけたような気がしたんだ」

「…………」

「僕は、フェリシアのために戦う。この世界のために戦う。伝説時代のあの頃の……王のため、王おう妃ひのため、国のため……いつも誰だれかのために戦っていた君のようにね」

「…………」

「なぁ、ランスロット卿きよう。我が人生最大の好敵手にて永遠の目標よ。願わくば……君は僕にとって、常に遠く及およばぬ存在でいて欲しい。あの頃みたいに、僕は君の背中を追い続けていたいんだ。己おのれに絶望し、円えん卓たくに絶望し、挙げ句、世界に仇あだなす君の姿なんて、僕は見たくないッ！　君はずっと憧れの存在でいて欲しいんだよッ！　だから──」

　その刹せつ那なだった。

　ランスロット卿が強引に鍔競りを崩し、神速でガウェイン卿に斬りかかる。

　まるで落らく雷らいのような衝撃音が、ガウェイン卿を襲おそう。

　辛かろうじて間に合うガウェイン卿の防ぼう御ぎよ。

「……ご託たくはここまでだ」

　跳とび下がって距離を取ったランスロット卿が、言い捨てる。

　それは、ガウェイン卿の言葉を一いつ笑しように伏ふすというよりは、むしろ……これ以上、ガウェイン卿の言葉を聞きたくないという拒きよ絶ぜつの一いつ喝かつだ。

「私はもう後あと戻もどりはできぬ！　九条殿どのの望みを叶かなえ、アーサー王の望みを叶える。結局、騎き士しとして守りたい者達を何一つ守れなかった今の私には、それしかないのだッ！　それ以外に何があるッ!?」

「ランスロット卿……ッ！」

　すると、意外にもガウェイン卿が不敵に笑った。

「僕は……今ほど、君に勝ちたいと思ったことはない」

「ふん？　騎士には勝ち負けより大切なことがあるのではなかったのか？」

「ああ、そうだ！　だけど、今は……今だけは……ッ！　僕は君に勝たなければならないんだッ！　僕が僕であるためにッ！　そして、何より君のためにッ！」

「やってみるがいいッ！　できるものならな──ッ！」

　そう言い合って。
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　再び、ガウェイン卿とランスロット卿が激しく斬り結び始める──

　そんな二人の騎士の様子を遠く見守り、九条はフェリシアへと視線を戻した。

「……しかし、皮肉なものだな。フェリシア＝フェルラルド」

「何が？　ですの」

「見て分かるだろう？　この僕らと君ら……この勝者と敗者の構図を」

「────ッ!?」

「かつて、ランスロット卿に完全敗北したガウェイン卿に、かつて、僕に完全敗北した君……実に、皮肉が効いた構図じゃないか？　負け犬コンビ君」

　シンプルな事実の指し摘てきに、フェリシアが押し黙だまる。

「もう忘れたかい？　君はかつて、この僕に心から恐きよう怖ふし、屈くつした。それを誤ご魔ま化かすために、僕に媚こびを売り、形だけの同盟を持ちかけた。……そうだろう？」

　フェリシアは無言。

　それは何よりも九条の言葉が真実であることを語る、無言の肯こう定ていであった。

「そして、今、こうして瑠奈達の捨て駒ごまに、自ら進んでなっている。負け犬に甘んじているんだよ。譲じよう歩ほと妥だ協きようの繰り返しで、負け犬人生の極きわみだよ、君は……そんな君では、何も摑つかめやしないさ。決して王になどなれはしない」

「…………」

「何かを摑む者とは、何者を犠ぎ牲せいにしてでも目的を果たそうとする強い意志の持ち主だけだ。常に勝者で在り続ける者だけだ」

「たとえば、貴方あなたのように……ですの？」

「！」

　フェリシアの返しに、九条が今度は押し黙る番であった。

「わたくしは……そうは思いませんわ。少なくとも、わたくしが今、もっとも王に近いと認めている王とその家臣は……常に勝者というわけではありませんでした。いつも泥どろに塗まみれて、傷つき倒たおれて、それでも何度も何度も這はい上がる強さを持った人達でした」

　そう語るフェリシアの胸中に思い浮うかぶのは──謎なぞの自信と不敵な笑えみに溢あふれた瑠奈と、その傍かたわらに呆あきれ顔で佇たたずむ凜太朗の姿だった。

「そんな彼らを見て、わたくしはいつも思ってたんですの。……ああ、惚ほれ惚ぼれするほど格好いいな、と」

「…………」

「何かを犠牲にして常に勝者で在り続ける王は一度崩くずれたら終わりです。でも、泥に塗れる王は、何度でも復活できます。問題は再び立ち上がれるか否いなか……わたくしは、泥の中から、粘ねばり強く立ち上がる王でありたいと思いますわ」

　そう宣言して、フェリシアが九条へ優ゆう雅がに剣を構える。

「さぁ、勝負ですわ！　わたくしはフェリシア！　フェリシア＝フェルラルド！　泥に塗れてなお、気高く、美しくあらんとする王ですわ！」




「真銘宣言ロイヤル・ロード【翻る軍旗の鋼エクスカリバー】──ッ！」

　ミーシャがビルを駆かけ上り、突撃銃アサルト・ライフル型のエクスカリバーを眼下へ乱らん掃そう射しやする。

　猛もう威いを振ふるう吠えるクエステイング・獣ビーストの足あし下もとに、その弾だん丸がんが着弾していく。

　だが、その着弾した弾丸に、虚こ空くうよりマナの粒りゆう子しが《星オ気ー光ラ》となって集まっていき……その《星オ気ー光ラ》が何かを形作っていく。

　やがて、《星オ気ー光ラ》が集まりきり、その何かがこの世界に完全具現化する。

　それは──騎士だ。

　軍馬に跨またがった全身鎧よろいを完全装備した騎士が、次々と誕生していく。

　そして、騎士達が隊たい伍ごをなして、吠えるクエステイング・獣ビーストへと突とつ貫かんしていく──

「行きなさいッ！　とにかく、囲んで間断なく攻め立てて、吠えるクエステイング・獣ビーストを押さえ込むのよ──ッ！」

　見れば、吠えるクエステイング・獣ビーストの周囲には、すでに何十騎という騎士達が出現し、四方八方から攻め立てている。

　吠えるクエステイング・獣ビーストも凄すさまじい勢いで暴れ、次から次へと騎士達を踏ふみ潰つぶして、薙なぎ払はらっていく。騎士達は次々とマナの霧きりとなって消えていく。足止めにはほとんどならない。

　しかし──

「真銘宣言ロイヤル・ロード【翻る軍旗の鋼エクスカリバー】──ッ！」

　ミーシャがさらに、銃じゆう弾だんを放ち、倒された端はしから騎士を補ほ充じゆう召しよう喚かんしていく。

　数に任せて、辛うじて吠えるクエステイング・獣ビーストの足止めをする。

　……と、その時だ。

「ごほっ!?　げほっ！」

　不意に、ミーシャが血を吐はいていた。

「……まったく、無茶をする」

　と、その時、パロミデス卿がミーシャの隣となりに降り立つ。

「君のエクスカリバーは強力だ。制圧力は全エクスカリバー中、最強。だけどその分、君が負う身体的負担も最上級だ。下手すれば、君の命にも関かかわる。ゆえに、必勝の見込みがある時しか使わない……そういう方針だったろう？」

「……うるさいわね」

「なのに、ことここに来て大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃないか？　必勝の見込みなんてまったくないのにさ……そんなペースじゃ、長くは保もたないぞ？」

　そんなパロミデス卿の物言いに。

「だって、悔くやしいじゃない……ッ！」

　ぐっ、とミーシャは銃じゆうを握にぎりしめて、歯は嚙がみする。

「アーサー王や吠えるクエステイング・獣ビーストを前にしても、まるで屈さない勇気と度量……聖せい杯はい探たん索さくすら乗り越こえるその器うつわ……悔しいけど、瑠奈の方が圧あつ倒とう的に、私より格上……ッ！」

「……ミーシャ」

「このままじゃ終われない……終われないのよ……ッ！　敵の強大さに恐おそれ戦おののいて精神的に屈し、何もできなかった先刻の私を呪のろい殺したい……ッ！　強くなりたいの……瑠奈みたいに……ッ！」

「そうだね……そうだ」

　そして、パロミデス卿は改めて眼下で猛威を振るう吠えるクエステイング・獣ビーストを見み据すえる。

「ならば、せめて……勝てずとも、抑おさえないとね。瑠奈を見返すために」

「ええ、そうよ！　だから、お願い、パロミデス卿！　私に力を貸して！」

「ああ、全力で」

　そう宣言して。

　パロミデス卿が、跳んだ。

「──さぁ、今こそ生前の因いん縁ねんを果たそう！　行くぞ、吠えるクエステイング・獣ビースト──ッ！」

　遥か天空より、吠えるクエステイング・獣ビーストの脳天を目め掛がけて、パロミデス卿が刀で斬きりかかるのであった──




　こうして。

　ついに、各方面で始まった最後の、それぞれの戦い。

　皆みなが皆、譲ゆずれぬ思いをかけて、己おのが敵と戦い続ける。

　どこまでも、熱く戦い続ける。

　それは、彼ひ我がの戦力差を感じさせない、激げき闘とうであり熱戦だった。

　そんな彼らの戦いを、ひっそりと怯おびえ潜ひそんでいた街の住人達も、徐じよ々じよに目もく撃げきするようになっていく。

　窓の隙すき間まから、こっそりと彼らの戦いを見守り始める。

　そんな彼らの姿に、住人達はこの絶望的な状じよう況きようの中、ほんの僅わずかに希望じみたものを感じ始めるのであった。

　そして──




　────。




　──そこは、深い深い、深海の底であった。

　闇やみよりも暗き闇。音の一つもなき静せい寂じやくと停止の世界。

　一いつ片ぺんの光も差さぬそこに……今、一人の少年が佇たたずんでいる。

「やれやれ……ぶっ倒したはいいんだけど……帰り道がマジでわかんねえ」

　皮肉げに肩かたを竦すくめ、少年がぼやく。

「……当然か。ここは、フォモールの領地の奥深く……完全に、物質界との繫つながりが切れちまった場所……現実界に帰れるわけもねーか。……わかってたがな」

　だが、そんな絶望的なことをぼやく少年に、悲ひ愴そう感はない。

　その手に大切そうに握られているのは、サンザシのケルト十字だ。

「……でも、なんとなく、わかるんだよな……この世界のどこかで、あいつが戦っている……あいつの真の王たらんとする真まっ直すぐな眩まぶしい光を確かに感じる……もう絶望的なまでに遠く離はなれているというのに、あいつはそれでも、俺に示そうとしてくれている、伝えようとしてくれている……自身の王の光を……この闇の中に……」

　光など、この深しん淵えんの闇の中に一片も差していない。

　だが、確かに少年は感じるのだ。

　手に握られたサンザシのケルト十字が、その光の存在を少年へと伝え導くのだ。

　前後左右不覚。視覚聴ちよう覚かく嗅きゆう覚かくほか五感の全すべてが失われ、ともすれば即そく、その意識は闇の中へと溶とけ消えかねない、特とく濃のうなる深淵の闇の奥底で。

　少年はゆっくりと歩き出す。

「……あいつが待っている……俺はあいつのもとへ帰らねえとな。約束したんだしな……あいつのもとへ帰るって……」

　……ゆっくりと歩く。しっかりと闇の中を歩いて行く。

「ああ、多分、大だい丈じよう夫ぶさ。この闇の向こう側にある、あいつの光……それが消えない限り……俺は必ず帰れる。辿たどり着ける。……待ってろよ……瑠奈……」

　少年は歩く。無限にも等しい距きよ離りを歩いて行く。

　自分があるべき少女の隣に、帰るべく──

　ただ、ひたすら歩き続ける──








第五章　真のエクスカリバー









「ああ、しつこい……ッ！　いい加減、闇に吞のまれなさい……ッ！」

　モルガンが無数に召しよう喚かんする闇の手。闇の沼ぬま。闇の津つ波なみ。

　それが、わだかまり、全てを吞み込まんと世界を浸しん食しよくし──

「くっ！　【炎の剣ラハトヘレヴ】よーーッ！」

　その都度、ケイ卿きようの【炎の剣ラハトヘレヴ】が、溢れ来る闇の奔ほん流りゆうを焼き払う。

「そこ──ッ！　《沈しずめや・沈め・嘆なげきの九園にて》ッ！」

　続く、那な雪ゆきの妖よう精せい魔ま法ほう──巻き起こる極低温の凍気結界【第九園氷結地獄コキユートス】。

　モルガンの周囲が瞬しゆん時じに絶対零れい度どまで下がり、展開される氷結地獄。

　さすがのモルガンの動きも一瞬、鈍にぶり……

「モルガァアアアアアアンーーッ！」

「あっははははははははははははははははははははーーッ！」

　飛びかかったガラハッド卿とモルガンが激げき突とつする──

　ガラハッド卿が、右手の【真・ロンギヌスの槍やり】、左手の【ダビデの剣】で凄まじき猛もう攻こうをかける。

　刹せつ那なに翻る何百もの剣撃槍そう撃げきで、モルガンを封ふう殺さつしようとする。

　モルガンの槍撃や魔法を、右みぎ肩かたに装備した【アリマタヤのヨセフの盾たて】で受け流す。

【ダビデの剣】は、その柄つかを握る者を不死身にし、世界が止まって見えるほどの超ちよう絶ぜつ的な集中力をもたらす聖剣である。

　また、【真・ロンギヌスの槍】は、この槍の槍の穂ほ先さきから常に流れ続ける血が、あらゆる傷を治す聖槍であると同時に、この槍で傷つけられた者は、いかなる手段でもその傷を癒いやすことができなくなるという魔槍。

【アリマタヤのヨセフの盾】は、それを身につけている限り、ありとあらゆる攻こう撃げきと悪意から身を守る絶対防ぼう御ぎよを誇ほこる、白い盾。

　完全無欠の聖人ガラハッド卿であるからこそ扱あつかえる、超絶的な聖遺物の数々。

　加えて、最強のランスロット卿をも超える武技──本来ならば、ガラハッド卿に勝ち得る存在など、この世界にあるはずもない。

　だが──

「やれやれ、その程度ですか？　ガラハッド卿！」

　そんなガラハッド卿の猛攻を、モルガンは二本の矛ほこ槍やりを超速旋せん回かいさせ、笑いながら捌さばき続けている。

「やはり、選ばれた聖人といえど、貴女あなたも人の子！　神には勝てませんか!?」

「く──ッ!?」

　なんと、モルガンの戦いの技量は、ガラハッド卿を大きく超こえていたのだ。

　それも当然の話だ。

　モルガン＝ル＝フェイの正体は、《偉い大だいなる女王》モリガン。

　人など及およびもつかないほどの長き時を闘とう争そうと戦争に明け暮れた、ケルト最強の戦いくさ女め神がみ。

　神がかった天才といえど、僅か十七年しか生きてないガラハッド卿とでは、戦いの年季に懸けん絶ぜつした差がある。

　加えて、《運命の三女神》でもある彼女には、絶対的な予知能力がある。

　モリガンとしての力の片へん鱗りんを取り戻もどしたモルガンは、その神の武技と予知能力で、ガラハッド卿を完全に圧倒する。

　もし、聖遺物がなければ、瞬殺されていたのはガラハッド卿であろう。

【炎の剣ラハトヘレヴ】がなければ、聖せい杯はいの加護がなければ、ケイ卿や那雪など、できることなど何一つなかっただろう。

「でも、いい……それでいいんですよ、ガラハッド卿……ッ！」

　荒あらい息を吐はきながら、ケイ卿が【炎の剣ラハトヘレヴ】を構え、ガラハッド卿に肩を並べる。

「そうですよ……モルガンをフリーにしたら、あっという間に私達は全ぜん滅めつ……瑠る奈なさんもやられちゃう……モルガンを足止めできる……それだけで、貴女が瑠奈さんの《騎士ジヤツク》として、地上に来た意味があるの……ッ！　私達がここに居る意味があるの……ッ！」

「ああ、大丈夫、わかってるさ。流石さすがの私も、神を相手に勝てるなんて、自うぬ惚ぼれていないからね。……頼たよりにしているよ、ケイ卿に那雪」

　だが、そんなガラハッド卿へ。

「わかってないのね、ガラハッド卿──ッ!?」

　その刹那、空中を飛ぶモルガンが、頭上で槍を交こう錯さくさせる。

「足止めしたいのは……お互たがい様だってことよ！」

　そう叫さけんで、いつの間にか《星オ気ー光ラ》が漲みなぎっていた槍を振ふり下ろす。

　その刹那、燃え滾たぎる星の塊かたまりが、遥か天よりガラハッド卿目め掛がけて真まっ直すぐ落ちてくる。

「──【星堕としメテオ・スウオーム】!?　貴女が幾いくつもの戦場を制した、あの魔法……ッ!?」

　それを見て取ったガラハッド卿が【真・ロンギヌスの槍】を上段に構える。

　その槍に、たちまち圧あつ倒とう的な《星オ気ー光ラ》が集まっていく。

「ならば、見よ──我が槍の咆ほう哮こう──【嘆きの一撃ロンギヌス・シン】ッ！」

　そして、ガラハッド卿が槍を振り下ろすと、槍から真しん紅くの稲いな妻ずまが迫せまり来る星の欠片かけらへと真っ直ぐ飛んだ。

　直撃──燃える星が、空で木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。

　その破片が、美しい島の方々に、炎の雨となって降り注いでいく──

「きゃあっ!?」

「くぅうううううーーッ！」

　荒あれ狂くるう衝しよう撃げきが巻き起こす暴風が、その場にのたうつように暴れ回るのであった──




「はぁああああああああああああああーーッ！」

　暴風が渦うず巻まき、炎の雨が降る地獄のような空間の中、瑠奈がひたすら駆かける、駆ける、駆ける。

　アーサー王を目掛けて駆ける。

「てぇええええやぁああああああああああーーッ！」

「あははははっ！　頑がん張ばるねっ!?」

　アーサー王と剣を交える。

　引いては攻せめ、押し、また引いては攻め、と。

　何度も、何度も、何度も、瑠奈はアーサー王と戦い続ける。

　愚ぐ直ちよくなまでに、アーサー王へと激しく斬きりかかる。

　されど、アーサー王も剣を返し、瑠奈を淡たん々たんと押し返し続ける。

「……でも、そろそろわかったんじゃないかな？」

「──ッ!?」

　瑠奈と剣撃をぶつけ合いながら、アーサー王が朗ほがらかに言った。

「勝てないよ、君は。僕に」

「うるさいッ!?」

　これが答えだとばかりに、瑠奈が渾こん身しんの力を込こめて、剣を振るう。

　だが、アーサー王はあっさりとそれを弾はじき返し、瑠奈を足で突つき飛ばす。

　瑠奈はくるりと、地を蹴けって空で身を翻ひるがえし、猫ねこのように着地。

　それでも、瑠奈はアーサー王へ向かって、一直線に駆け──斬きりかかる。

「残念だけど、君と僕との間には、単純に実力差があり過ぎる」

「うるさいッ！」

「言っておくけど、僕、まだ本気じゃないからね？」

「うるさい──ッ！」

「やっぱり、子孫は傷つけたくないからね……そんな僕の気持ちを、少しは君にもわかって欲しいんだけど……」

「──うるさいッ！」

「ああ、でも惜おしい。本当に惜しい……あの絶望的な状じよう況きようから、まさか、ここまで迫ってくるなんて……」

「……………うるさい……ッ！」

「後一人。後一人誰かが君の傍に居れば、また結果も違ちがったろうに……」

「うるさぁあああああああああああああああああああああいーーッ!?」

　ぶんっ！

　瑠奈の大ぶりの横一いつ閃せんを、大きく跳ちよう躍やくしてかわし、アーサー王が距離を取った。

「聡そう明めいな君だ。薄うす々うす気付いているんだろう？　駄だ目めだ、勝てない、世界は終わるって」

「～～～～～～ッ!?」

「日が変わるまで、後、時間は何分だい？　もう、そろそろなんじゃないかな？」

　だが──

「私は……諦あきらめない……ッ！」

　瑠奈は、アーサー王を真っ直ぐ睨にらみ付ける。

「はぁ……頑がん固こな子だ……仕方ないね」

　すると、アーサー王が溜ため息を吐ついて、言った。

　そして、がしゃりと剣を構える。真のエクスカリバーを。

「時間切れまで、こうして、のらりくらりと時間稼かせぎをしてもいいんだけど……それでは君に勝利したことにはならないな」

「何を……？」

「決まっているだろう？　今から君に、僕と君の圧倒的な王の器うつわの差を見せつけ、君の心を折ろうと思う。そう……君に僕の真銘宣言ロイヤル・ロードを見せてあげよう」

「──ッ!?」

　そんな、アーサー王の宣言に、瑠奈が思わず表情を硬かたくして身構えるが。

「……ふん、無む駄だよ！　貴方あなたの真銘宣言ロイヤル・ロードはあまりにも有名だから！」

　瑠奈が、不敵に言い放つ。

「貴方の真銘宣言ロイヤル・ロードは、〝切り裂く鋼はがね〟……その剣けんの一撃で、この世界に存在するあらゆる物体を切り裂き、切断する……凄すさまじいけど、ぶっちゃけそれだけよ！」

「…………」

「要するに、回かい避ひすればまったく問題ないわ！　いくら、貴方と私に剣の技量差があったとしても、来るとわかっている大おお技わざなんて当たるわけない……ッ！」

　むしろ、逆に好機──瑠奈はそう判断する。

　アーサー王の【切り裂く鋼エクスカリバー】は、瑠奈の【支え合う絆の鋼エクスカリバー】と同様、武ぶ威い発揮型……宣言と共に、何らかの必殺攻撃を放つタイプだ。

　そのタイプの真銘宣言ロイヤル・ロードは、その前後に必ず多大な隙すきを生じる。

（そこを狙ねらって、カウンターによる一発逆転……それしかないわ……ッ！）

　そう考えて、瑠奈が剣を低く構え、じりじりと間合いを計っていると……

「……やっぱり、君は僕のエクスカリバーを誤解しているようだ」

　アーサー王が不意にそんなことを言い始めた。

「……誤解？」

「そう。君は疑問に思わなかったのかい？　なぜ、僕の剣けん銘めいが、〝切り裂く鋼〟だということに……」

「何を言ってるの？　イミフなんだけど？」

「ほらほら、よく考えて。君達の剣銘と僕の剣銘……違いは何？」

「……？」

　瑠奈は思考を疾しつ走そうさせる。

　今まで見てきた、エクスカリバーの真銘を思い出していく。

　エクスカリバーという単語に暗あん喩ゆされる、それぞれの剣銘の意味を思い出していく。

　瑠奈のエクスカリバー、〝支え合う絆の鋼〟。

　フェリシアのエクスカリバー、〝輝かがやく栄光の鋼〟。

　エマのエクスカリバー、〝教きよう誨かいする慈悲の鋼〟。

　九く条じようのエクスカリバー、〝征せい服ふくする武の鋼〟。

　モルドレッド卿のエクスカリバー、〝根絶やす死の鋼〟。

　そして──アーサー王のエクスカリバー、〝切り裂く鋼〟。

　確かに、自分達の剣とアーサー王の剣とでは、何かが違う。おかしい。変だ。

　でも、一体、何が……？

「～～～ッ!?　まさか──ッ!?」

　その事実に思い至った時。

　瑠奈は、全身が圧倒的な悪お寒かんに総毛立つのを感じた。

「気付いたようだね？　そう、君達が聞き知っている僕の剣銘は、不完全なんだよ」

　そう、名前の書式が微び妙みように違うのだ。

　足りない。その剣銘には何かが欠けている。

　恐おそらくは、致ち命めい的なことを意味する何かが──

「生前の僕は、その剣を振るうことを良しとしなかった。恐らくは、君と同じだったんだと思う。道は自分で切り開くものだと思っていたんだよ。だから、僕は一度もこの剣銘を宣言したことはない。ゆえに、現代に伝わっているはずもない」

「……ッ!?」

「だが、今こそ魅みせよう。神に選ばれ、王たる者として生まれた者に与あたえられた、運命をも切り裂く王剣の一撃を──」

　そう言って、アーサー王が、剣を振りかぶる。

　ゆっくりと──振りかぶる。

　その瞬しゆん間かん、瑠奈が叫んだ。

「ケイ卿きよう！　那雪！　ガラハッド卿ーーッ！　逃にげてぇえええええええーーッ!?」

「え!?」

　だが、現在進行形でモルガンと死し闘とうを繰くり広げている三人にそんな暇ひまはなく。

　ただ、無慈悲に。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【切り裂くエクス運命の鋼カリバー】！」

　その銘が宣言される。

　その瞬間、アーサー王が掲かかげる剣から、目を覆おおわんばかりの眩まばゆい光が放たれ──

　瑠奈達の視界を真っ白に埋うめ尽つくし──




　そして、次の瞬間。




　どっ！　ぱっ！

　瑠奈、ケイ卿、那雪、ガラハッド卿の身体からだに、同時に深い斬ざん撃げきが刻まれ、空間に血ち華ばなが盛せい大だいに咲さき誇ほこる。その衝撃で、四人の身体が四方に吹ふき飛んでいく。

「な……ッ!?」

「え……？」

　宙を舞まうケイ卿達が、信じられないという表情で目を剝むいている。

　アーサー王は頭上に剣を掲げたまま、一ひと振ふりもしていない。

　そもそも、モルガンと戦うケイ卿達とアーサー王の間には、剣のリーチを遥かに超こえた距きよ離りが存在する。

　斬られるわけがない。斬られるわけがないのに──斬られた。
















　しかも──

「う、噓うそ……ど、どうやって……ッ!?　わ、私は……斬られるはずが……ないのに……ッ!?　傷を負うはずが……ないのに……ッ!?」

　ガラハッド卿が自身の【ダビデの剣】と【アリマタヤのヨセフの盾たて】を見やる。

　聖遺物で身を固めたガラハッド卿は不死身であり、絶対防ぼう御ぎよを誇っているのだ。

　なのに、それを易やす々やすと突とつ破ぱされたのだ。

　いきなり、どうしようもないほどの深手を負い、糸の切れた人形のように倒たおれ伏ふすガラハッド卿達。

　そんなガラハッド卿へ、アーサー王が告げる。

「……不死身だろうが、絶対防御を誇ろうが関係ない。いかに距離があろうが、数があろうが関係ない。僕のエクスカリバーは運命を切り裂く剣。宣言と共に、ありとあらゆる物を斬きる。あらゆる距離・因果・運命を超こえて障害を斬り伏せ、道を開く」

「そ、そんな剣が……ッ!?　げほっ!?　チート過……ッ！　ごほがはっ!?」

　がっくりと地に膝ひざをついた瑠奈が、血ち反へ吐どを吐はきながら呻うめく。

　……やられた。

　右手の腱けんと、左足の腱を切断された。

　胸部に受けた斬傷は、片肺にまで到とう達たつしている。魔ま法ほうを唱えようにも、想像を絶する激痛に集中がかき乱され、言こと霊だまを紡つむぐこともできない。

　最も早はや、ひっくり返っても戦せん闘とう続行不可能だ。

　気合いや根こん性じようの話ではない。生物学的に行動不能なのだ。

　それは、ケイ卿、那雪、ガラハッド卿も同じらしく、三人とも血の海に沈しずむようにぐったりと倒れ伏していた。

「やれやれ、やっと使ってくれたんですの？　それ」

　アーサー王の隣となりに、モルガンが降り立つ。

「あの三人……特にガラハッド卿は、あの聖遺物のお陰かげで実に厄やつ介かいでしたから、助かりましたわ」

「あはは、ごめんごめん、姉さん。……つい楽しくてさ」

　そんな気の抜ぬけたやりとりをしつつ、アーサー王は足あし下もとに無様に倒れ伏した瑠奈を見下ろした。

「わかったかい？　これが君と僕の王としての格の差。……君は何も悪くない。かなり、いい線いっていたと思う。ただ、僕が王として優すぐれ過ぎていたというだけなんだ」

「～～～ッ!?」

　歯は嚙がみするしかない瑠奈。折れた剣を杖つえ代わりにして、何度も何度も立ち上がろうとするが、その都度、身体からだに力が入らず、無様に崩くずれ落ちる……

「ああ、そんなに動かないでよ……動いたら死んじゃうからさ。せっかく、君達を生かしておいた意味がなくなるじゃないか」

「……なに……を……？　ごほっ！」

「だからさ？　こんな所で、無駄に命を散らすよりさ……君にも加わって欲しいんだよ……僕のワイルド・ハントに」

「!?」

　その瞬間、瑠奈がはっと眼を剝いた。

「ワイルド・ハントは、古今東西のあらゆる妖よう魔まと英えい雄ゆうが参列する一大狩しゆ猟りよう団だん。正直、君達はよくやったよ。英雄として、僕のワイルド・ハントに加わる資格がある」

　そして、アーサー王が優やさしく瑠奈へ手を差し伸のべる。

「どうだい？　僕と一いつ緒しよに世界の空を駆かけないかい？　共に《人理の崩壊カタストロフイ》を引き起こし、この世界を一変させようじゃないか……」

「そんな……こ……と……ッ！　ごほっ！」

　否定しようにも、今の瑠奈はろくな言葉を紡げない。

「その目……やれやれ、君は本当に強ごう情じようだな……でも……」

　アーサー王は、肩かたを竦すくめて傍かたわらのモルガンを見やる。

「アレを見れば、君もそろそろ考えを改めるんじゃないかな？　姉さん……」

「ええ、わかりました」

　くすりと、笑ってモルガンが、伏せる瑠奈の前に立つ。

　地を這はいつくばる瑠奈が見上げる前で、モルガンが手をかざし、何事かの言霊を囁ささやく。

　すると、その手の先に、ぼんやりとまるでテレビのような光の窓が現れ、映像が浮うかび上がるのであった──

　その映像は──




　稲いな妻ずまが──地を駆ける。

　稲妻と化したベイリン卿が、大地を疾しつ駆くする。

　その稲妻は、雨あめ霰あられと飛来する短たん剣けんの流星群の悉ことごとくを打ち砕くだく。

「──ッ!?」

【根絶やす死の鋼エクスカリバー】を構えるモルドレッド卿が、目を見開く。

　さらなる短剣乱らん舞ぶを放ち、ベイリン卿を迎げい撃げきしようとするも──

「ふん──ッ！」

　さらに加速したベイリン卿が、さらに速度を上げた剣撃でそれらを弾はじき返し──

「────ッ!?」

　轟ごうッ！　と。

　モルドレッド卿の傍らを、ベイリン卿がすり抜けて──

　その刹せつ那な。

「──がッ!?」

　全身を無数に斬り刻まれたモルドレッド卿が、派手に血華を咲かせながら、虚こ空くうへと吹き飛ぶのであった。

「モルドレッド卿!?　くっ──」

　ディナダン卿が慌あわててフォローに入ろうと騎き馬ばを回頭させ、ベイリン卿へ突とつ進しんしようとするも──

　ぷん！　とベイリン卿の姿が消えて。

　一瞬、ディナダン卿の背後、馬の背の上に、ベイリン卿の姿が現れて消えて。

　次の瞬間。

「ぐぁああああああああああああああーーッ!?」

　馬がバラバラに解体されて四方に吹き飛び、ディナダン卿も全身を斬り刻まれて、大地に投げ出され、転がっていく。

「げほ、ごほ──なんなん、だ……その速度は……ッ!?」

　ぐぐ、と。なんとか起き上がろうとするモルドレッド卿へ、ベイリン卿が告げた。

「初期円えん卓たく最強を甘く見たな？　魔人族フオモールの系けい譜ふである俺の加護……俺の速度は、〝戦いが長引けば長引くほど上がる〟。……俺は昔からスロースターターなのでな」

「…………ッ!?」

　モルドレッド卿は思い出す……伝説時代、ベイリン卿は様々な会戦で圧あつ倒とう的な武功を打ち立てたが、そのほとんどが会戦後半からの活かつ躍やくによるものだということを。

「……げほ、ごほ……最速のスロースターター？　……随ずい分ぶんとふざけた話だな……ッ！」

　ここまで怪かい物ぶつじみていると最早、皮肉の笑いしか出ない。

「俺の速度を、手数で圧殺する……なるほど、作戦としては正しかった。だが、手数が足りなかったようだな……」

「くっ……ッ!?」

「さて、中ちゆう途と半はん端ぱに手傷を負って苦しかろう？　今、楽にしてやる……」

　そう言い捨てて。

　ベイリン卿が指一本動けぬ、モルドレッド卿へ歩み寄っていく……

　一歩、一歩……ゆっくりと……




「ぐあっははははははははははははははははははははーーッ！　見事なり！」

　ペリノア王が心底楽しげに、高笑いをしていた。

「見よ！　天あつ晴ぱれだ！　誇るが良い、娘むすめよ！　貴様はついにこの小生に、手傷を負わせたのだ！」

　ペリノア王が左手を掲げる。

　すると、その手の甲こうには、１センチばかりの小さな切り傷があった。

「……父上の化け物め……ッ！　僕の《白銀の投槍クリングゾル》に、エマさんが【切り裂く鋼エクスカリバー】を渾こん身しんで合わせてもそれか……ッ!?」

　地に倒れ伏すパーシヴァル卿が呻いている。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

　エマはただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、荒あらい呼吸をついていた。

　エマもパーシヴァル卿も、全身見るも無む惨ざんなズタボロであった。

（……ここまでか……ッ!?）

　パーシヴァル卿きようが心の中で観念したように呻く。

　パーシヴァル卿は、先の一か八かの一合で脚あしをやられてしまっていた。もう動けない。

　おまけに、エマはすでに二度、真銘宣言ロイヤル・ロード【切り裂く鋼エクスカリバー】を使用していて、最早、後がない。

　次に、真銘宣言ロイヤル・ロードして剣を失えば……もうペリノア王の剛ごう剣けんを防ぐ手段はない。

　ペリノア王の剛剣と打ち合うには、生半可な剣では駄だ目めだ。普ふ通つうにへし折られる。

　ペリノア王の剣を捌さばけるのは、曲がりなりにも世界最高クラスの剣であるエクスカリバー以外にありえないからだ。

（それ以上に……エマさんがもう、限界なんだ……ッ！）

　エマは全身重傷まみれで、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極きわみであった。

　辛かろうじて二本の足で立ってはいるが……それだけだ。

　なにせ、ここまでペリノア王の一いち撃げきもらえば全身粉ふん砕さい確定の超ちよう絶ぜつ的な剛剣を、その磨みがき抜いてきた柔じゆうの剣で、辛うじて捌き続けてきたのだ。

　精神的にも肉体的にも、限界はとっくに迎むかえていた。

　最早、意識も朦もう朧ろうとしているのだろう。

　エマは両手で持った剣をだらりとさげて俯うつむき、虚うつろな目を虚空に彷徨さまよわせていた。

「よくぞ、ここまで戦ったぞ娘！　褒ほめてやろう！」

　すると、ペリノア王がずしんずしんとエマに歩み寄り、その眼前に立った。

「…………」

　対するエマは無言。

　近付いているペリノア王を前に、何の反応も示さない。

「褒ほう美びに、小生最大最強の一撃で、貴様を葬ほうむってやろう！」

　そう言って。

　ペリノア王は頭上にその大剣を振ふり上げる。

　その大剣に、空間が歪ゆがまんばかりに壮そう絶ぜつなる《星オ気ー光ラ》が収束していく──

「ぐぁっははははははははははははーーッ！　いざ、目で見よ！　かつて、アーサー王のエクスカリバーすらへし折った小生の一撃をぉおおおお──ッ！」

　収束していく、収束していく、収束していく。

　自身がなせる最大火力を発揮しようというのか、剣に収束する《星オ気ー光ラ》は際限なく、どんどん巨きよ大だいな球状に脹ふくれあがり、辺りを昼間のように眩まばゆく照らす。

　あんなものが叩たたき付けられたら、辺り一帯に巨大なクレーターが口を開けるだろう。

「……に、逃にげるんだ、エマさんッ！」

　パーシヴァル卿の警告が虚むなしく響ひびくが……

「…………」

　エマは、無言。

　朦朧とした意識のまま、何の反応も返さないのであった……




「……ここまでなの……」

　がくり、と。ミーシャが膝ひざを地につく。

　がしゃり、と。突とつ撃げき銃じゆう型のエクスカリバーを放ほうり出す。

　このエクスカリバーは、自分のマナを弾だん丸がんとして撃うち出す剣。

　今、完全に弾たま切ぎれになった。自身のマナが完全に枯こ渇かつしたのだ。

　対する、吠えるクエステイング・獣ビーストは──

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！』

　──健在。

　最早、完全に動けなくなってしまったミーシャを轢ひき殺そうと、その巨きよ軀くを猛もう突とつ進しんさせてくる──

「…………もう、どうにでもしなさいよ……ごほっ、ごほ……」

　と、そんな時だ。

　ミーシャ同様、全身激しく傷だらけ、血ち塗まみれのパロミデス卿が、ミーシャを庇かばうように立ち、迫せまり来る吠えるクエステイング・獣ビーストを見み据すえる。

「何、やってるのよ……？」

「ははは、脚をやられてさ。……もう、君を担かついで逃げる余力もなくてね……」

　こんな状じよう況きようだというのに、パロミデス卿はどこか朗ほがらかに笑う。

「ならば、せめて……最さい期ごまでお付き合いさせてもらうよ、我が王……」

「ふん、馬ば鹿かね……どういうつもり？　貴方あなたってそんな義ぎ理り堅がたいキャラだったかしら？」

「知らなかったかい？　僕は性しよう悪わるな騎き士しだけど、本命にはわりと一いち途ずなのさ」

「…………そう。なら、付いてきなさいな、最期まで……」

「ええ、了りよう解かい……我が──」

　その言葉の続きは。

　そこに容よう赦しやなく突つっ込こんできた吠えるクエステイング・獣ビーストと巨軀と咆ほう哮こう、大地を震わす足音にかきけされていく──




「はははは、はははははははははッ！　無様だな、フェリシア＝フェルラルドッ！」

　辺りに九条の高笑いが響き渡わたる。

「…………」

　その足あし下もとには、真っ赤な血の海が広がっており……

　その中心に、フェリシアがまるで糸の切れた人形のように倒たおれ伏ふしていた。

　最早、ぴくりとも動かない。

　その傍かたわらに、墓標のように突き立つ【輝く栄光の鋼エクスカリバー】は、とっくに輝きを失っている。

　そして──

「がっ、はぁ……ッ!?」

「終わりだ」

　ランスロット卿が、ガウェイン卿の胸部に、剣を深々と突き立てていた。

　血を吐はいて震ふるえるガウェイン卿。

　互たがいの吐と息いきが感じられるほどの至近距きよ離りでそれを見据えるランスロット卿が、どこか複雑な表情で告げる。

「これでまた……私の勝利だな」

「…………」

「だが、今の貴公は……今までで一番強かった」

　がくり。

　ガウェイン卿が白目を剝いて、頭を項うな垂だれ。

　そのまま、ランスロット卿へもたれ掛かかるように、ゆっくりと崩くずれ落ちて……




　そんな仲間達の最さい期ごの光景を──

　瑠奈は、光の窓を通してまざまざと見せられていた。




「あ……あぁ……み、皆みな……」

「あはは、どうでしょうか？　貴女を信じてここに送り出した者達の末路は？」

　モルガンが、コロコロと楽しそうに笑いながら、瑠奈の耳元で残ざん酷こくに告げる。

　その瞬しゆん間かん。

　びしり。呆然とする瑠奈のエクスカリバーの根元に、大きなヒビが入っていた。

「……折れたね」

　その瞬間。

　アヴァロンの風景は煙けむりのようにかき消え、場所は元の玉座の間へと戻もどった。

　そこには、モルガンと並んで佇たたずむアーサー王と……

　そんな二人の前に無様に倒れ伏す、瑠奈、ケイ卿、那雪、ガラハッド卿の四人がいた。

　全員が、満まん身しん創そう痍い、戦せん闘とう不能。

　それを見やったアーサー王は、エクスカリバーを一ひと振ふりする。

　すると、玉座の間の壁かべが全すべて斬きり飛ばされて四方へ吹ふき飛び──




　びゅお──




　そこは夜天の空を仰あおげる吹きさらしへと、一瞬で変へん貌ぼうした。

　そして。

「ちょうど……時間が来たようだ」

　ごーん……

　不意に、どこからか鐘かねの音が鳴り始めた。

　ごーん……ごーん……ごーん……

　脳内に浸しん食しよくしては蹂じゆう躙りんするその禍まが々まがしい鐘の音は、世界の終末を告げるラッパの音色のようであった。

「たった今、日が変わった。ワイルド・ハントはここに成る。《人理の崩壊カタストロフイ》は始まり──世界は終わる」

　アーサー王がそう言うと。

　世界に闇やみがわだかまる。

　空が、小さな無数の闇で埋うめ尽つくされていく。

　よく目を凝こらしてみればわかるだろう。

　あの星の数よりも尚なお多い、小さな粒つぶの様な闇一つ一つが妖よう魔まなのだと。

　空から妖魔の群れが、この都市全域を覆おおい尽くすように舞まい降りてきているのだと──




　ごーん……




「むぅううう!?　ついに始まったか!?」

　破は滅めつの鐘の音に、ペリノア王がふと剣けんを止め、空を見上げる。




　ごーん……




「ついに……か。ついに、我が主が……真なる王として世界に君臨すべき時……」

　破滅の鐘の音に、ベイリン卿がふと歩を止め、空を見上げる。




　ごーん……




「ふっ……これで琴こと音ねは救われる……ああ、いいんだこれで……後こう悔かいはない……」

　破滅の鐘の音に、九条が感かん慨がい深げにぼやく。




　ごーん……ごーん……ごーん……

　破滅の鐘の音が、都市中に響き渡る。

　息を潜ひそめる誰だれもが、その音に何か絶望的な不安と予感を抱いだき……より一層、震えるしかなかったのだ。




「僕のワイルド・ハントを止められる者は、最も早はや、誰もいない」

　アーサー王がただ、厳然とした事実のみを告げる。

　誰も何も反論できない。

「さぁ、瑠奈。ここは特等席だ。君達はここで僕らが世界を駆かける様を、目に焼き付けておくと良い──」

　優ゆう雅がに、朗らかに、優やさしくそう告げるアーサー王。

「ああ、ああ……」

　その時、モルガンは感極きわまったように手を組み、空を仰ぐ。

「やっと……やっとですわ……ッ！」

　その時ばかりは、あの恐おそるべき魔女としての顔を何一つ感じさせない、まるで恋こいする乙女おとめが夢見るような表情で、嬉うれしそうに言うのであった。

「やっと、あの御お方かたに……アコロンに会えますわ……ッ！　長かった……本当に……本当に長かった……ッ！」




　ごーん……ごーん……ごーん……鐘の音が響く。

（……終わりなの？）

　絶望という闇の中に沈しずみつつある瑠奈が、ぶくりと物思う。

（……本当に、これで終わりなの？　これで世界は終わるの？）

　問うまでもない。

　終わりだ。

　なんともスケールの小さな話だったかもしれないが、自分達だけが、この世界を救済する最後の希望だったのだ。

　こうして、自分達が敗北した以上、この世界はもうどうにもならない。

　ワイルド・ハントは起こり……世界は変革する。

　かつての、神代の時代のように、地上は強大な力を持つ神と悪魔、妖魔が跋ばつ扈こし、支配する暗黒の世界となる。

　人は彼らにひれ伏し、崇あがめ、畏おそれ、支配される奴ど隷れいとなる。

　それはもう──防ぎ得ない。

　そう、もう終わり。

　瑠奈の王道は……ここに潰ついえたのだ。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………。

「瑠奈＝アルトゥール……君は一体、どういう存在なんだい？」

　不意に、アーサー王がぼそりと呟つぶやく。

「ここまで来て、まだそんな目ができるなんて……信じられない」

「……えっ!?」

　とっくに勝利を確信していたモルガンが、はっと我に返って振ふり返る。

　そこには……

「ふざけんな……ごほッ！　認められるか……ッ!?　世界の終わりなんて……ッ！」

　……血ち反へ吐どを吐きながら、瑠奈が立ち上がっていた。

「勝手に……終わりにしてんじゃ……げほっ！　ないわよ……ッ！　ごほっ！　私はまだ……生きてるわ……ッ！　勝負よ……まだ、決着はついてない……ッ！」

「……なぜだい？」

　今まで余よ裕ゆうに溢あふれていたアーサー王も、ことここに来て表情を硬かたくするしかない。

　せざるを得ない。

「往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがある。剣は折れ、君の仲間は全ぜん滅めつ。もうどこにも君の勝ち目なんてないじゃないか。別にこんな状じよう況きようで絶望し膝ひざを折るのは恥はじでもなんでもないよ。僕だって、もし、今の君の立場だったら……膝を折る」

「は、ははははは……ッ！」

　不意に、瑠奈が凄せい絶ぜつに笑い始めた。

「げほ！　げ、言げん質ち……取ったわ……ッ！　私の王の器うつわと……貴方あなたの王の器……どっちが上かッ！　今、貴方が自分自身で認めた……ッ！　私の、勝ちよ……ッ！」

「────ッ!?」

　そんな瑠奈の指し摘てきに、アーサー王は一瞬、表情を険しくする。

　その一瞬だけ、彼の周囲の温度が氷点下まで下がったような感覚が吹き荒あれる。

　だが、その激げつ昂こうはほんの一瞬。

　アーサー王はすぐに、穏おだやかな表情に戻り、瑠奈へ問う。

「解げせないな……なぜだい？　なぜ、君はそこまで戦えるんだい？」

「決まってるわ……あいつが……凜りん太た朗ろうが見ているから！」

「……？」

　意味のわからないアーサー王は首を傾かしげるしかないが。

　瑠奈は、自身の首に下がるサンザシのケルト十字を震ふるえる手で握にぎりしめ、それを確信しているかのように叫さけぶ。

「私にはわかるの……ッ！　凜太朗が私を見ている……私が本当に真の王に相応ふさわしいかどうか……今のこの瞬間も、この世界のどこからか見守ってくれている……ッ！　理り屈くつじゃない……私にはわかるのッ！」

「…………」

「私は世界一の王になって、あいつを家臣にするのよ……ッ！　だったら、あいつの前で無様な真ま似ねはできない……たかが世界が終わっちゃう程度で……王として無様な真似なんか、できないのよぉおおおおおーーッ!?」

　そんな瑠奈の魂たましいの叫びが、夜空に吸い込まれていく。

　しばらくの沈ちん黙もくの後。

「よくわからないけど。僕が君を屈くつ服ぷくさせることができないということはわかった」

　アーサー王が、何かを認めたように、そんなことを言った。

「ああ、なるほど確かに。君は僕を超こえる王の器なのかもしれない。でも……残念だ……それでも世界は終わる」

　そして──アーサー王は剣を頭上に掲かかげる。

　彼の最強の剣──【切り裂くエクス運命の鋼カリバー】を。

「そして……君がどうしても負けを認めない以上……もはや、こうするしか、この戦いを終わらせる手段はないようだね……」

　そして、アーサー王の掲げる【切り裂くエクス運命の鋼カリバー】に、《星オ気ー光ラ》が集まっていく。

　まるで、辺りが昼間のように明るくなっていく。

　最さい期ごの真銘宣言ロイヤル・ロードの構えであった。

「さようなら、瑠奈＝アルトゥール。遥か未来で出会った、真の王様」

　そして、剣に集まる光の奔ほん流りゆうが今にも堰せきを切りそうな、そんな時……

「ァアアアアサァアアアアアーーッ!?」

　瑠奈が最後の力を振り絞しぼって──駆け出す。

　最初の二、三歩は前によろめくように。

　そして、徐じよ々じよにぼろぼろの身体に勢いをつけて──この土ど壇たん場ばで、信じられないほどの速度で走り出す。その手に、折れてひび割れたエクスカリバーを携たずさえ、アーサー王に向かって、真まっ直すぐ駆けていく。

　だが──瑠奈とアーサー王の距きよ離り、十メートル。

　そのたった十メートルが、この瞬しゆん間かんは無限の距離であった。

　そして──

「真銘宣言ロイヤル・ロード──」

「ぁあああああああああああああああああああーーッ！」

「──【切り裂くエクス運命の鋼カリバー】」

　残ざん酷こくに、無む慈じ悲ひに。

　最後の宣言は為なされるのであった。

　世界が──最強の王おう剣けんが放つ光に吞のみ込まれ──白熱していく──




　────。




　──ああ、悔くやしいな。

　白い世界に吞み込まれていきながら、瑠奈は思った。

　──ねぇ、凜太朗。私は立派な王だった？　どうだった？

　瑠奈は考えた。

　──あはは、駄だ目めよね……貴方は良い勝負なんて評価しないもんね。

　──勝たなきゃ駄目よね……そうよね……

　──でもね……

　──一つだけ、心残りがあるの。わかる？

　──…………。

　──…………。

　──凜太朗……もし、今、貴方が私の傍そばにいれば……

　──私、きっと、ううん、絶対、勝てたと思う。

　──負け惜おしみじゃないし、凜太朗に頼たよりきるわけじゃない。そういうのじゃない。

　──ただ……貴方が私の傍に居れば、勝てた。

　──だってさぁ？　本来、王様って、別に一人で戦うものじゃないでしょう？

　──自分を支えてくれる家臣がいてこそのものじゃない？

　──ケイ卿きようも、那雪も、フェリシアも、ガウェイン卿も、エマも、ガラハッド卿も……他の皆みなもすっごく頼りになる仲間なんだけどさ……

　──でも、やっぱり、貴方がいないとさ……私……

　──……ねぇ？　凜太朗……




　そして──




「安心しろよ」

　不意に、妙みように懐なつかしい言葉が、瑠奈の耳に飛び込んできた。

「……言ったろ？　俺はもうすでに世界一の王様の、世界一の家臣だってな」

「……え？」

「だから、俺はお前の傍に帰ってくる。ああ、何度だってな」

　瑠奈が、目を開く。

　一番、最初に見えたのは闇やみだ。

　あの全すべてを切り裂く禍まが々まがしい光はすっかり払はらわれ、夜天を割るように開いた闇の亀き裂れつ。

　その下に立つ特とく濃のうの闇が、瑠奈を横よこ抱だきに抱かかえている。

　否いな──違ちがう。

　この闇は──深海の底よりも深き闇でありながら、全てを包み込む優しげな闇であった。

　その正体は──

「凜……太朗……？」

　徐々に閉じていく虚こ空くうの亀裂の下、呆ほうけたように呟く瑠奈。

「ああ、俺だよ。悪かったな、遅おそくなったわ」

　そう悪びれた様子もなく、悪戯いたずら坊ぼう主ずっぽく返すその闇の少年は──

　真ま神がみ凜太朗。

　魔人フオモール化した、真神凜太朗であった──








第六章　一つの選せん択たく









　その時、ミーシャは、間違いなく自分は死んだと思っていた。

　吠えるクエステイング・獣ビーストに轢ひき殺され、パロミデス卿もろとも粉々に砕くだけ散った。

　本気で、そう思っていたのだ。

　だが──




『グルォワァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?』




　突とつ如じよ、響ひびいた壮そう絶ぜつな断だん末まつ魔まに、はっと顔を上げる。

　見れば──あの吠えるクエステイング・獣ビーストが苦く悶もんの吠え声をあげて、のたうち回っているのだ。

　その巨きよ体たいが、地を転がり抉えぐり、近場の建物を叩たたき、崩ほう壊かいさせていく。

　まるで破は壊かいという概がい念ねんが嵐あらしとなって渦うず巻まいている壮絶な光景だが……確かに、徐々にあの無敵の吠えるクエステイング・獣ビーストが弱っていっている。

　その全身から黒い霧きりのようなものが抜ぬけていって、その存在が弱まっていっている。

　今、吠えるクエステイング・獣ビーストが滅ほろびていっているのだ──

「何が……あったの？　どういうことなの？」

「わからない……だが、吠えるクエステイング・獣ビーストは滅ぶ。それは間違いないようだよ」

「噓うそ……なんで……？」

　ミーシャは信じられないとばかりに、ぼうっとするしかない。

「そもそも、吠えるクエステイング・獣ビーストは、死や滅びが概念となって顕けん現げんした存在でしょう？　なんで、それが滅びるのよ……？　滅ぼせるわけがない……」

「ああ、そうだよ。人間は決して、そういった概念には勝てない。それが道理だ」

　ミーシャの疑問に、パロミデス卿が答える。

「でも……もし、人間を超えた存在がいたとしたら？　人間以上の、そもそも、そんな死や滅びの概念を創つくり出す側の概念存在ならばどうだろうか？」

「死や滅びを創り出す側の存在……？　そんなの神か魔王くらいのもの……」

　と、その時であった。

　大地じ響ひびきを立てて、ついにのたうち回る吠えるクエステイング・獣ビーストが力を失ったように、完全に倒たおれ伏ふして、停止する。

　その頭部の眉み間けんに、奇き妙みようなものが突つき刺ささっていた。

　この闇の中でもその存在を主張する二ふた振ふりの剣。

　紅と白の双そう剣けん──あのどこかで見たことあるような剣は。

「あ、あの剣は……ッ!?」

　驚きよう愕がくに固まるミーシャの眼前で。

　最後の足あ搔がきか、あるいは死に場所を求めてか。

　吠えるクエステイング・獣ビーストは、よろよろと何処かへと歩き始めていた……




　────。




「……ぁ……ぁあああ……」

「……マー……リン……？」

「う、噓ですわ……」

　唐とう突とつなる凜りん太た朗ろうの登場に、その場の誰だれもが言葉を失う中。

　凜太朗だけが、おどけたように言葉を続ける。

「いやぁ～、あのバロールのアホ、最後っ屁ぺに俺をフォモールの領地の奥深くまで引きずり込みやがってなぁ。俺、帰り道、さんざんばら道に迷っちまったんだわー」

「…………」

「普ふ通つうならジ・エンドなんだろうな。でも、俺は帰れない気がまるでしなかったんだぜ……なにせ」

　凜太朗が、サンザシのケルト十字を摑つかみ、瑠る奈なに見せる。

「どこまでも無限に広がる闇の中、お前の光が見えたんだ。お前が俺に示し続ける王たらんとする光……あの光を目指して歩けば、俺は必ず帰れる。何の疑いもなかったさ」

「…………」

「ま……そういうわけで、お前のおかげさ。お前が最後の最後の最後まで、往おう生じよう際ぎわが悪かったから、俺は現実界への道を見失わずに帰ってこれた。だから──」

　と、その時だった。

　凜太朗に横抱きに抱えられている瑠奈の右みぎ膝ひざが、ぶんと振り上げられ……

　ごっ！　凜太朗の側頭部を容よう赦しやなく打った。

「痛いっでぇえええええええええええ!?」

　たまらず悲鳴を上げる凜太朗。

「この、おま!?　バカ野や郎ろう!?　こんなシチュで一体、何しやが──ッ!?」

　だが、凜太朗が涙なみだ目めで抗こう議ぎするが……

「このバカ……ッ！　遅い……遅いのよ……ッ！」

　ボロボロと泣きながら、心の底から嬉うれしそうに笑う瑠奈の顔の前に。

「貴方あなたは私の家臣なんでしょう……ッ!?　家臣だったら、もっと早く、この私のもとに、きちんとはせ参じなさいよ……ッ！　もう、バカ……死し刑けいよ、死刑……ッ！」

「……ああ、悪かった」

　凜太朗の抗議はあっけなく、矛ほこを収めてしまうのであった。

「さて……」

　凜太朗が瑠奈を抱えたまま、アーサー王と向き直る。

　アーサー王も、何やら複雑な表情で凜太朗を真まっ直すぐ見つめる。

「……どうやら、感動のご対面……というわけにはいかないようだな。お互たがいに」

「そうだね……」

　マーリンとアーサー王……二人の間に、奇妙な空気が流れる。

　と、その時だ。

「……まさか……ここで来るなんて……マーリン……真ま神がみ凜太朗……ッ！」

　モルガンが二人の間に、割って入って憎にく々にくしげに吐はき捨てた。

「忌いま々いましい……我が運命から逃のがれ、この土ど壇たん場ばに現れるなんて……貴方は一体、どういう存在なの……ッ!?　貴方は此方こちら側の存在……瑠奈＝アルトゥールの傍に居たのは、私達が操あやつる一時的な運命の悪戯に過ぎないはず……ッ！

　なのに、なぜ!?　なぜ、この世界が滅ぶ瀬せ戸と際ぎわで、貴方は私達側にいない!?　なぜ、貴方は、そう瑠奈＝アルトゥールの側に居る!?」

「知るかよ、ボケ。俺は女……特に、可愛かわいい女の子の味方なんだよ。だーれが、てめえみてえな性しよう悪わるババアの思おも惑わく通りなんざなるか、バーカ」

「ぐ──ッ!?」

　だが、モルガンの激げつ昂こうは一いつ瞬しゆん。

　すぐさま、冷静さを取り戻もどして、言い捨てる。

「もう大勢は決しているんですよ……今さら、貴方が帰ってきたところで無む駄だなのです」

「ほーう？」

「貴方の仲間達は、皆、我々の手の者に討うたれます。貴方一人が帰ってきたところで、もうこの戦力差はどうにもならないのですよ？　おわかりですか？」

　すると、凜太朗がきょとんとして。

「だーっはははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　突とつ然ぜん、高笑いを始めたのだ。

「な、何がおかしいのですか!?」

「お前が、あんまりにもバカなこと言ってるからさ！」

　ひとしきり笑って、凜太朗がモルガンへ薄うすら笑いを向ける。

「ああ、あいつらの戦いは見てたぜ？　だがな……俺の仲間達が、今さら、あんな三下のザコどもに負けるわきゃあねえだろう!?」

「……は？」

　モルガンが、凜太朗の意味不明な言葉に呆あつ気けに取られる。

「ま、あのロシア女の敵だけは、人間という器うつわじゃ相手が悪いんで、俺がちょいと横やり入れちまったがな……他の連中の相手は、あいつらで充じゆう分ぶんだ。むしろ、負ける要素がどこにもねえよ。俺が手を貸すまでもねえ」

「な、な、何を……貴方は何を言って……現に……ッ！」

「じゃあ、もう一度、よくその節穴をかっぽじってよく見てみろよ」

　凜太朗が、吹ふきさらしの玉座の間から、闇に沈しずみゆくアヴァロニアの都市を見下ろす。

「そろそろ決着がつくはずさ」




　────。




「……こ、これは……ッ!?」

　ベイリン卿きようが愕がく然ぜんとして、立ち尽つくしていた。

「この勝負の分ぶん水すい嶺れいは、あの一瞬……ワイルド・ハントの鐘かねの音に気を取られ、貴様が足を止めたあの数秒だ……」

　地面に片かた膝ひざをついて不敵に短剣を構えるモルドレッド卿が、不敵に頰ほおを吊つり上げる。

「私の意識が一瞬飛んでいたあの数秒……あの数秒が貴様の敗因だッ！」

「────ッ!?」

　ベイリン卿が忌々しげに頭上を見上げる。

　空は──短剣で埋うめ尽くされていた。

　だが、それだけならば、今までと何も変わらない。

　ベイリン卿は雷らい速そくの剣と動きで、その全すべてを叩き落とすだけだ。

　だが、ベイリン卿が驚愕していたわけは……その短剣の数が、尋じん常じようではなかったということだ。まさに無限に近い本数が、空を完全に埋め尽くす勢いで、ベイリン卿にその切っ先を向けていたのだ。

「馬ば鹿かな……貴様の剣は、一度にあれほど多くの短剣を召しよう喚かんすることなど……ッ！」

「私の【根絶やす死の鋼エクスカリバー】を誤解していたな……私の【根絶やす死の鋼エクスカリバー】の短剣は、相手の身体からだに突き刺さるまで操作可能、つまり、決して消えん……ッ！」

「……ッ!?」

「今、貴様を囲んでいるのは、貴様が今まで弾はじき飛ばしに弾き飛ばした、全ての短剣達だ……ッ！」

　モルドレッド卿は、口元の血を拭ぬぐいながら、叫さけぶ。

「貴様は大層、己おのれの速度と手数に自信があるようだが……これならばどうだ!?　かわす隙すき間ますらなく、無限に近い数の短剣……貴様の雷速はこれをかわせるか!?　たった、二本の剣で全てを叩たたき落とせるかッ!?」

　そう、これこそが、今、モルドレッド卿の傍かたわらで倒れ伏している、ディナダン卿が残した最後の策……モルドレッド卿は、ディナダン卿の策を信じ、この瞬間のために、今までずっと耐たえ続けてきたのだ。守りに徹てつしてきた。

　ベイリン卿もその雷速剣で短剣を砕くだき続けてはいたが、その全てを砕ききれたわけではない。ゆえに、これだけの本数の短剣が場に溜たまるまで、モルドレッド卿はひたすら待っていたのである。

「……卑ひ怯きような……ッ！　このような騙だまし討うちなど……ッ！」

「卑怯？　騙し討ち？　ふっ……今さらだぞ？　私を誰だと思っている？」

　モルドレッド卿が不敵に返す。

「たとえ、卑怯、悪あく辣らつと罵ののしられようが、私には為なさねばならぬ大事がある！　それだけは……今も昔も変わらんッ！」

「くっ……」

「この手は、貴様が魔ま法ほうの類たぐいを使うのであれば、恐おそらく通じぬ……だが、これまでの戦いで確信した……ッ！　貴様に魔法はないッ！　究極の脳筋だッ！　この状じよう況きようで貴様が頼たのみとするのは、貴様が半生をかけて練り上げた、その雷速のみだッ！」

　ぎり、とベイリン卿が歯は嚙がみし、双剣を構える。

「いいだろう、捌さばききってやる……ッ！　我が雷速の真値を思い知れッッッ！」

「行くぞ、ベイリン卿！　真銘宣言ロイヤル・ロード──【根絶やす死の鋼エクスカリバー】ァアアアアーーッ！」

　途と端たん。

　無限の短剣が、まるで剣山の壁かべとなって、ベイリン卿へ前後左右頭上から、埋め尽くすように迫せまるのであった──




「おっと、おっと、戦いの最中に余よ所そ見み、申し訳ないッ！」

　破は滅めつの鐘の音に聞き入っていたペリノア王が、ふと眼前へと視線を落とす。

「……………………」

　そこには相変わらず、虚うつろな目をしたエマが前後不覚のまま、剣をだらりと両手に持って下げ、前まえ屈かがみ気味に俯うつむいている。

　ペリノア王の言葉に何も反応しない。

「むぅ……ッ！　無様なり……今の小生の隙を突つき、何らかの攻こう撃げきをしてくるようであれば、より見所があったものだがな……ッ！」

　そう言って、ペリノア王が再び、その大剣をエマに狙ねらい定める。

　その大剣には、相変わらず壮そう絶ぜつな《星オ気ー光ラ》が漲みなぎっている。

「エマさん、逃にげるんだ……ッ！　くそ、駄だ目めか……聞こえてないのか……ッ!?」

　パーシヴァル卿の声も届かない。

「……………………」

　エマは無言。

　まるで意識がないかのように、何も微び動どうだにしない。

　とうに力ちから尽つき果てているようであった。

「少々心苦しいが、我が剣でとどめてやることこそ、武人としてのせめてもの手た向むけ！　遠えん慮りよ無く、超ちよう特急であの世に送ってやろうッ！」

　そして、ペリノア王が大剣に最後の力を込こめて──

「逝ねぇえええええええええええええええええええええええええええいーーッ!?」

　──その剣を一気に、エマの頭上へと振ふり落とす。

　地球そのものを真っ二つにしてしまいかねないほどバカげた威い力りよくが乗ったその一撃は、エマを容よう赦しやなくぐしゃぐしゃに押し潰つぶさんと唸うなりを上げて迫り──

　その瞬間。

「……この時を……貴方が本気の全力を出すこの時を……待っていました……ッ！」

　不意に、エマの瞳ひとみに光が蘇よみがえる。

　エマが、突とつ如じよ、下げていた剣を撥はね上げる。

「起きていたか!?　だが、笑しよう止しぃいいいいいいいいいいーーッ!?」

　無論、エマがこの体勢で撥ね上げた剣が、ペリノア王の剛ごう剣けんを受け止められるはずもない。

　そのまま圧殺せんと、ペリノア王は剣を一気に振り下ろすが──

　エマは己が振り上げた剣が、ペリノア王の剣と嚙かみ合うと同時に。

　己の手首を柔やわらかく返して、それを受け止め、受け流し、そのペリノア王の剛剣の物理エネルギーを、全て自分の右足を軸じくとした回転運動に転化。

　ペリノア王の隕いん石せき落下のような剣にまるで逆らわず、駒こまのように旋せん回かいする。

　それは、コンマ一秒……否いな、須しゆ臾ゆ、瞬しゆん息そく、弾だん指し、刹せつ那な、六りつ徳とく、虚きよ、空くう、清せい、浄じようの狂くるいすら許されぬ、絶技。

　それは、エマが半生をかけて培つちかった柔じゆうの剣……ペリノア王が蔑さげすみ揶や揄ゆする、中身のない軽い剣の極地。この土壇場で為した奇き跡せきの業わざであった。

「まさか──小生の力を全て利用したカウンター攻撃だとぉおおおおおーーッ!?」

「私の軽い剣にも……意地があるんですーーッ！」

　そして、そのまま、エマは──

「真銘宣言ロイヤル・ロード──」

　自分の返し技に、ペリノア王自身の壮絶的なパワーと──

「──【切り裂く鋼エクスカリバー】ぁああああああああああああああああーーッ！」

　借り物のエクスカリバーの力を全て乗せ、最後にして最大の一撃を、ペリノア王に向かって、斜ななめ上に斬きり上げ放つのであった──




「ご、ふ……ッ!?」

　不意に、九く条じようが血を吐はいていた。

「ば、馬鹿な……ッ!?　こ、こんな……ッ!?」

　一歩、一歩、後ろによろめいていく九条。

　その時、フェリシアが自身が作った血だまりの中から、よろよろと剣を杖つえ代わりに立ち上がった。

「……一つ、仮説を立てていたんですの……」

「仮説……だとっ……ッ？！」

「ええ、貴方あなたの剣……【征服する武の鋼エクスカリバー】……常に、相手よりも強くなる剣……私と貴方の間に一定の実力差を作り続ける剣……でも、それって裏返せば……相手が弱くなればなるほど……同時に限りなく弱くなっていく剣でもあるってことでは……なくって？」

「～～～ッ!?」

　九条が愕然として、自分の背中を振り返る。

　すると、九条の背中に何かが張り付いている。

　それは、フェリシアの《伝令メツセンジヤー妖精・ピクシー》だ。

　小さな妖精が、短剣を九条の背中に突き立てていたのだ。

　致ち命めい傷しよう……というわけではない。

　だが、その当たり所は限りなく悪かった。

「ば、……か、な……ッ!?　こんな低級の最弱妖精が……ッ!?　この僕に……き、傷をつけたと……そういうのか!?　げほッ!?」

「……これは賭かけでしたけど……どうやら、正解だったようですわね……ッ！」

「まさか……ッ!?」

　九条がフェリシアを憎にく々にくしげに睨にらむ。

「君は……待っていたのか!?　自分が傷つき弱って……この僕の力が、伏ふく兵へいの低級妖精よりも落ちる、その瞬間を……ッ！」

「く、ふふふ……小こ賢ざかしい上に泥どろ臭くさくってごめんあそばせ、Ｍｒ．九条」

　そんなことを語るフェリシアは、優ゆう雅がさとはほど遠かったが、どこか不思議な気品に満みち溢あふれていた。

「格下と思って、油断しすぎですわ……ッ！　もっと、本気でわたくしを倒たおす気ならば……いくらでもやりようがありましたのに……ねッ！」

　そう、九条は自身のエクスカリバーの力に頼たより過ぎたのだ。

　一対一の状況で【征服する武の鋼エクスカリバー】が発動中ということは、それ即すなわち、相手は絶対に、自分には勝てないということ。

　それを絶望的な事実として相手へ突きつけるために、【征服する武の鋼エクスカリバー】を発動し続けたのが全すべての過あやまち。

　油断なくどこかで、剣けんの力を収め、普ふ通つうにトドメを刺させば良かったのだ。

「くそ……この、小賢しい……ッ！」

　九条が、震ふるえる手で【征服する武の鋼エクスカリバー】を振り上げるが……

「させませんわぁあああああーーッ！」

　ぶんっ！　フェリシアが杖代わりにしていた、自身の剣を投げる。

　投げた剣が、九条の剣をその手から弾き飛ばす。

「な、にぃ──ッ!?」

「はぁあああああああああああああああああああーーッ！」

　その隙に、フェリシアが最後の力を振り絞しぼって地を蹴けり、九条へ向かって突とつ進しん。

　そのまま繰くり出すその拳こぶしで、九条の顔面を殴なぐりつける。

「ご、は──ッ!?」

「貴方はさぞかし、苦戦などしたことないのでしょう!?　でも、こちとら、毎回毎回、こんな戦いばっかなのですわッ！」

　そうして、たまらずのけぞりよろめく九条へ、フェリシアがさらに殴りかかる。

「泥臭さなら、絶対に負けませんわぁああああーーッ！」




「……やっと、捕つかまえたよ、ランスロット卿きよう……」

「…………貴公……ッ!?」

　ランスロット卿の剣に胸部を深々と貫つらぬかれ、ゆっくりと崩くずれ落ちようとしていたガウェイン卿が左手で、ランスロット卿の剣を持つ腕うでを摑つかんで、踏ふみ止まっていた。

「ぐ、ぬぅ──ッ!?」

　ランスロット卿が慌あわてて、ガウェイン卿から剣を引き抜ぬこうとするが……抜けない。

「くっ……なぜだ……なぜ、死なぬ……ッ!?　普通なら致命傷だぞ……ッ!?」

「あいにく、僕はこの持って生まれた頑がん健けんさしか、君に勝まさり得る部分がないんでね……」

　鬼おにのような筋力に挟はさまれ、ランスロット卿の剣はぴくりとも動かない。

　ガウェイン卿は、血ち反へ吐どを吐きながらも、摑んだランスロット卿の腕を離さない。

　まるで動けないランスロット卿に対し……

　ガウェイン卿は右手の剣を振り上げた。

「…………」

　それを見て取った、ランスロット卿は何かを悟さとったように、抵てい抗こうを止める。

「……やはり、こうなったか」

「……？　やはり？　どういうことだい？」

　ランスロット卿の物言いに、ガウェイン卿が不思議そうに首を傾かしげる。

「自分で言ってなんだが……戦いは常に君の有利だった。やっぱり剣技も速度も、君のほうが遥かに上……正直、君が勝負を焦あせって、こんな風に僕の命を雑に取りに来なければ……君の勝ちだった。かつて、君と三日三晩戦った、あの時のようにね」

　そんなガウェイン卿へ、ランスロット卿は言った。

「ふっ、貴公はまるでわかってない。あの頃ころとは違ちがう……と言っただろう？」

「違う……？」

「騎き士しとしての真の強さを得た今の貴公を相手に……騎士の道を見失った今の私が、三日も保もつわけがあるまい？」

「…………」

「…………」

　しばらくの間、二人は至近距きよ離りで見つめ合って。

「くっ……あはは……あっはっは……」

「ふ、ふふ……」

　ほんの少しだけ、笑い合うのであった。

「なぁ、ランスロット卿……ずっと君に謝りたいことがあった……」

「……皆みなまで言うな、ガウェイン卿。互たがいに色々あった。……色々あり過ぎて、私達はすれ違ってしまったが……今はもう、昔の話だ……」

「……そうだね」

「私はただ、王の剣であれば良かった。王に忠誠を尽つくし、王のために働ければ、それで他に何も要いらなかった……そのはずだった……」

「そうだよ……僕もそうだった……それが騎士として当たり前の姿なのに……」

「人の心の弱さゆえか……それが酷ひどく難しいのだ……」

「……僕もそう思う」

　その時、二人は、かつて無我夢中で駆かけ抜けた伝説時代の風景を思い出していた。

　あの頃は、怒いかりも、哀かなしみも、喜びも、痛みも、愛も、涙なみだも、何もかもが熱かった。

　もう決して戻もどらぬ遠く懐なつかしいあの光景……そこには、彼ら二人の青春があったのだ。

　……そして。

「良い、死合いだった」

「そうだね……次、会う時は」

「ああ、また剣を交えよう。今度は負けぬ」

「こっちこそ」

　そんなことを言い合って。

　互いに見せ合う薄うすい微笑ほほえみで、全てを通じ合って。

　ガウェイン卿は、振ふり上げた剣を──振り下ろす。

　ランスロット卿は、まるで憑つき物が落ちたかのような穏おだやかな表情で、それを受け入れるのであった──




「そ、そんな……バカな……ッ!?」

　モルガンが自身の眼前に投射した映像を凝ぎよう視ししている。

　マナの霧きりと化して消しよう滅めつしていく、ベイリン卿、ペリノア王、ランスロット卿の姿を信じられないもののように目を丸くして見つめている。

「……だろ？」

　凜太朗は一人、訳知り顔だ。

　こうなることがわかっていたと言わんばかりのどや顔であった。

「くっ……」

「まぁ、なんだ……後はアレだ。悪党の親玉とその腰こし巾ぎん着ちやくをブッ倒して終わりだ」

　そう言って、凜太朗が獰どう猛もうな笑みを、アーサー王とモルガンへ向ける。

　あまりにも想定外のことが起こり過ぎて、狼狽うろたえるしかないモルガン。

　だが、そんなモルガンを尻しり目めに、アーサー王が一歩前へ出た。

「マーリン……」

「アーサー……」

　アーサー王と凜太朗が真まっ直すぐ向き合う。

「本当に久しぶりだね……会いたかったよ、君に……」

「……ああ、俺もだ」

　マーリンとアーサー。

　思えば、この二人の出会いが、全ての伝説の始まりだった。

　この二人の別れが、全ての終しゆう焉えんの始まりであった。

　あの伝説時代には様々な騎士がいて、様々な思いが交こう錯さくし、幾いくつもの物語が生まれた。

　だが、結局は、その物語の中心にあったのは……この二人であったのだろう。

「不思議な巡めぐり合わせだね……こんな形で君と再会できるなんてさ」

「ああ、俺もそう思うよ」

「今思えば……別に王としての栄光も、世界の平和も、騎士達の忠誠も……僕はどうでも良かったのかも知れない。ただ、君と一いつ緒しよに楽しいことができればそれでよかった……それだけで、僕は幸せだったんだ……」

「俺もな。それだけで、わくわくしたんだよ……お前と一緒にいれば、退たい屈くつなんて全部ぶっ飛んじまったんだ……」

　遥か過去に思いをはせながら、前世の記き憶おくに思いをはせながら、二人が語り合う。

「ねぇ、マーリン。できれば、僕はもう一度、君と共に歩んでいきたい。僕についてきて欲しい……駄だ目めかな？」

　そんなアーサー王の、懇こん願がんにも近い頼たのみに。

「……………………」

　凜太朗は無言をもって、返答する。

　アーサー王は、そんな凜太朗の沈ちん黙もくと、凜太朗が大切そうに抱だきかかえる瑠奈の姿を見比べて、やがて悟ったように、そしてどこか寂さみしげに微笑むのであった。

「そっか……君は見つけてしまったんだね……僕以上に仕えるべき相手を……」

「ああ、そうだ。浮うわ気き性しようで悪いな」

　対する凜太朗もどこか寂しげに目を伏ふせる。

「今のお前は見てられねえよ。だが、それ以上に……俺は、こいつと一緒に歩いて行きてえんだ。こいつが王として歩む道を、為なすことを見守ってやりてえんだ」

「あはは、あの捻ひねくれマーリンにそこまで言わせるなんて……君は幸せものだなぁ、瑠奈＝アルトゥール。いいなぁ……君がうらやましいよ」

　恐おそらく、それは本心からの言葉だったのだろう。

　アーサー王は朗ほがらかに笑っていた。

　そして──

「そろそろ、始めようか」

「ああ」

　アーサー王が剣を構え、凜太朗が静かに抱かかえる瑠奈を下ろす。

「……瑠奈、全力でいけ」

「凜太朗」

「お前の全てを、あいつにぶつけてやれ。そのための道は、俺が切り開く……できるな？」

「……ッ!?」

　そんな凜太朗の言葉に。

「当然よッ！　誰だれに物言っているわけ!?」

　瑠奈は不敵な笑みを浮うかべて、二本の足で立ち上がる。

　全身傷だらけの痛々しい状態はそのままだが、それを感じさせない活力と凜り々りしさに満みち溢あふれていた。

「小こ賢ざかしい！　小賢しいわッ！　マーリンッ！　貴方あなたごときに、ワイルド・ハントを邪じや魔まされてなるものかッ！　この私がこの幾いく星せい霜そう、描えがき続けた荒唐無稽劇グラン・ギニヨールを覆くつがえさせてなるものかァアアアアアアアアアアアーーッ!?」

　モルガンがいきり立って、双そう矛ほこ槍やりを構える。

「へっ！　演出家の交代を要求するぜ!?　三流作劇過ぎて見ちゃいられねえぜ！」

　凜太朗が、瞬しゆん時じにその手に紅白の双そう剣けんを召しよう喚かんし──構える。

「……勝つッ！　絶対に勝つわッ！　私こそが真の王だから！」

　瑠奈も、折れた剣を構える。

　そして──

　誰が、その瞬間を計ったか。

　凜太朗、瑠奈、アーサー王、モルガン。

　その四人が、一いつ斉せいに動き出した。

「はぁあああああああああああああああああああああーーッ！」

　剣を振り上げて、突とつ進しんする瑠奈。

　だが、それよりも素す早ばやくアーサー王が動く。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【切り裂くエクス運命の鋼カリバー】──ッ！」

　アーサー王の掲かかげた剣が眩まばゆい光を放ち始める。

　が──

　そのアーサー王の掲げた光が生み出した、アーサー王自身の影かげ……

　そこから、もう一人の凜太朗の姿が現れ、背後からアーサー王へと鋭するどく斬きりかかる。

　凜太朗の闇やみ魔術【影潜もぐり】──による瞬間移動だ。

　ぎんっ！

　凜太朗の双剣と、身を翻ひるがえしたアーサー王のエクスカリバーが交錯。

「対処法は同じだぜ」

「……マーリン……ッ!?」

「どんなに無敵の能力だろーが、出す前に潰つぶせばいい！　俺なら不可能じゃねえッ！」

「マァアアアアアリィイイイイイイイインッ！」

　だが、そんな凜太朗の背中へ、モルガンが斬りかかる。

　アーサー王から飛び離はなれた凜太朗が、モルガンへと向き直り──

「ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　そこをスイッチし、瑠奈がアーサー王へと斬りかかった。

　ぎぃいいいいいいいんッ！

　先さき程ほどまでとはまるで別次元の威い力りよくの瑠奈の斬ざん撃げきが──むしろ、この戦いの当初よりも数段強くなった斬撃が、アーサー王にたたらを践ふませる。

「く……この力は……ッ!?　一体、なぜ……ッ!?」

「決まってるでしょ、最高の家臣が来てくれたんだもの！　王としては張り切っちゃうでしょう!?」

　堪たまらず後ろに跳とび下がるアーサー王を、瑠奈は勢いに任せて剣を振るい、二太た刀ち、三太刀と追撃していく──

「まさか、こんな──ッ!?」

　慌あわてたのはモルガンだ。

　凜太朗と、剣と槍やりとを激しくぶつけ合いながら、歯は嚙がみする。

「あの瑠奈が、アーサーを押している……くっ!?」

　だが、モルガンは動どう揺ようをかみ殺し、冷静に眼前の凜太朗へ対処しようとする。

　凜太朗の嵐あらしのような猛もう撃げきを、双矛槍を旋せん風ぷうのように旋回させ、打ち落としていく。

　撃音、撃音、撃音。

　一太刀かみ合うごとに、凄すさまじい衝しよう撃げきが辺りを突つき抜ぬけていく。

「問題ない……ええ、問題はまったくありませんわ……ッ!?」

「ほう!?　何がどう問題ないってんだ!?」

　凜太朗がモルガンの連続突きをはじき落としながら、せせら笑う。

「てめえらのくだらねー野望はここで終わりだ！　問題だらけだと思うんだがな!?」

「ふん！　何をバカな！　だから、底が浅いんですよ！」

　モルガンが槍から渦うず巻まくような炎ほのおを放つ。

　凜太朗が真横に振るう剣から同じく黒い炎を放ち、相そう殺さいする。

「ここで即そく座ざに貴方を始末し、アーサー王に加勢して、瑠奈を始末する……それで、全すべてが丸く収まるのではなくって!?」

「ほう!?　てめーが俺を倒たおすってのか!?　面おも白しれぇ、やってみやがれよーーッ！」

「ええ、もちろん！　私は《運命の三女め神がみ》が一柱……貴方を倒すことなど、近未来を予知すれば、まるで造作もないことを──」

　そうほくそ笑みながら。

　我が武む者しや羅らに剣を振ふるってくる凜太朗を、槍でいなしながら。

　モルガンは──未来を読む。

　凜太朗が、これから繰くり出してくる行動の全てを読み切る──

　──が。




『きゃああああああああああああああああああああーーッ!?』




　──今から、百八十四手目で、自分が凜太朗の剣に斬り伏せられる……そんな未来が、モルガンに見えたのであった。

「──ひッ!?」

　思わず喉のどを鳴らして、縮こまるモルガン。

　刹せつ那な迫せまってくる、凜太朗の横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、辛かろうじてかわすモルガン。

　真っ青になったモルガンを、容よう赦しやなく攻せめ立てる凜太朗。

「どうやら、素す敵てきな未来が見えたようだな!?」

「なんで……どうして!?」

　戦い方や立ち回りが悪かったのだろうか？

　そう思い、モルガンは自分の立ち回りや戦法を変え、何度も何度も、未来を予知する。

　凜太朗の行動を読み切り、それを上回ろうとする。

　──しかし。




『きゃああああああああああああああああああああーーッ!?』




「ひぃいいいいい!?」

　……何度、未来を予知しても、結局は、モルガンは凜太朗に斬り伏せられる運命へと収束してしまうのだ──

「噓うそ、噓よ……ッ!?　こんなの噓……ッ！　どうして私がこんな……ッ!?」

　最も早はやすっかり余よ裕ゆうをなくしたモルガンが、半はん狂きよう乱らんで凜太朗の猛もう攻こうを捌さばき続ける。

　今にも押し切られそうな勢いで攻め立ててくる凜太朗の猛撃を捌き続ける。

　だが。

　当然、モルガンの未来予知結果が変わる気配は微み塵じんもなく。

「嫌いや、嫌、嫌ぁ……ッ！」

　無む慈じ悲ひに手数は消費され、その運命の成じよう就じゆの時だけが残ざん酷こくに近づいてくる。

「なんで!?　どうして!?」

「話は簡単だぜ!?　今のお前が何をしようが覆らねえほど、俺の方が強つえぇ！　それだけだッ！」

「そんな……ッ！　これがマーリン……バロールの落とし仔ご……ッ!?」

　だが、それだけじゃない。

　それだけじゃないはず。

　今のマーリンには、バロールをも超こえかねない何か別の力が覚かく醒せいしかけている。

　一体、何が……？　一体、どこでなんの歯車が狂くるったのだろう？

　だが、そんなことを今考察している暇ひまなど、モルガンにはなくて。

　ただただ、もう目と鼻の先まで迫せまった破は滅めつを回かい避ひしようと、わらをも摑つかむ思いで必死に槍を動かして、動かして、動かして……

　それでも結局、どうしようもなくて……

「嫌……嫌ぁ……後、もう少しなのに……ッ！　もう少しであの人に会えるのに……こんな、……こんな、こんなぁ……ッ!?」

「悪いが──」

　ぎぃいいいいんっ！
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　凜太朗が双剣を左右に撥はね上げると。

　モルガンの両手から、双矛槍が弾はじけ飛んで、離れていって──

　そして──

「きゃああああああああああああああああああああーーッ!?」

　上がる断だん末まつ魔まの悲鳴。

　凜太朗の双剣がＸ字を描いて、モルガンを斬り伏ふせていて──

　そして、それは同時であった。




　パッキィイイイイイイイン！




　辺りに、凄せい絶ぜつにて静せい謐ひつなる金属音が響ひびき渡わたる。

「～～～ッ！」

　その音の中心には、剣を振り抜いている格好の瑠奈と。

「あ……」

　その前で呆ぼう然ぜんと剣を構えている格好のアーサー王。

　そのアーサー王の剣が……根元から折れていた。

　そんな光景を目まの当たりにしたアーサーは、その一いつ瞬しゆん、目を丸くして瞬しばたたかせていたが……やがて、どこか納なつ得とくしたように、満足げに目を閉じる。

　そして、そんなアーサー王へ──

「私の──」

　瑠奈がさらに力強く一歩踏ふみ込んで、剣けんを振り上げて──

「──勝ちよぉおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　振り下ろす。

　瑠奈渾こん身しんの最後の剣は、無防備なアーサー王を斬りつけ、その斬撃の威力で、アーサー王の身体からだを大きく吹ふき飛ばすのであった。




　──ここに決着はついたのであった。








第七章　最終決戦









　とある路地裏にて。

「ぜぇ……ぜぇ……まさか……君が……ここまでやるとは……」

　壁かべに背を預け、九く条じようがぐったりと座り込んでいる。

「……はは、もう……指の一本も動かないよ……」

「勝負あり……でしたわね」

　フェリシアが落ちている自身のエクスカリバーを拾って九条の前に立ち、その眉み間けんへ剣を突きつけていた。

　九条から少し離れた場所には、九条自身のエクスカリバーが落ちている。

　それは真っ二つに折れ、ぐずぐずと崩くずれ落ちていっている。

　それ即すなわち……九条が敗北を認めた。

《王キング》としての資格を失った……そういうことになる。

　……のだが。

「……解げせませんわね」

　フェリシアがそんな九条のエクスカリバーを一いち瞥べつし、眉まゆをひそめていった。

「貴方あなた、仰おつしやいましたわよね？　救いたい人がいると」

「…………」

「そんな貴方が、格下の小こ娘むすめにちょっと出し抜かれて、コテンパンにされただけで、敗北を認める？　解せないにもほどがありますわ。一体、何を企たくらんで……？」

「疑うたぐり深いにもほどがあるぞ、フェリシア」

　ふっ、と苦く笑しようする九条。

「同時に、僕はこうも言ったろう？　〝王になど興味はない〟って」

「…………」

「くくく、僕は彼女さえ救えれば、それでいいんだ……他はどうでもいい……もう目的は達成された……もう僕に戦う理由はない……」

「目的が達成された……？　一体、何を……？」

「恐おそらく、今回の事件でこの世界は……いや、少なくともこの島は……とある不可逆的な変革が起きるだろう……以前の世界では死ぬしかなかった彼女は、その変革後の世界では生きながらえることができる……つまり、僕の戦いは終わりというわけさ……」

「…………」

　噓を言っている様子は……なさそうだった。

「さて……後は、余計なゴミの後始末だ」

　すると、九条はフェリシアを真まっ直すぐ見上げて言った。

「僕を殺せ、フェリシア＝フェルラルド」

「!?」

　九条の言葉に、呆あつ気けに取られるフェリシア。

「な、何を……何を言っていますの!?　もう勝負は──」

「言ったろう？　僕の戦いは終わった。もう僕の役目は終わった……僕が生きている価値も意味もない。後は消えるだけさ……ゴミのようにね。元々……この戦いが……全すべてが終わったら、そうするつもりだったのさ……」

「ふ、ふざけないでくださいましッ!?」

　フェリシアが激げつ昂こうして九条に凄すごむ。

「貴方、言うにこと欠いて、一体、何を仰っていますの!?」

　確かに自分達は戦争をやっている。戦いの最中、相手を殺あやめることもあるだろう。

　だが、一度勝負がついた以上、それ以上をやるのは〝違ちがう〟。ルール違い反はんだ。

　他の連中がどうするかなど知らない、関係ない。それは、誇ほこり高き王たらんとするフェリシアが、フェリシア自身に課す信念だ。

　しかし、九条は──

「ははは、僕に生きる資格があると思うのか？　僕は、自分の目的のため……彼女を救うために、ありとあらゆる無関係の人間達を殺し続けてきた外げ道どうだぞ？　こっち側の人間だから、誰だれも僕を裁けないが……本来、いくつ死し刑けいを受けても足らない人間さ。目的を達成した以上、このような屑くずが、この世界に存在していていいわけがないだろう？」

「そ、それは……でも……ッ!?」

「そんなことは許されない。僕は消えなければならない……完全に彼女の周りから消えてしまわなければならない。こんな汚よごれた僕が傍そばに居たのでは……彼女はいつか必ず不幸になる……これが彼女のため……」

　そして、九条は、いつの間にか握にぎっていた短剣の切っ先を己おのが心臓の真上に宛あてがう。

　そのまま迷いなく短剣を自分の胸に突つき立てようとして──

　ぱしっ！

　咄とつ嗟さに踏み込んだフェリシアが、その九条の短剣を握る手を押さえていた。

「……フェリシア？」

　意外そうに眉を顰ひそめる九条。

「貴方は剣を失い、《王キング》の資格を失った……もう勝負はつきました……なのに、そんな後味の悪い結末はご免めんですわ」

　フェリシアがそんな九条を真っ直ぐ見み据すえ、叫さけぶ。

「ああ、確かに貴方は決して許されない大罪人なのやもしれません！　ですが、その貴方が救いたかったという御お方かたはどうなるのですか!?　貴方に置いて逝ゆかれるその御方は一体、どうなるのですか!?」

「…………」

「家族か、あるいは恋こい人びとか……貴方がそれほど手を汚してまで救いたいと願った人です……ッ！　そんな御方が、貴方の死を悼いたまないと本気で思っているのですか!?」

「己うぬ惚ぼれかもしれないが……彼女は、僕の死をとても悼んでくれるだろうね。彼女は本当に性しよう根ねの優やさしい、こんな薄うす汚よごれた僕には勿もつ体たいない人だったから……」

「だったら、ですわ！」

　フェリシアが九条の胸むなぐらを摑んで吠ほえかかる。

「安易に死を選ぶのは許しませんわ！　貴方の罪はこの世界の誰もが裁けないし、決して許されることじゃない！　ならば、せめて罪を償つぐなう方法を……」

　フェリシアが激昂して思いの丈たけを九条へぶつけていた……その時であった。




　ごっ！




　その路地裏の一角が突とつ然ぜん、大だい音おん響きようを上げて崩れた。

　周囲のビルを破は壊かいして、その場に唐とう突とつに現れたのは──

「──吠えるクエステイング・獣ビースト!?」

　なぜか、その身から黒い煙けむりを立てて、その存在は相当に弱まり、薄うすまっている。

　素人しろうと目めにもわかる。この吠えるクエステイング・獣ビーストは最も早はや、死にかけだ。

　だが、断末魔代わりなのか、吠えるクエステイング・獣ビーストはまだ少なくないその大質量の身体で、のたうち回りながら……フェリシア達の近くにあるビルへと激げき突とつし、そのまま沈ちん黙もくした。

　ビルが真っ二つに折れて……その先せん端たん部位が、フェリシアと九条の上に落ちてくる……

「……くっ!?　しまっ──」

　フェリシアが九条に肩かたを貸して、即そく座ざにその場を離はなれようとする。

　だが、その身体は、がくり、とその場に崩れ落ちてしまう。

　とっくに身体は限界を迎むかえていたのだ。力がまるで入らない。

　後、ほんの数メートル。

　たった数メートルだけ前へ移動すれば、ビルの倒とう壊かいに巻き込まれるのを避さけられるのに……今のフェリシアには、たったそれだけができない。

　戦いの流れの果てに、ガウェイン卿きようともはぐれてしまった今、もうどうしようもない。

「……なんてこと……わたくし、こんなことで……？」

　フェリシアの顔が理り不ふ尽じんに迫せまる死を前に、絶望色に染まりかけていると。

　どんっ！

　不意に背中を襲おそった衝しよう撃げきに、フェリシアの身体が宙を舞まう。

　数メートル分、フェリシアが前方へ転がっていく。

　咄嗟に身を起こし、背後を見やれば……

「……Ｍｒ．九条!?」

　同じく最後の力で、フェリシアを突き飛ばしていた九条の姿があった。

　なぜ？　どうして？

　そんな風に愕がく然ぜんとするフェリシアの前で。

「……君に願えた義理じゃないが」

　どこか憑つき物が落ちたような表情の九条が、最さい期ごの言葉を残す。

「もし、縁えんがあったら……琴こと音ねに……よろしく頼──」

　そんな九条の言葉を塞ふさぐように。

　ビルの先せん端たん部位と大量の瓦が礫れきが、九条へと降り注ぎ、吞のみ込んでいくのであった──

「……………………」

　建物の崩ほう落らくが落ち着き、辺りを包む静せい寂じやく。

　ついに本格的に消しよう滅めつしていく吠えるクエステイング・獣ビーストを余よ所そに、フェリシアは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、九条の墓標となった眼前の瓦礫の山を、ぼんやりと見つめる。

　九条が最期に残した言葉を反はん芻すうする。

「そうまで……して……？　そうまでして、その人のために……？」

　確かに、九条は悪人であり、外道だった。

　だけど、九条がその救いたいと願う彼女へ向ける愛は、恐らくはきっと……

「……バカな人……」

　フェリシアがぽつりと、そう呟つぶやく。

　だが、その横顔は、どこか切なげで。

　フェリシアは黙だまって十字の聖印を切り、祈いのりを捧ささげるのであった。




　戦いの熱の余よ韻いん残る静寂が、辺りを支配していた。

　瑠る奈なとアーサー王。

　凜りん太た朗ろうとモルガン。

　その壮そう絶ぜつなる戦いに、ついに決着がついた。

「か、勝ったの……ですか……？」

「凜太朗君……」

　ガラハッド卿も、那な雪ゆきも、ケイ卿も……傷つき倒たおれて、その戦いを見守ることしかできなかった者達が、まるで心ここにあらずといった雰ふん囲い気きで、その場を見つめている。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ!?　げほっ!?　ごほっ!?」

「…………」

　荒あらい息を吐はいて立ち尽くす瑠奈の前に、膝ひざを折って蹲うずくまっているアーサー王。

　そして。

「あ、ぅ……嫌いやぁ…………せっかく……ここまで……」

　元の魔ま女じよの姿に戻もどった身体からだを引きずって、床ゆかを這はって逃にげようとするモルガンと、それを黙って目で追う凜太朗。

　血ち塗まみれのモルガンは、血に濡ぬれた頰ほおをさらに溢あふれる涙なみだで濡らし、何かを求めるように虚こ空くうに手を伸のばしながら……這っていく。

　ずる、ずる、と這っていく……

「後……少しで……もう少しで……会えるのに……ずっと……会いたかった……愛いとしい……あの……人……なの、に……なのに……なん……で……？」

　だが。

　モルガンは……やがて力ちから尽つきたように、がくりと手を下ろして……

「…………どう……して……？　アコ……ロ……私は……ただ……貴方あなたに……もう一度……だけ……会い……、…………」

　……そのまま沈黙する。

　そして──その身体はゆっくりとマナの霧きりと化して、消滅していった。

　これが、このアーサー王継けい承しよう戦を、凜太朗達の運命を、さんざん弄もてあそび、振ふり回し続けた邪じや悪あくな黒い魔女の……最期なのであった。

「……きっと、お前にも譲ゆずれない何かがあったんだろうな……いかなる他者を踏ふみつけにしてでも叶かなえたかった、成し遂とげたかった……そんな何かが……」

　凜太朗が双そう剣けんを鞘さやに収めながら、ぼそりと呟いた。

「今となっては、もう知る由よしもねーけどよ……」

　だがしかし、本来、戦いなんてそんなものだ。

　皆みな、誰しもが譲れない思いのために戦っているのだ。

　譲れないものがあるからこそ、戦わざるを得なかったのだ。

　なんてことはない、この戦いに関かかわった全すべての人間がそうだったのだ。

　顔を合わせることなく敗退していった《王キング》達も。

　ひょっとしたら、あの九条にも、そういうものがあったのかもしれない。

「……瑠奈」

　凜太朗が振り返って歩き、荒い息を吐く瑠奈の隣となりに並ぶ。

　瑠奈の前には、アーサー王が相変わらず、俯うつむき蹲っている。

　その身体からは、ちりちりとマナの粒りゆう子しが零こぼれていっており、少しずつ、アーサー王の存在感は薄くなっていた。

「……終わりだな」

「そうみたいね」

「ああ、そうだね……終わったよ……」

　凜太朗、瑠奈、アーサー王が口々にそう言う。

「望まぬ形と在り方で召しよう喚かんされた僕だけど……君と……いや、君達と会えてよかったよ、マーリン……瑠奈……」

「俺もだ」

「私もよ、ご先祖様」

　そして、そんな彼らの様子を。

「…………」

　ケイ卿、那雪、ガラハッド卿の三人は黙って見守っている。

「瑠奈、君こそが……真の王だ。正しく僕の後こう継けい者しやだ」

「当然じゃない！」

「マーリン……いや、凜太朗……彼女を支えてあげてくれ……」

　そして、アーサー王は少し悪戯いたずらっぽく笑って付け加える。

「今度は、途と中ちゆうで放ほうり出したりしないようにね」

「ああ、わかったよ」

　どこかふて腐くされたように苦く笑しようしながら応じる凜太朗。

　そして……アーサー王は少し離れた場所で、そんなやりとりを見守るケイ卿達にも振り返る。

「義姉ねえさんも……君達も……こんな子孫だけど……どうか付き合ってあげてね」

「……ぐすっ……ひっく……わかってるよ……お姉ちゃんわかってるから……ッ！」

「はい、わかりました、王様」

「……かつての主君の命とあらば」

　ケイ卿も、那雪も、ガラハッド卿も口々に頷うなずいて。

「……ああ、これでようやく自由になれる……安心して、アヴァロンへ還かえれる……」

　アーサー王が、満足したようにそう呟いた……その時だった。




　どくん……




　世界が……不ふ穏おんに胎たい動どうした。

　見えないところで、闇やみの混こん沌とんがうごめいた……そんな気配。

「え？　何、今の……？」

　瑠奈はきょとんと目を瞬しばたたかせるしかなかったが……

「なん……だと……ッ!?」

　凜太朗が。

「そ、そんな……早すぎる……ッ！」

　今、この瞬しゆん間かんにも消滅していっているアーサー王が。

「【炎の剣ラハトヘレヴ】が震ふるえている……？　この邪悪な気配は……ッ!?」

　己が剣の震えを感じ取っているケイ卿が。

「融ゆう合ごうしている……？　《意識の帳とばり》が崩ほう壊かいして……現実界と幻げん想そう界が……ッ!?」

　世界の変へん貌ぼうを感じ取っている那雪が。

「まさか……間に合わなかったっていうの!?　いや、でも、確かにあの時……ッ！」

　全てを悟さとってしまったガラハッド卿が。

　誰だれもが絶望の色を色いろ濃こく浮うかべ、呆然と立ち尽くしている。

　そうしている間にも。

　どくん、どくん、どくん……世界が胎動する。震えていく。

　ごごごと、この人工島全土を激しい地じ震しんが襲い、空から、海から、地から、洪こう水ずいのような闇が蟠わだかまり、この世界の全てを覆おおってくる。

　それは、まるで闇色の津つ波なみが押し寄せ、この世界全てを深海の底へと引きずり込んでしまわんとしているかのような光景であった。

「ちょっと、ちょっと、何よ!?　何なのよ!?　全部終わって、ハッピーエンドじゃなかったわけ!?」

「違ちがう……君達は……間に合わなかったんだ……」

　アーサー王が顔を上げ、残念そうに言った。

「日は変わった。ワイルド・ハントは起きた……起こってしまったんだ」

「ちょっと待ちなさいよ！　だから、ご先祖様がワイルド・ハントを率いて、世界の空を駆かける前に、ぶん殴なぐって止めたじゃない!?」

「だけど、ここでは起きた。この人工島では成った。先刻、空を覆う妖よう魔まの群れを見ただろう？　あれで《意識の帳》に圧あつ倒とう的な亀き裂れつが入った。小規模ながら《人理の崩壊カタストロフイ》は起こってしまったんだ……」

「なんですって……ッ!?」

「そして……このワイルド・ハントはそもそも、誰が何のために起こしたかったか……もう知っているよね？」

「魔王……バロール……ッ！」

　ぎり、と。瑠奈が折れた剣を握にぎりしめる手に力を込こめる。

「本来なら、こんな不完全な《人理の崩壊カタストロフイ》では、バロールほどの強大な存在は、幻想界から現実界に出て来ることはできないはずだけど……バロールはどうしても、この現実界に出たかったらしい……見て……」

　そう言って、アーサー王が手を掲かかげる。

　その手は……闇に浸しん食しよくされ、真っ黒になっていた。

　見れば、アーサー王の全身が、徐じよ々じよに闇に染まりつつあったのだ。

「それ……ッ!?」

「逆召喚さ。僕はバロールによって、存在本質と概がい念ねんをねじ曲げられ、この世界に召喚された……ゆえに、僕とバロールには霊れい的てきに接続している……それを利用して、今、生じた《意識の帳》の隙すき間まを強ごう引いんにこじ開け、僕の身体を依より代しろに、この現実界に降臨しようとしているんだ……進出先の世界に受け入れる器うつわがあるのなら……不可能じゃない」

　瑠奈はふと思い出す。

　聖せい杯はい探たん索さくの最期、ヴィヴィアンの身体を浸しん食しよくして、瑠奈達の前に現れたバロールを。

「そんな……どうすればいいのよ!?　困るんだけど!?」

「残念ながら……もう、どうしようも……どうしようも……くく、……ははは、はははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　不意に、アーサー王が高笑いしていく。

　完全に闇に染まったその姿が、ぼごぼごと膨ふくれあがり変貌していく。肉が混ざって弾はじけるような不快な音と共に、一ひと塊かたまりの闇となったアーサー王が、苦しげに後ずさる。

　アーサー王だった闇の塊は、一歩また一歩と後ずさり……やがて、絶句する一同の前で、完全に吹ふきさらしと化した玉座の間のへりから、呆あつ気けなく落下していく。

　だが、その落下した先から、爆ばく発はつ的に闇と混沌が脹ふくれあがっていった。




　──〝牢ろう記きせよ、矮わい小しようなる愚ぐ者しやの仔こらよ〟──

　──〝汝なんじ、深しん淵えんを覗のぞき込む時、深淵もまた汝を覗き込んでいるのだ〟──




　へりに巨きよ大だいな手をかけ、闇の塊が見上げる程ほど高き山の如ごとき巨人へと成長していく。

　それは常識という境界の外側──悪夢からの使者という他に無かった。

　顕けん現げんするは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる鬼き神しんのごとき体たい軀くと異貌。夜や叉しやの如き白銀の髪かみ。

　シャガッと開かれる金色の右目。なぜか重く瞼まぶたに閉とざされたままの左目。

　黒キャメロット城よりも遥かに高き、雲を突つかんばかりのその巨きよ軀く。

　見るも悍おぞましき、その姿──

　フォモールの支配者が、ついにこの現世に降臨す。

『ふははははははははッ！　成った！　ついに成ったぞぉおおおーーッ!?　我はバロール！　《魔ま眼がんの魔王》バロールッ！　幾いく星せい霜そうの時を超こえて、ついに、ついに……我はこの世界に君臨を果たしたのだッ!?　ふはははははははははははははーーッ！』

　誰もが、呆ぼう然ぜんとその絶望を見上げるしかない。

「魔王バロールの……本体降臨だとぉ……ッ!?」

　凜太朗が頭上の悪夢を見上げながら、うめいた。

　以前、凜太朗が聖杯探索の最中で戦った分ぶん霊れいなどとは格が違う。

　分霊とは、本体から分けられた、本体のほんの一ひと欠片かけらに過ぎない。

『矮小で脆ぜい弱じやくなる人間どもよ！　目で見よ、我が神しん威い！　思い出すが良い、我が恐きよう怖ふ！　貴様らがそうあれかしと望んだ破は滅めつの絶望が、今、再び貴様ら人間を支配し、蹂じゆう躙りんする時代がやってきたのだッ！』

　バロールがその両手を広げる。

　すると、人工島の四方八方から、天空を堕おとさんばかりの闇の水柱が上がり、それが巨大な津波となって、人工島の中心へと一気に押し寄せてくる。

　まるでスケールの違う天変地異に、為なす術すべなどまるで無し。

　あっという間に、人工島全土が闇の深海の奥底へと吞のみ込まれていく──




　闇の津波が押し寄せる。

　高層ビルよりも高い、闇の津波が押し寄せてくる。




「な、なんなんですの!?　アレは!?　一体、何が起きて……ッ!?」

　押し寄せてくる闇の津波を、呆然と見上げるフェリシア。

「に、逃にげましょう！　フェリシア！　あれはどうにもなりません！」

　先程合流を果たしたガウェイン卿きようが、そんなフェリシアの手を引こうとする。

「でも……逃げるって……一体、どこへ……？」

「そ、それは……」

　そんな彼らに、闇は迫せまり来る。

　迫り来る、迫り来る、迫り来る……闇が押し寄せてくる──




「あれは、まさか……間に合わなかったのか!?」

　ビルよりも高く押し寄せてくる闇の津波を、愕がく然ぜんと見上げるモルドレッド卿。

「やれやれ、賭かけには負けたか……読みは悪くなかったんだけどね……」

　ぐしゃりと、空になった煙草たばこの箱を握り潰つぶすディナダン卿。

「くそ、ここまで来て……ッ！　何か……何か手はないのか……ッ!?」

「…………」

　モルドレッド卿が悔くやしげに地面を叩たたき、ディナダン卿が苦い顔でそれを見つめる。

　そんな彼らに、闇は迫り来る。

　迫り来る、迫り来る、迫り来る……闇が押し寄せてくる──




「こ、怖こわい……怖いです、パーシヴァル卿……」

「……七なな美み……大だい丈じよう夫ぶだよ、僕がついている……」

　パーシヴァル卿へ、七美が抱だきついて震えている。

「すみません……私が最後の真銘宣言ロイヤル・ロードさえしなければ、七美さんだけは……」

　エマが悔くいるように呻うめくが、パーシヴァル卿が力なく首を振ふった。

「いや……結局は同じことさ。今、世界は終わるのだから……」

　そんな彼らに、闇は迫り来る。

　迫り来る、迫り来る、迫り来る……闇が押し寄せて来る──




「瑠奈＝アルトゥール……あの子、アレだけ大口叩いておいて……ッ！」

　濁だく流りゆうに唸うなりを上げて迫って来る闇の津波を見み据すえ、ミーシャが吐はき捨てる。

「無茶言うなよ」

　パロミデス卿がそんなミーシャを宥なだめるように呟つぶやいた。

「それだけ敵が強大だったんだ……僕らに何ができた？」

「わかってるわ、そんなこと！　それでも、あの子ならなんとかしてくれるってッ！　悔しい……ッ！　人に背負わせるばかりで、何もできない自分が悔しいの……ッ！」

「ミーシャ……」

　そんな彼らに、闇やみは迫り来る。

　迫り来る、迫り来る、迫り来る……闇が押し寄せてくる──




　そして──闇は残ざん酷こくなまでに平等に、都市の全すべてを容よう赦しやなく吞み込んでいった。

　そこにあった、全てを。

　怒いかりも、哀かなしみも、何もかもを──




「な……」

　凜太朗達は、眼下に広がるその光景を、呆然と見つめることしかできない。

　最も早はや、人工島の大部分が闇の深海の底に沈しずんでしまった。

　今はもう、高いビルの幾いくつかが、ほんの少し頭を覗かせているだけに過ぎない。

「ちょ、ちょっと待ってよ!?　下には皆みながいるのよ!?　あれじゃ……」

「瑠奈！　もう遅おそい！」

　今、瑠奈達がいるキャメロット城は、この人工島でもっとも高い場所ゆえに、まだ闇の深海に沈まずには済んでいるが……闇の水位はどんどん上がっている。

　瑠奈達が深海の底に沈むのも、最早、時間の問題だろう。

『くくく、理解したか、人間どもよ。これが我が力だ……ッ！　神威だ……ッ！』

　山のようなバロールが、眼下の米こめ粒つぶのような瑠奈を見下ろす。

『さぁ、絶望にひれ伏ふせ！　神の力に戦おののけ！　崇あがめよ！　それこそが、貴様ら人間達の正しい在り方なのだ……ッ！』

　バロールの圧が上がる。

　上がる。上がる。上がる。

　際限なく上がる。

　その圧倒的な存在感と邪じや悪あくな神気だけで、瑠奈達を押し潰そうとする──

「────ッ!?」

　瑠奈は改めて状じよう況きようを確かく認にんする。

（下の仲間達は全ぜん滅めつ……ケイ卿、那雪、ガラハッド卿は戦せん闘とう不能……私も疲ひ労ろう困こん憊ぱいの満まん身しん創そう痍いでエクスカリバーは折れている……改めて考えるまでもなく状況は絶望的……）

　もう諦あきらめるしかない。

　バロールの言うとおり、諦めるしかないのだ。

　だが──

「だけど……私には貴方あなたがいるわ、凜太朗」

　瑠奈が、不敵に笑って折れた剣けんを構えた。

「ああ、お前には俺がいるぞ、瑠奈」

　凜太朗が、双そう剣けんを構える。

「あいつは、マーリンとしての俺の親父おやじの本体なわけだが……当然、俺より数段上の力を持っている。以前、戦った分霊なんかとは最早、比ひ較かくにもならん。……でも、不思議なんだよな……なんだか負ける気がしねえんだよ……」

「ええ、私もよ」

「俺一人なら、きっと屈くつしてた。膝ひざを折っていた。でも、お前が居てくれるなら、お前が命令してくれるなら戦える……俺は……あのクソ親父に剣を向けられる！」

「なら、命令してもいいかしら？」

「おうよ、なんでも来やがれ、王様」

　すると、瑠奈は不敵に笑って、叫さけんだ。

「──王命よ！　凜太朗ッ！　私と一いつ緒しよに戦いなさいッ！　私と一緒に、あの魔ま王おうバロールを討うち果たしなさい──ッ！」

「──おうよッ！」

　そして、頭上のバロールを見上げ、凜太朗は宣言した。

「さぁ、来やがれ！　バロール！　俺は真ま神がみ凜太朗！　世界を統すべる真の王、瑠奈＝アルトゥールの一の家臣だッッッ！　王命により、てめえをぶっ倒たおすッッッ！」

『愚おろかなり、我が不ふ肖しようの息子むすこよッ！　ならば、我が闇に抱かれて逝ねぇえええいッ！』

　そう言って。

　バロールが、その岩のような拳こぶしを凜太朗へと振り落とす。

　キャメロット城を一いち撃げきでぺしゃんこに倒とう壊かいさせてしまいかねない、隕いん石せき衝しよう突とつのごとき凄すさまじきパワーを秘ひめた拳だ。

　凜太朗がひっくり返っても、回かい避ひや受け止めは不可能。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　だが、凜太朗はそれに立ち向かう。

　双剣を振るって、父に逆らう反逆の刃やいばを振るう。

　だが、闇はあまりにも圧あつ倒とう的。

　凜太朗が為す術もなく、闇にぐしゃぐしゃに押し潰され、吞み込まれていこうとしていた──まさに、その時だった。




　カッ！

　凜太朗の身体からだから、闇を切り裂さく眩まばゆい光が発せられ、迫り来る闇を弾はじき返したのだ。

　一条の彗すい星せいのような、目が眩くらまんばかりの極光溢あふれ、広がる。

　どこまでも神こう々ごうしい光は全方位に広がり、濃のう厚こうな闇を夜明けのように祓はらっていく。

　都市を沈めた闇の深海が、その光を畏おそれるように引いていく──




　────。




「こ、この光は……？」

　深海の底へと沈み、闇に溶とけかけていた意識と身体が、元に戻もどっている──

　それに気付いたフェリシアは、己おのれの両手を見つめながら目をぱちくりさせていた。

「フェリシア……見て下さい。闇が引いていっています……」

　ガウェイン卿に促うながされ、周囲を見み渡わたせば。

　まるで引き潮のように引いていく闇の深海。元の姿を取り戻していく都市の姿。

「……ッ！」

　フェリシアは自分達を救った光の中心部へと目を向ける。

　そこは、あの黒いキャメロット城の頂点。

　まるで海人を導く灯台の光のように、アヴァロニアの夜闇を切り裂いている。

　光に眩まばゆく照らし上げられたキャメロット城が、みるみるうちに本来の美しい姿を取り戻していっている──

「…………」

「…………」

　その神々しい光を、しばらく見つめ続けるフェリシアとガウェイン卿。

　やがて、二人は顔を見合わせて頷うなずき合い、そして……




　────。




『なん、だとぉおおおおおおおーーッ!?』

　眩い光に灼やかれるバロールが悲鳴を上げる。

『馬ば鹿かな……なぜ!?　なぜ、貴様があやつと同じ光を持っているッ!?　これは一体、どういうことなのだぁッ!?』

　当然、この突とつ然ぜんの現象に驚きよう愕がくしたのは、バロールだけではない。

「……なんだこれは……ッ!?」

　当の凜太朗も。

「あれ？　凜太朗……その光は何？　貴方ってバリバリの闇系じゃなかったっけ？」

　後ろで見ていた瑠奈も目をぱちくりしていた。

「この光は……なんだろう？　傷ついた身体に力が……戻ってくる……？」

「あ、あれは一体……凜太朗に何が……？」

「まさか……」

　目を瞬しばたたかせるガラハッド卿きようやケイ卿へ、那雪が震ふるえながら心当たりを呟いた。

「かつて……私をこの島に招き、凜太朗君を導くことを促した《運命の女め神がみ》バズヴァ様とマッハ様は仰おつしやいました……〝マーリンが真なるアーサー王に仕えることで《人理の崩壊カタストロフイ》の流れを変えることができる〟……と」

「つまり、マーリンは、アーサー王を殺す世界滅めつ亡ぼうの鍵かぎであると同時に……世界救済の鍵でもあるということ……？」

　ガラハッド卿の言葉に頷く那雪。

　すると、ガラハッド卿は何かに気付いたように言った。

「そうか！　そういうことだったんだ！　かつて、第二次マー・トゥーレスの戦いで、ダナン神族の《光の神》ルーは、フォモール族の《魔ま眼がんの魔王》バロールを打ち倒した……そのルーの正体を皆、知ってるかい!?」

「！」

　那雪も何かを確信したように、目を見開く。

「確か、ルーはバロールの孫……バロールの系譜……ッ！　そうだよね!?」

「そうだよ！　ルーはダナン神族でありながら、バロールの血を引く闇の者でもあったんだ！　だけど、バロールに、明確に反逆する意思を持つことで生まれ変わった！」

「つまり、今、同じくバロールの系譜である凜太朗は、明確なる反逆意思をバロールに持った……瑠奈という真なる王に仕えることによって……？」

「ああ、そうだよ。そして、バロールには、〝己が系譜に殺される〟という、呪のろいじみた伝説がある……」

　ケイ卿の言葉に、ガラハッド卿が頷く。

「きっと、今の凜太朗は、《光の神》ルーと同じような存在なんだ！」

　そんなやり取りが為なされている間にも。

　凜太朗から発せられる光の奔ほん流りゆうは、洪こう水ずいとなって、四方八方へ拡散していく。

　世界を吞のみ込もうとする闇やみの海を、みるみるうちに祓っていく。

　闇の深海の奥底へと沈しずんだ都市が、本来のあるべき姿を取り戻していく──

『ば、馬鹿な……ッ!?　まさか、マーリン……貴様、まさか、本当にあの小こ癪しやくな裏切り者……《光の神》ルーと同等の……いや、それ以上の……ッ!?』

　そして、その時だった。

　凜太朗の脳内で、誰だれかの声が響ひびいた。

『ああ、そうだ、相棒……それでいい……これで……ようやく、あのクソ親父と運命の女神のクソビッチ共の忌いま々いましい呪いから、俺……いや、俺達は解放されそうだぜ……』

「お前……ッ!?　エス……ッ!?」

　その刹せつ那な、凜太朗は──垣かい間ま見みる。

　それはまるで、走そう馬ま燈とうに似ていた。

　なぜかは、わからない。

　凜太朗は、このアーサー王継けい承しよう戦にて自分自身に有り得た、全すべての可能性を激流のように眺ながめていたのだ。




　──ある時は、フェリシアを王と担かついで、凜太朗は戦っていた。

　──ある時は、エマを王と担いで、凜太朗は戦っていた。

　──ある時は、モルドレッド卿を王と担いで、凜太朗は戦っていた。

　──ある時は、七美を王と担いで、凜太朗は戦っていた。

　──ある時は、ミーシャを王と担いで、凜太朗は戦っていた。

　──凜太朗が担いだ王は、様々なドラマと冒ぼう険けん、紆う余よ曲折の果てに、凜太朗と信しん頼らいを築き上げていく。

　──そして、見事、他の王達に打ち勝って、勝ち残っていき……なぜか、いつも最後まで残る瑠奈陣じん営えいも打ち倒して、最後まで勝ち上がり──

　──そして、その最後の最後で、凜太朗が選んだ王は、アーサー王殺しの呪いに囚とらわれた凜太朗によって、殺されていったのだ。

　──そして、世界は闇へ閉とざされる。

　運命の輪が回転し、全てが巻き戻る──……




「……この記き憶おくは、一体……？」




　一体、何がこの運命を分けたのか？　なぜこんなことが起こりえたのか。

　その元げん凶きようは──全ての根源は──

『ふふふ、それほど退たい屈くつならば、真神凜太朗……貴方あなたもアーサー王継承戦に、参加してみませんか？』

　かつて、凜太朗の前に現れたあの黒い女──モルガン＝ル＝フェイ。

『ここにご紹しよう介かいいたしますは、継承戦に参戦する各《王キング》達の仔し細さいについて書かれたカード……全て読めば、継承戦を有利に運べましょう』

『おや？　貴方は、最初に引いたその《王キング》で良いのですか？　他の《王キング》の仔細を改めもせずに、ご決定なさるつもりなのですか？』

『くすくすくす……まぁ、それもいいでしょう……貴方様のご健けん闘とうを祈いのりますわ』




「ああ、最初のあの時、俺が気まぐれでやった《王キング》ガチャ……あの時、誰をツモったかで、誰を選んだかで、分ぶん岐きした可能性……なのか？」

　マーリンはアーサー王を選び、そして殺す、呪のろわれた存在だ。

　そして、殺したその先は未来永えい劫ごう、この世界にアーサー王は現れない。

　ならば、その時、アーサー王を選んで殺すマーリンの魂たましいの輪りん廻ね転生先は？　一体、マーリンは誰に転生する？　転生せざるを得ない？

　それは、当然──

「──ハ、どうでもいい」

　憶おく測そくに過ぎないことを、いくら考えても仕方あるまい。

　今となってはどうでもいいことだ。

「俺には、まったくようわからんが……てめえをぶん殴なぐれるならなんでもいいぜ！」

　凜太朗はそう叫さけんで。

　全身に溢れる光の力を感じながら、バロールへ向かって双そう剣けんを構えるのであった。

　そんな凜太朗を、バロールが憎にく々にくしげに見下ろす。

『おのれ……ッ！　だが、今の貴様には、ルーの槍ブリユーナクも、タスラム弾だんもないッ！　いくら貴様でも、この我を滅ほろぼすことなど……ッ！』

　だが、その時、バロールは気付く。

『なんだ……貴様……その剣は一体、なんだ……ッ!?　一体、なんなんだぁあああああああああああああああああーーッ!?』

　バロールが動どう揺ようと驚愕の叫びを上げる。

　その目は、凜太朗の後方を凝ぎよう視ししていた。

「は？」

　凜太朗が振ふり返れば……

「な、何コレ？」

　いつの間にか……瑠奈の持つ剣が生まれ変わっていたのだ。

　デザイン的には、瑠奈が以前持っていた【支え合う絆の鋼エクスカリバー】を踏とう襲しゆうしている。

　だが、より豪ごう奢しやに、より雄お々おしく、より強く、より輝かがやかしく一新している。

　もう折れて、ひび割れていた痛ましい姿の剣はどこにもない。

　凜太朗の放つ光以上に眩まばゆい光を放つ王剣が、瑠奈の手に誕生していたのである。

『僕からのプレゼントさ……』

「アーサーッ!?」

　見れば、瑠奈の傍かたわらには、亡ぼう霊れいのように淡あわく透すき通った姿のアーサー王が、穏おだやかに佇たたずんでいた。

「お前……正気に戻もどったのか!?」

『ああ、バロールによって逆召しよう喚かんされた僕の身体からだは完全にバロールに食われた……逆に言えば、僕の心や魂は、バロールの支配から解放された……ってことさ。その代わり、もう僕はこの世界に存在することはできないんだけどね……』

「……アーサー……」

『今の僕はバロールによって存在をねじ曲げられた魔ま王おうアーサーではなく、本来のブリテン王アーサー……まぁ、今はそんなことどうでもいい』

　アーサー王が瑠奈に真まっ直すぐと向き直って、微笑ほほえむ。

『瑠奈。君こそが僕の……真の王の継承者だ。なら、真の王の戴たい冠かんには、それに相応ふさわしい剣が必要だろう？　だから、僕のエクスカリバーの破は片へんを、君のエクスカリバーへと融ゆう合ごうさせた……僕が君に送る二振ふり目のエクスカリバーさ』

「ご先祖様……」

『不ふ甲が斐いない先祖の僕にできることは、もう、このくらいだからね……』

　呆ほうけたようにアーサー王を見つめる瑠奈へ、アーサー王が屈くつ託たくなく笑いかける。

「アーサー、お前……」

『マーリン……いや、凜太朗……瑠奈を……そして、世界を頼たのむよ……』

　そして、ひゅう、と一いち陣じんの風が吹ふいて。

　……いつの間にか、アーサー王の姿は影かげも形もなく消え去っていた。

「…………」

「……凜太朗」

　瑠奈の促うながしに、凜太朗が頷うなずく。

「……行けるか？」

「ええ、もちろん」

「新しい剣の具合は？」

「そうね……剣銘が変わったわ」

「…………」

「でも、本質的な能力は、以前の私の剣けんと何も変わってないわ」

「つまり、俺がやるべきことは……いつもと変わらんということかな？」

「ええ、そうよ！　頼むわ！　凜太朗！」

「おうっ！」

　瑠奈の頼みに、凜太朗は勢いよく答えると。

　凜太朗の背中に光の翼つばさが顕けん現げんし──

「行くぜぇええええええええええええええええーーッ！」

　凜太朗は翼を羽ばたたかせ、バロール目め掛がけて真っ直ぐ空を飛ぶのであった。

『ぉおおおお!?　お、おのれぇえええええええええええーーッ！』

　そんな凜太朗へ向かって、バロールがその巨きよ腕わんを繰くり出し──




　──最後の戦いが始まるのであった。




「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗が繰り出す双剣が。

『死ねぇえええええええええええええーーッ！』

　バロールが振り下とす岩のような拳こぶしが、真っ向から激げき突とつする。

　それは体格差から考えれば、蟻ありと巨象の衝しよう突とつのようなものだ。

　凜太朗に勝てる道理などないはずだが──

　天地を震ふるわす衝しよう撃げき音。

　双剣に弾はじかれるバロールの巨きよ拳けん。のけぞるバロールの巨きよ軀く。

　真っ向勝負に打ち勝ったのは──凜太朗であった。

『な、何ぃいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?』

「はははははははははははーーッ！　行くぜ、おい!?」

　そのまま、凜太朗は光の翼を羽ばたたかせ、よろめくバロールへと肉にく薄はくする。

「だぁあああああああああああああああああーーッ！」

　そのまま、斬きりつける。

　巨大な光の斬ざん撃げきの軌き跡せきが、バロールの巨軀をＸの字に走る。

『ぐわぁあああああああああああああああーーッ!?』

「まだまだぁあああああああああーーッ！」

　凜太朗がさらに、神速で縦じゆう横おう無む尽じんに空を駆かける。

　バロールの身体すれすれに飛び回り、そのすれ違ちがいざまに光の斬撃を浴びせる、浴びせる、浴びせまくる。

　バロールの全身を撫なで走る、無数の極光の斬ざん閃せん。

　たまらず、バロールは苦く悶もんの悲鳴で、天を震わせ啼なかせた。

　そして、その間に──

「…………ッ！」

　瑠奈が両手で輝く真の王剣を掲かかげ、静かに目を閉じている。

　バロールという強大な存在を前に目を閉じ、無防備を晒さらすというその愚ぐ挙きよ。

　凜太朗を、心から信しん頼らいしているからこそできる、暴挙であった。

『おのれ……我を舐なめるなよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！』

　だが、バロールが叫ぶと。

　瑠奈の周囲に、闇やみがわだかまり……それが何かを形作る。

　──妖よう魔まだ。

　無防備の瑠奈の周囲に、大量の妖魔が召喚されたのだ。

「ちぃ──ッ!?」

　それを見た凜太朗が、慌あわてて瑠奈のもとへ戻ろうとするが。

「【炎の剣ラハトヘレヴ】ーーッ！」

　回転しながら輝き渦うず巻まく聖なる炎が。

「はぁあああああああああああああーーッ！」

　聖人のみが振るえる聖なる剣と槍が。

「させない！」

　突とつ如じよ、激しく吹き荒あれる絶対零れい度どの嵐あらしと氷の槍が。

　瑠奈の周囲に現れた妖魔達の悉ことごとくを押し止とどめ、薙なぎ払はらい、凍いてつかせていく。

　瑠奈を守るように現れた三人は、当然──

「ケイ卿きよう！　那雪！　ガラハッドッ！　お前ら──ッ!?」

「瑠奈の守りは私達に任せてください、凜太朗ッ！」

　ケイ卿が【炎の剣ラハトヘレヴ】を振るい、際限なく湧わき出る妖魔を押し止めながら、叫ぶ。

「そうそう、今の私達は君の引き立て役！」

　ガラハッド卿がおどけながら、刹せつ那なに数百の斬撃槍そう撃げきを振るい、妖魔を吹き飛ばす。

「凜太朗君はバロールを！　太古から続く悪神の野望を断たって！　お願い！」

　那雪が、氷の剣を振るい、吹雪ふぶきを操あやつって、押し寄せる妖魔達を押し返す。

　闇は次から次へと無限に虚こ空くうから湧き出るが……そこから生まれ出いでし妖魔達は、指一本瑠奈に触ふれることは敵かなわなかった。

「おーおー、俺の仲間達は頼たよりになるぜ！」

『お、おのれ……おのれぇええええええええええええええーーッ!?』

「ほら、よそ見している場合かよぉおおおおーーッ!?」

　動揺する一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、再び、凜太朗が一条の流星となって空を駆け、バロールの傍らを駆け抜ぬけ──

　その刹那に翻ひるがえる無限の光の斬撃が、バロールを斬り刻んでいく。

『ぐわぁあああああああああああああーーッ！　くそ、くそぉおおおおおーーッ!?』

　たまらずバロールが無茶苦茶に腕を振り回す。空に光の線を描えがいて、蠅はえのように飛び回る凜太朗を打ち落とそうとする。

「へ──ッ!?　スッとろいぜ!?」

　だが、凜太朗は螺旋をバレル描いて横転・ロール、宙返りループ、横転しつつシヤン斜め旋回デル──無茶苦茶な飛行軌き道どうを繰り返し、それらを悉くかわし続ける。

『おのれぇえええええええーーッ！　おのれぇえええええええええええええーーッ！』

　悔くやしげに吠ほえるバロール。

「はははははははははははははははははははははーーッ！」

　絶好調で高笑いしながら、飛び回り、バロールを斬りつけまくる凜太朗。

　凜太朗は、完全にバロールを圧あつ倒とうしていた。

　だが──

『舐めるなぁ……人間共ぉおおおおおおーーッ!?』

　激げつ昂こうしたバロールが吠える。

　すると、その全身に闇の《星オ気ー光ラ》が集まっていく。

　バロールの力が高まっていく。

　その刹那──

「──げ!?」

　大気を吹き飛ばさんばかりの威い力りよくのバロールの巨拳が、初めて凜太朗を捉とらえた。

　双そう剣けんで受けるも、凜太朗はその威力で大きく後方へ弾き飛ばされていく。

　光の翼を広げてその勢いを殺し、空中に留とどまるが……

「ちぃ……クソ親父おやじが……パワーとスピードが上がりやがった……ッ！　まだ、そんな力を隠かくしてやがったか……ッ！」

『当然だッ！　この我を誰だれだと思っている!?　この世界を支配すべき神だぞ!?』

　得意げに笑うバロール。

　そして──

『そして、貴様らに教えてやろう！　これが我ら神と、貴様ら人間の決定的な〝差〟だ……ッ！』

　そう宣言すると、バロールは重く固く閉とざされた左目の瞼まぶたに、その指をかける。

　その瞼を、渾こん身しんの力を込こめて、押し上げようとする……

「──ッ!?　あれは……ち、やべぇ……ッ!?」

　バロールが重く固く瞼で閉ざした左目は、【死の魔ま眼がん】。

　視線だけで、全ての生物の命を問答無用で刈かり取れるという、世界最さい凶きようの魔眼だ。

　その瞼が重過ぎて、そうおいそれと開くことこそ叶かなわないが、一度開かれればその威力は絶大。今、そんなものを見開かれたら堪たまらない。戦せん況きようは一瞬で覆くつがえる。

　途と端たん、凜太朗が閃光となって、それを防ごうと突進する。

　だが──

　──そんな凜太朗の前に、闇から生じた何体もの飛ひ竜りゆうが翼を広げて、立ちはだかる。

「どけぇええええええーーッ!?」

　当然、そんな飛竜など、今の凜太朗の敵ではない。

　すれ違いざまに、ことごとくが光の斬撃で斬り捨てられ、落ちていく。

　が、いかんせん数が多い。

　確実に凜太朗の速度は減げん衰すいし、遠回りとなる。

『ぐはははははははは！　これで終わりよぉおおおおおおーーッ！』

　その隙に、バロールが一気に瞼を押し上げようとした……その時だった。

「真銘宣言ロイヤル・ロード【輝く栄光の鋼エクスカリバー】ーーッ！」

　カッ！　と眩まばゆい光が空を焼き、飛竜達の力を弱め──

「真銘宣言ロイヤル・ロード【根絶やす死の鋼エクスカリバー】ーーッ！」

　突如、流星雨のように降り注いだ短剣の雨あめ霰あられが、飛竜達を剣山のように串くし刺ざしにし、撃うち落としていく──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　その隙に、凜太朗が神速でバロールの開きかけた左目へと超ちよう接近し──

　夜空を駆ける光の矢となった凜太朗が、渾身の双刺し突とつを、そのバロールの眼球の中心に叩たたき込むのであった。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?』

　自じ慢まんの左目を潰つぶされたバロールは、苦悶の絶ぜつ叫きようを上げてのけぞる。

「お前ら……ッ!?」

　即そく座ざに、その空域を離り脱だつした凜太朗が眼下を見下ろせば……

「援えん護ごしますわ！　凜太朗！」

「ああ、お前はバロールだけに集中しろッ！」

　いつの間にか、この場に駆けつけていたフェリシアとモルドレッド卿。

　無論、彼女達だけではない。

「凜太朗！　瑠奈の守りは任せろッ！」

　ガウェイン卿も。

「私だって……雑魚ざこ妖魔くらいなら倒たおせますから……ッ！」

　エマも。

「僕らが守って、君が攻せめ……それがもっとも効率良いだろうしね！」

　ディナダン卿も。

「微び力りよくながら力にならせてもらうよ！」

　パーシヴァル卿も。

「フン、仕方ないわ……今回だけは貴方あなた達二人に美味おいしいところを譲ゆずってあげる！」

「まったく、君は本当に素す直なおじゃないね……」

　ミーシャとパロミデス卿も。

　皆みなが皆、瑠奈の周りに集結していた。

　津つ波なみのように周囲から迫せまり来る妖魔の群れから、瑠奈を守って戦っている。

「はぁあああああああああああああーーッ！」

　ガウェイン卿の薙ぎ払う剛ごう剣けんが。

「いいいいやぁあああああああああああーーッ！」

　相手の力を利用するエマの柔じゆうの剣が。

「はいよぉおおおっとぉう！」

　ディナダン卿の騎き馬ば突とつ撃げきからの槍やりが。

「せやぁああああーーッ！」

　パーシヴァル卿の放つ投槍が。

「くぅーーッ！」

　ミーシャが張る弾だん幕まくが。

「──ふっ！」

　パロミデス卿の華か麗れいに旋回する刀が。

　妖魔の群れを、瑠奈にまるで寄せ付けない。押し返す。

「これは……負けてられないね！」

「ええ！」

「……そうだねっ！」

　そんな援えん軍ぐんの獅し子し奮ふん迅じんっぷりを見て、ガラハッド卿も、ケイ卿も、那雪もさらに、力を上げて、妖魔達を掃そう討とうしていく。

　皆、圧倒的な妖魔を前に一歩も引かず、熱く、戦い続ける──

「……すげえ」

　空を駆かける凜太朗は、そんな全員が一丸となっている光景を見下ろして、感かん慨がい深ぶかく呟つぶやいた。

「瑠奈……お前って凄すげぇよ……」

　思えば。

　今、この場に集つどっている者達は、ほとんどが皆敵同士だったのだ。

　そんな彼ら彼女らが、今、一つの目的のために瑠奈のもとへと集い、一丸となって戦っているのだ。

　ごく僅わずかな時間の付き合いの者すら、取り込んで。

「……ああ、お前は……やっぱり、世界一の王様だぜ……ッ！」

　もう、後こう顧こになんの憂うれいもない。

　後は、このクソ腹立たしいクソ親父を、遠えん慮りよ無くぶちのめすだけ──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　双剣を振ふりかざし、凜太朗が空を翔かける。

　そして、凜太朗がさらに攻める、攻める、攻める。

　空を縦じゆう横おう無む尽じんに切り裂さき、さらに攻める、攻める、攻める。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?』

　最も早はや、バロールは、夜空を全方位から翻る巨きよ大だいな光の剣閃に四方八方から嬲なぶられ、滑こつ稽けいに踊おどり狂くるう哀あわれなサンドバッグであった。

『なぜだ……なぜだぁああああああああああーーッ!?』

　踊り狂いながら、バロールが吠える。

『なぜ、なぜ、なぜ、貴様ら人間が、この神である我をぉおおおおおーーッ!?　こんなはずでは……こんなはずではぁああああああ…ッ!?』

「うるせぇ！　黙だまってろ！」

『我の計画は完かん璧ぺきだった……幾いく星せい霜そうに亘わたる野望が完全だった……ッ！　なのに、なぜだ……一体、どこで……どこで運命の歯車が狂ったぁあああああああああーーッ!?』

「なんでも、神であるてめえらの思い通りかと思ってんのかよ!?　思い上がりも甚はなはだしいぜ!?　クソ親父がよぉおおおおおーーッ！」

　凜太朗、渾身の一撃が巨大なＸの字となって、バロールを襲おそう。

『ガァアアアアアアアーーッ!?』

　一ひと際きわ、激しくのけぞるバロール。




　そして──そんな戦いが無限にも続くかと思われた……その時だった。




「凜太朗ッ！」

　今の今まで、ずっと目を閉じて、剣を掲かかげ続けていた瑠奈が──不意に声を上げる。

　凜太朗の名を呼ぶ。

「！」

　だが、たったその一言だけで、全すべてを理解した凜太朗は、ふっと笑って。

「ああ──了りよう解かいだッッッ！」

　再び、閃光と化して、バロールへと突進する。

　そして、バロールの足あし下もとから頭部へ向かって、バロールの周囲を螺ら旋せんを描えがく軌き道どうで、超ちよう高こう速そくで駆け抜ぬけた。

　次の瞬しゆん間かん──

『ごぉ──ぁああああああああああーーッ!?』

　バロールの全身が光の斬撃によってみじん切りにされる。

　バロールの両足首、両りよう膝ひざの裏の腱けんが両断される。

　両手両りよう腕うでの腱も切断され、胴どう体たいはとにかく我武者羅に斬きり刻まれ、ついでとばかりにバロールに残った右目も深々と突つき刺さしていく。

　ぐらり、と。

　バロールの動きが止まり、その身体からだがゆっくりと傾かしいだ。

　これ以上とない絶好の好機であった。

「お膳ぜん立だてはしてやったぜ！」

　光の翼つばさを羽ばたかせ、その空域を高速離脱しながら、凜太朗が叫さけぶ。

「行けッ！　瑠奈ぁあああああああああーーッ！」

「真銘宣言ロイヤル・ロード──」

　応じて、瑠奈が、かっ！　と両目を開く。

　すると、瑠奈が頭上に掲げるエクスカリバーから圧あつ倒とう的な光が溢あふれ、以前までのものとは比べものにならないほどの巨大な光の刃やいばが形成される。

　その大きさは、雲を突き天を割るほどの勢いだ。

　その場の誰だれもが、その神こう々ごうしい光の剣けんの前に、忘ぼう我がして無言で見つめている。

『あ、あぁああ……な、なんだ……我が……この我が恐きよう怖ふしている……ッ!?』

　バロールが必死に身じろぎするが、その傷ついた身体は、最早ろくな動きを紡つむがない。

『バカな……この我が……フォモールを統すべる魔ま王おうにして、世界を支配する神である我が……この我がぁあああああああああああああああーーッ！』

　そんなバロールの戯ざれ言ごとを、真っ向から黙らせるように。

　巨大な光の剣を掲げた瑠奈は、己おのが剣の名前を唱えた。

[image: ]

　アーサー王の剣を受け継つぎ、生まれ変わった、二本目の剣。

　新しい自分の剣の名前を。

　その剣の名は──




「──【切り開くエクス未来の鋼カリバー】ァアアアアアアアアアアアアーーッ！」




　万ばん感かんの思いを込こめ……渾こん身しんの力を込めて。

　瑠奈は剣を振り下ろす。

　瑠奈だけではない……その場にいる様々な人達の思いすら乗せた、最強の王剣が今、その武ぶ威いを見せる。

　振り下ろされた光の刃が、最早、切り裂くなどという言葉すら生なま温ぬるく。

　ただただ、一方的にバロールを〝吞のみ込んでいく〟のであった。

『ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァーーッ!?』

　光に吞みこまれたバロールが、断だん末まつ魔まを上げる。

　視界全てが真っ白に白熱していく世界の中で。

　眩まばゆいばかりの光の中で。

　圧倒的な光の中で。

　バロールはその輪りん郭かくをゆっくりと崩くずし……ゆっくりと崩し……

　消しよう滅めつしていく。

　……消滅していく。

　少しずつ細かな粒りゆう子しとなって、光の奔ほん流りゆうの中に流されていって……

　……押し流され……消えて逝ゆく。

『ばっ……か、なぁ……このバロー……るが……ッ！　このばロールガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ！』

　やがて、そんな断末魔すらも、光の中に溶とけ消えていって。

　消えていって。

　……そして。




　バロールは……




　……この現実界から完全に……消滅するのであった。




　…………。




　…………。




　……。








終章　新たなる出発









「ぐすっ……ひっく……うぅ……」

　──深海の底のような真まっ暗くら闇やみの中。

　一人の少女が、寂さびしく泣いていた。

　モルガン＝ル＝フェイだ。

　ただ、もう黒い魔ま女じよが纏まとっていた昏くらい妖よう艶えんさも、色いろ濃こい闇もない。

　運命を操あやつる戦いくさ女め神がみの神気も、その存在感の欠片かけらもない。

　それらは、まるで憑つき物が落ちたように、モルガンから消え失うせている。

　今のモルガンは……ただの少女であった。

「アコロン……アコロン……様……」

　暗闇の中、モルガンは一人寂しく泣きじゃくりながら、ただ、在りし日の記き憶おくへと思いを馳はせる──




　アコロン卿きように恋こいしたモルガンは、なんとしても彼へ自らの愛を証明したかった。

　この想おもいを伝えたかった。彼の愛を得たかった。

　だが、生来、不器用で捻ひねくれ者のモルガンには、素す直なおな態度でそれを伝えるなど、到とう底ていできやしなかった。魔女である負い目からか、受け入れられる自信もなかった。

　だから──動いた。暗あん躍やくした。

　常つね日ひ頃ごろ、周りの人間達から、平へい凡ぼん、凡ぼん夫ぷと揶や揄ゆされるアコロン卿。

　そんな彼を、私の力で王に祭り上げたら……それは、アコロン卿に対する私の揺ゆるぎない愛の証明になるのでは？　アコロン卿もこんな私に感謝し、感激し、私を愛してくれるようになるのではないか？

　……当時のモルガンは、本気でそう思ったのだ。

　恋にのぼせて、冷静じゃなかったのは自覚していた。

　だけど、それ以上にどうしようもない衝しよう動どうに突き動かされるまま、モルガンはひた走ったのだ。全ては愛のために。

　モルガンは、アーサー王を蹴け落おとし、代わりにアコロン卿を王へと仕立て上げるための算段を、お得意の魔法と策さく謀ぼうで整えた。

　アーサー王のエクスカリバーと不死身の鞘さやを偽にせ物ものとすり替かえ、アコロン卿に託たくした。

　魔法の力で、アコロン卿がそれらを使えるようにした。

　そして、互たがいに互いの素す性じようがわからぬようにし、アコロン卿とアーサー王を、一対一の騎き士しの決けつ闘とうへと追い込み、殺し合うように仕向けたのだ。

（アコロン卿がアーサーを殺せば……正式な一対一の騎士の決闘で倒たおせば……誰もがアコロン卿を真の王と認める……アコロン卿を王とせざるを得ない……無論、根回しや裏工作は完かん璧ぺき……アコロン卿はアーサーを倒して王となる……そのはずだった……ッ！）

　実際、アコロン卿には、エクスカリバーに加えて不死身の鞘まであったのだ。

　負けるはずがない。負けるはずがなかったのだ。

　モルガンの計画は完璧だったのだ。

　実際、決闘中、アコロン卿は剣と鞘の力で、アーサー王を圧倒していた。

　だけど……アコロン卿は負けた。アーサー王に殺された。

　モルガンの企たくらみに気付いたとある湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが、決闘中のアコロン卿が持つ不死身の鞘を魔法で弾はじき飛ばしたというのもある。

　だけど……もっとも大きい理由は、アコロン卿が、今、自分の戦っている相手はアーサー王だということに気付いてしまい、土ど壇たん場ばで剣を引いてしまったことだ。

　だが、アーサー王は最後まで相手がアコロン卿だと気付くことはなく……そのまま、アコロン卿を勢い余って殺してしまう。

　己が親愛なる騎士を斬きってしまい、哀かなしみにくれるアーサー王。

　アコロン卿が、そんな王へ最さい期ごに残した言葉は……〝モルガンを許してやって欲しい〟だったという。

（結局……アコロンは王になることなど望んでいなかった……彼は普ふ通つう……どこまでも無欲で平凡……だからこそ、私はそんな彼を好ましいと思っていたはずだったのに……なのに、なぜ、あの時の私は……ッ！）

　あの時、モルガンは、アコロン卿の遺体の前でどれほど泣いたかわからない。

　あんなに泣いたのは、自分という存在がこの世界に生まれ落ちて初めてのことだった。

　それから、時は流れ──

　カムランの丘おかでアーサー王が死に、ログレス王国と円えん卓たくの騎士が滅めつ亡ぼうして。

　モルガンは、騎士達が集つどい眠ねむるカムランの丘から、アコロン卿を呼び覚まそうと試みる。

　平凡とはいえ、彼も円卓の騎士。

　彼の魂たましいも、カムランの丘で眠っている。

　だが……

（けど……彼は応じなかった！　いえ、応じることができなかった！）

　そう。

　カムランの丘に眠る魂を現世に呼び覚ますならば、英えい霊れいとしての一定の格がいる。

　物語として人々に語かたり継がれ、記憶に止められる、知名度や名声が必要となる。

　それを核かくに《騎士ジヤツク》としての召しよう喚かんが成るのだ。

　そう、カムランの丘に留とどまる英霊としては、アコロン卿はあまりにも平凡過ぎたのだ。

　ランスロット卿やラモラック卿のように、武勇に優すぐれていたわけでもない。

　ケイ卿やディナダン卿のように、智ちに優すぐれていたわけでもない。

　ガウェイン卿やモルドレッド卿のように、物語上の存在感があったわけでもない。

　彼は──どこまでも普通だった。

　そんなアコロン卿と再会するならば、《意識の帳とばり》が致ち命めい的てきに邪じや魔まだ。

　現実界と幻げん想そう界の垣かき根ねを取り払はらって融ゆう合ごうさせねば、アコロン卿と再会することはできない……カムランの丘へ、彼を探しに行くことができない。

「だから……私は……バロールの思おも惑わくに乗って……ずっと……ここまで……」

　だが、もう終わりだ。

　自分は──消える。その存在が消えてなくなる。

「……嫌いや……嫌ぁ……誰だれか……誰か助けて……私を一人にしないでよぉ……ッ！　私はただ……彼に会いたかっただけ……それだけ、なのに……」

　それが許されないことだとしても。

　かつて人々に裏切られ、魔ま物ものに貶おとしめられたモルガンには、それしかなかったのだ──

「……私を一人にしないで……寂しい……寂しいの……」

　だが、そんな誰へともない懇こん願がんも虚むなしく。

　モルガンが一人寂しく、闇の中へ溶け消えようとしていた……

　……その時だった。

「……まったく……君は、本っ当にどうしようもない子だ」

　どこか投げやりで面めん倒どう臭くさげな声。

　モルガンが何を投げ打ってでも、もう一度聞きたかった……懐なつかしい声。

「……え？」

　モルガンは、いつの間にか、背後に誰かが立っている気配に気付く。

「はぁ～、やれやれ。人様に散々ばら迷めい惑わくかけまくってからに……君だけは、俺が傍そばで見張っておかないと、本当に何をうっちゃらかすかわかったものじゃない……おちおち、カムランの丘で眠ってられないよ……」

「……………………」

　だが、モルガンは無言。

　振ふり向かず、無言で俯うつむいている。

「……どうした？　モルガン」

「無理……貴方あなたに合わす顔がないんです……」

「はぁ？」

「だって、私……貴方に会うために……色々酷ひどいことやってきました……こうして、今、貴方の声を聞いて、やっと気付いたんです……私……もう、貴方に会う資格なんて、とっくに失っていたんだって……」

「そりゃそうかもな」

　背後に立つ誰かは、そう嘆たん息そくしながら応じた。

「はっきり言って、今も昔もやり過ぎだよ、君は。人々は、永遠に君のことをこう心に留めるだろうね。……〝希代の大魔女にて、極ごく悪あく非道の大悪女〟と。……多分、君が神に返り咲ざくことは、もう二度とないだろうよ」

「…………」

「でもさ」

　その誰かは、背後からそっとモルガンを抱だきしめる。

「……それでも、誰か一人くらいは……君の傍に居てもいいだろう？」

「…………ッ！」

　そんな誰かの言葉に。

　モルガンはしばらくの間、はっとして、呆ぼう然ぜんとして……

　やがて、肩かたを震ふるわせて俯き、涙なみだを流し始めるのであった。

「ごめっ……んなさっい……本当に……ごめ……ッ！　アコロン……ぐすっ……ひっく……うぅ……あ……ぁあ……私……わたしぃ……」

「……行こう、モルガン。大だい丈じよう夫ぶだ。……俺がついているから。ずっとな……」

　そう言って。

　寄り添そい合う二人が、ゆっくりと消えていく。

　闇の中に消えていく──

　彼と彼女が、これからどうなるのか。

　──それは、誰にもわからない。




　…………。




　──国際都市アヴァロニア。

　日本列島近海に存在するそれは、広大な人工島ニューアヴァロンの上に築かれた近未来型都市である。

　その都市で密ひそかに行われていた、アーサー王継けい承しよう戦。

　そして、それに端を発するワイルド・ハント事件。

　世界を揺るがしかねないその事件は、一人の少女とその仲間達の手によって、未然に収束する。

　だが、世界に残した傷痕は、とても大きかった。

　高度な情報化社会であるがゆえに、この事件によって人々の常識が崩くずれ《意識の帳》に多大なるひびが入ったこと。

　それにより、世界には、以前よりも妖よう魔まや妖よう精せいが出しゆつ没ぼつしやすくなり、深刻な社会問題と化し、各国政府は本格的にその対応に追われるようになったこと。

　旧時代の神々が、即そく・降臨するような致命的な事態にこそならなかったが、以前よりも魔法やお化けが、人類にとって身近な存在になりつつあった。

　そして──事件の渦か中ちゆうであったニューアヴァロン島は、現実界と異界の融合が進み、妖魔や妖精達、幻想界の住人が人間達の隣りん人じんとなる奇き妙みような世界へと変わっていった。

　完全に、世界の常識と理ことわりから外れてしまった、国際都市アヴァロニア。

　妖魔や妖精が見える者が急増し、魔法の力に目覚めてしまう住人も出てくる始末。

　このような人間の常識の通じない場所を、現実界側に属する人間や政府が管理できるはずもなく。

　その島の統治は、とある適任者の手によって委ゆだねられることになるのであった──




　そして──




「あら？」

　フェリシア＝フェルラルドが、その場所にやって来ると、そこに先客の姿があることに気付いた。

　そこはアヴァロニア第四エリアにある、共同霊れい園えん。

　陽光降り注ぐ、清せい澄ちような空気が流れるその墓地には、西洋式墓石がずらりと並んでいる。

　そして、その場所──『九く条じよう＝グローリア＝蒼そう馬ま』の名が刻まれた墓標の前に、一人の儚はかなげな女性が佇たたずんでいたのだ。

「こんにちは。貴女あなたも蒼馬さんに花を捧ささげに来てくださったのですか？」

「ええ」

　フェリシアは、女性に軽く会え釈しやくをする。

　ふと見れば、九条の墓石にはたくさんの花が捧げられている。

（Ｍｒ．九条……教師としては良き人物であったと聞きました……人には一元的に語れない、様々な面が複雑にある……ということですわね）

　持参した花束を墓に捧げると、十字を切って祈いのった。

　フェリシアとて、九条とは様々な因いん縁ねんや含ふくむところはあるが……死人に鞭むち打つ必要はない。貴族の端はしくれとして、自分と同じく決して譲ゆずれない何かのために戦い合った者同士のよしみとして冥めい福ふくを祈ろう……そう思い、今日はここにやって来たのである。

　しばらく、女性と共に祈りを捧げると、フェリシアは女性に問う。

「わたくしはフェリシア。フェリシア＝フェルラルド。九条様の古い友人ですわ。……失礼ですが、貴女は？」

「……私は、橘たちばな琴こと音ね……その九条の……蒼馬さんの婚約者フイアンセでした……」

「琴音、様……？」

　ぴくり、と。

　その名を聞いたフェリシアが、ほんの微かすかに目を見開いた。

「……どうかされましたか？」

「いえ、その……なんでもございませんわ……」

　歯切れ悪く誤ご魔ま化かすフェリシア。

「それにしても、琴音様は九条様の婚約者フイアンセだったのですか……お悔くやみ申し上げますわ」

「……ありがとうございます」

　フェリシアが複雑な気分でそう言うと、琴音は切なげに微笑ほほえんだ。

　……と、その時、フェリシアは気付く。

　フェリシアの霊れい的てきな視覚と感覚が、琴音という存在本質を理解する。

「貴女……とても旧い精せい霊れいの系けい譜ふ……？」

「え？　何か仰おつしやいましたか？」

「い、いいえ……なんでもありませんわ」

　今、この島では、こういったことが徐じよ々じよに常識になりつつあるが……まだ、おおっぴらにそういうことを公言していい時期ではないだろう。

　フェリシアは慌あわてて口を噤つぐむ。

（し、しかし、妙みようですわ……こんなに旧ふるい精霊の血が色いろ濃こく発現していては……今ならともかく、以前までの現実界では長くは生きられない……さぞかし……）

　そんな疑問を浮うかべるフェリシアに。

「しかし……最近はなんだか、大変なことになってしまいましたね……色々と夢みたいです」

　琴音は屈くつ託たくなく微笑み、話を続けた。

「最近では、街のあちこちに妖精が姿を見せるようになって……魔法を使える人も増えてきて……夜は怖こわいお化けが徘はい徊かいするようになって……凜り々りしい騎き士し様達が、そんなお化け達から私達を守るようになってくれて……まるでおとぎ話みたいです」

「ええ、そうですわね。あの事件以来、この島は何もかも変わりましたわ」

「それに変わったといえば……実は、私、つい最近まで、いつ死ぬやもわからないほどの原因不明の病気だったんです。外に出ることもできなくて……」

「！」

　琴音の言葉に、フェリシアが少しだけ肩を震わせる。

「でも、あの事件以降……えーと、現実界と幻げん想そう界が融ゆう合ごう？　してからでしょうか？　あれだけ私の人生を台無しにしてきたあの病気が、噓うそのように治ったんです」

「…………」

　フェリシアは無言。

　何かを悟さとったように、無言で眼下の墓石に視線を注ぎ続ける。

「医者は皆みな、奇き跡せきだって言っていました。でも……私は思うんです。私のこの病気が治ったのは……きっと、蒼馬さんのお陰かげなんだって……」

「…………」

「蒼馬さんが何をしたのか……私には皆かい目もく見当もつきません。でも、私……確信しているんです。蒼馬さんが私を助けてくれたんだって……」

「……ええ、きっとそうですわ」

　フェリシアはたまらず、そう呟つぶやいた。

「きっと、彼は貴女を救うために、本当に必死に戦っていたのでしょう。わたくしは……そう思います」

「……はい……私は……幸せ者です……蒼馬さんにここまで愛していただいて……私は、本当に幸せ者です……なのに……」

　ぽたり、ぽたりと。

　墓石を、水すい滴てきが叩たたく音が小さく響ひびく。

「どうして……どうしてこんなに、涙が止まらないんでしょう……？」

「……琴音様……」

　しばらくの間。

　フェリシアは無言で、琴音の傍そばに立ち続けるのであった。




　────。




「おっそぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいッ！」

　その場にやって来たフェリシアを迎むかえたのは、どうにも不満げな大だい音おん響きようであった。

「フェリシア！　遅ち刻こくは重罪よ!?　死し刑けいにされたいわけ!?」

「なんていう暴君……本当にこれで良かったんでしょうか……？」

　ここは、キャメロット城の一角に存在する『円えん卓たくの間』。

　先の事件が終わると、黒いキャメロット城は浄じよう化かされ、その場に残ったため、瑠る奈な達はとある目的で、この城をそのまま使わせてもらっているのだ。

　フェリシアが呆あきれたような半眼で見やれば、そこには円卓が据すえられており……すでに参じていた者達が、その円卓を囲んでいる。

　その第一席に足を投げ出して、ふてぶてしく腰こし掛かけているのは瑠奈であった。

「ま、まぁまぁ……元々、フェリシアは少し遅おくれると、ちゃんと連れん絡らくを……」

　と、第三席に腰掛けるケイ卿きよう（ただし、バニー服）。

「そうだよ……フェリシアさんも忙いそがしいみたいだし……」

　と、第四席にちょこんと腰掛ける那な雪ゆき。

「しかし、相変わらず凄すごい顔ぶれですね……私がここに居ていいんでしょうか……？」

　と、第五席に腰掛けるエマ（ただしメイド服）。

「なーに、言ってんのよ？　エマもこの島を立派に救った英えい雄ゆうでしょう!?　大体、円卓クラスに通用する剣けん技ぎ持っておいて、資格ないなんて言わせないわ！」

「あー、でも、瑠奈さん？　私やケイ卿のこの服に、一体なんの意味が……？」

「意味は無い」

「えー……？」

「……諦あきらめましょう、エマ……」

　と、そんな温ぬるい女性陣じんのやり取りを。

「ははは、相変わらずだなぁ、この面子めんつは」

　第七席のガウェイン卿が苦笑いで肩かたを竦すくめて。

「……はー……こんな調子では、この島や世界の行く末が不安すぎる……」

「ははは、僕は楽しいと思うけどね？」

　第八席のモルドレッド卿、第九席のディナダン卿が口々に雑感を零こぼす。

「……そう言えば、七なな美みは元気なの？」

「ああ、元気さ。元気に学校へ通っているよ。どうした？　珍めずらしいじゃないか？　君が人のことを気き遣づかうだなんて」

「ふん」

　第十席につくパーシヴァル卿の言葉に、第十一席のミーシャがそっぽを向く。

「ははは、君も素す直なおじゃないね、ミーシャ。以前、いきなり襲おそいかかったのを謝りたいって、素直に言えばいいのに」

「うるさい、黙だまれ」

　第十二席のパロミデス卿の言葉を、ミーシャはぴしゃりと塞ふさいだ。

「いやあ、それにしても壮そう観かんだなぁ」

　そして、第十三席に腰掛けるガラハッド卿が、辺りを見回しながら嬉うれしそうに言った。

「まさか、円卓を再結成することになるなんてね！　この席が全部埋うまっているところを目まの当たりにできるなんて、試ためしに生き返ってみるものだねぇ……こっちの世界には、あっちと違ちがって、楽しいことや面おも白しろいことがいっぱいあるし、毎日、飽あきないよ」

「でしょ!?　でしょ!?　ふふん！　この私に感謝なさいよ！」

　ガラハッド卿の持ち上げに、瑠奈がどや顔で胸を張るが……

「あ、でも……ガラハッド卿……貴方あなた、最近、何か妙に凜りん太た朗ろうにベタベタしてない？　必要以上に……」

　何かを思い出したかのようにジト目で睨にらむ。

「えっ？　なんのことかな？」

　ガラハッド卿が実に白々しく、小首をきょとんと可愛かわいく傾かしげてみせる。

「言っておくけどね……人の家臣に勝手に手を出したら死刑よ！　死刑！」

「ええー？　そんなそんなご無体なー？　この中で、凜太朗に次ぐ実力者の私を死刑だなんて、そんなーひどーい。横暴ー。暴君ー」

「うるさいわね！　王の命令は絶対よ!?　わかってんの!?」

「とは言ってもー？　凜太朗が最終的に誰だれを選ぶかは、彼次し第だいなんじゃないかなぁー？　まぁ、確かに今は、瑠奈……君が私達の中で一歩リードしてはいるみたいだけど？　くっくっく……」

「こ、この……ッ！　最近、段々、貴女のキャラがわかってきたわ……ッ！　貴女のどこが完全無欠の完かん璧ぺき聖人よッッッ!?　天にまします神の目は節穴かっ!?」

　楽しそうに笑うガラハッド卿を、瑠奈がぐぬぬと睨み付ける。

「はぁ～～～、相変わらずカオスな円卓ですわね……」

　そして、フェリシアが呆れて、自らの席……第六席についた。

「新生円卓の騎士……まぁ、一時はどうなることやらと思ってましたが、まぁ、なんとか回っているようで何よりですわ」

「その代わり、ケイ卿とディナダン卿の負担が半はん端ぱじゃないけどね……」

　隣となりのガウェイン卿が、明後日あさつての方向を見ながらぼやく。

「今、この街の行政の指揮監かん督とくは全部、ケイ卿とディナダン卿がやってるから」

「流石さすがは、元・ログレス王国を陰かげから支えた超ちよう有能国務大臣と、軍略家兼けん交こう渉しよう家か……」

　そう、今のこの人工島の行政管理は、瑠奈達が行っているのだ。

　幻想界側の常識が浸しん食しよくした今、通常の政府では到とう底てい管理しきれないからだ。

　元々、この街の上層部には《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》達が食い込んで行政に携たずさわっている。

　先の戦いの生き残りの貴婦人達を取り込み、引き継つぎはすんなりと上手うまくいった。

　こんな風に、幻想界に寄ってしまったこの島の舵かじ取とりをしつつ、瑠奈が結成した新生円卓の騎士は、この島を人に仇あだなす妖よう魔ま達から守っていた。

「まぁ、それにしたって、学園での生徒会運営との掛かけ持ちでよくやりますわ」

「掛け持ちするものが、何か激しく間ま違ちがっている気もしますけどね」

　そんなフェリシアとガウェイン卿のぼやきを余よ所そに。

「──というわけで！」

　ばんっ！　と、瑠奈が円卓を叩いて宣言する。

「とにかく始めるわよ！　今期第４３７回円卓会議！　本日の議題は、この島の安全確保の手段として、資質ある者を募ぼ集しゆうして剣けんと魔法の訓練を課すこと！　そして、島の十代から二十代の女の子は皆、私がデザインしたビキニアーマーの着用を義務づけ──」

「どうでもいいのですけれど、もう、そんな回数やりましたっけ？　会議……」

「シャラップ！　フェリシア、うるさい！　こういうのはドスが利きいた方が、格好いいでしょ!?」

「ええと、瑠奈。ビキニアーマー着用義務ってなんですか？　私、聞いてない……」

「あ、ケイ卿！　エマ！　それの試作品ができたから、後で二人とも試着ね!?」

「「ひぃいいいいいいいいいいいいーーッ!?」」

「あのー……そもそも、凜太朗君が、また居ないんですけど……？」

　那雪が控ひかえめに手を挙げ、空席の第二席を見る。

「ええええいっ！　もう放ほうっておきなさい！　今日は学園が終わったら、即そつ行こうで来いって言ったのに！　もう今度という今度は許さないわ！　明日学校でとっちめてやる！」

　そんなこんなで。

　おおよそ、現在のこの島の最高行政機関とは思えないほど、ぐたぐたな滑すべり出しで、会議が始まろうとしていた……その時だった。




　ばぁんっ！




　不意に円卓の間の扉とびらが、外から強ごう引いんに蹴けり開けられる。

　開かれた扉の向こうに、不敵に立っていたのは……

「よう！　お前ら全員居るか？」

「凜太朗!?」

　一同の視線を一身に集め、凜太朗がずかずかと部屋に入ってくる。

「何やってるのよ!?　遅おそいじゃない！　もう円卓会議始めるところだったわよ！」

「悪い悪い。だが、今日の会議は中止だ。中止」

「どういうこと？」

　凜太朗の言い回しに、瑠奈が眉まゆを顰ひそめる。

「あー、実はな……先さき程ほど、首相官かん邸ていから連絡があってな……アメリカのアリゾナ州のとある湖に、古こ竜りゆうが出たそうだ……」

「なんですって!?」

　全世界の《意識の帳とばり》は、以前と比べて大分緩ゆるんでいる。

　ゆえに、最近はこういった事件が多いのだ。

「近きん隣りん付近の住民の避ひ難なんは完かん了りようしたらしいんだが……まーた、例によって例のごとく、軍じゃ対処不可能らしくてな……」

「そりゃそうでしょ。近代兵器が幻げん想そう種を相手に何の役に立つのよ？」

「で、俺達にお呼びがかかったってわけだ。この討とう伐ばつ依い頼らい、どうする？」

「そんなの決まってるじゃない！」

　瑠奈がばっと立ち上がって宣言する。

「私はいずれ世界の全すべてを統すべる王よ！　つまりこの地球の民たみは全員、私の民！　当然、王としては救う一択たく！　皆みな、今すぐ出しゆつ陣じんよッ！」

「へっ！　そうこなくっちゃな！」

　そう応じて。

　その場の新生円卓の騎き士しのメンバー達は、ぞろぞろと立ち上がる。

「さぁーて、久々、デカい戦いだ。腕うでが鳴るぜ……」

　そして、凜太朗が指をパキポキ鳴らしていると。

「ちょっともう！　凜太朗！　何をボサっとしてるのよ!?」

　瑠奈が、不意に凜太朗の胸むなぐらを摑つかんで、そのまま駆かけ出した。

　ただし、出入り口扉側ではなく……奥の開け晒さらしのベランダの方向へ。

「え、ちょ、お前……まさか……ッ!?」

　慌あわてる凜太朗。

「兵は神速を尊ぶ！　これ常識よッ！」

　不敵に笑う瑠奈。

　そして。

　瑠奈はそのまま、凜太朗を引き摺ずって、ベランダの桟さんに足をかけ、無限の空へと飛び出していくのであった。

「バカ野や郎ろう!?　行く先はアメリカだぞ!?　こんなショートカットに一体、何の意味がァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?」

「あっははははははははははははははははーーッ！」

　凜太朗の悲鳴と楽しげな瑠奈の笑いが、眼下へと吸い込まれていく。

　残された一同は、そんな二人の様子を見送って……

　やがて、やれやれと言わんばかりに互たがいに苦く笑しようし合いながら、肩を竦めるのであった。




　…………。




　こうして、アーサー王継けい承しよう戦は幕を下ろした。

　それによって起きかけた《人理の崩壊カタストロフイ》によって、この世界の在り方は、今、確実に変化しつつあった。

　このまま、《意識の帳》の崩壊が進み、神話時代に逆ぎやく戻もどりするのか。

　あるいは、《意識の帳》を再構築し、元の現実界へと戻っていくのか。

　これから先、この世界がどうなるのか、どこに向かうのかは、まだ誰にもわからない。

　だが、いずれにせよ、きっと明るい未来が待っている……

　見る者にそう確信させてくれる王の存在とその家臣が、この世界には確かに存在したのであった──




　混こん沌とんの過去きのうが其そ処こにあり、色いろ鮮あざやかな現在きようが此こ処こにある。

　そして今、未来あすは我等の前に開かれた。

[image: ]




　我が夢の戯ぎ曲きよくの始まりを。

　私は、彼女の隣で見ていた。




　嗚あ呼あ、彼女は確かに此処に在る、円えん卓たくに集つどいし騎士達と共に。

　人は呼ぶ、強く、気高き、過去とレクス・クワンダ未来をム・レクス・ケ・統べる王フユーチヤラスと。




　彼女の物語は、剣によりて語られ、高らかに謳うたわれる詩となった。

　まるで夜の灯台のように、人々を照らし導く灯ともし火びのように。




　私は、陽光溢あふれる世界で全すべてを見ていた。

　彼女の隣でそれを見ていた──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ラストラウンド・アーサーズ』第五巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの作品を手に取ってくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　とまぁ、そういうわけで、この話は五巻で完結です。

　ここまで、凜りん太た朗ろうと瑠る奈なのお話にお付き合い頂き、本当にありがとうございました！

　いやぁ、それにしてもなんていうか、作者的にはやりきった感がありますね～、書きたいことを全部載のっけられたと思います。自分で言うのもなんですが、この五冊はとにかく内容が濃こい！

　元々のコンセプトが、〝五巻くらいで綺き麗れいに終わる話〟だったので、アーサー王物語を主題にするならば、モチーフを絞しぼらないとなぁという話でした。

　ですが、アーサー王物語というのは、どこを切っても面おも白しろいので、どこをどう切り取って話に盛り込むかが非常に難しい。




　羊「アレは話に載せたいなぁ、こっちも載せたい……うーむ、このエピソードも載せたいよなぁ……あ、そういえば、アーサー王物語なら、この話も捨すてがたい……当然、こっちも……って、ぁあああああもう面めん倒どう臭くせぇ全載せじゃあああああああーーッ!?　五巻で収まらなかったらどうするって!?　そんなん知るかぁああああああああーーッ！」




　と、そんな感じで、アーサー王物語の美味おいしいエピソードやネタが、ヤケクソのように全載せされたのが『ラストラウンド・アーサーズ』です。いかがでしたでしょうか？

　そして、これまで素す敵てきなイラストをつけて、物語を盛り上げてくれた、はいむらきよたかさん、今まで本当にどうもありがとうございました！

　さて、『ロクでなし』シリーズはまだまだ続きそうですし、新作案も色々あります。これからも面白い作品を出せるよう、全力で執しつ筆ぴつに挑いどむ所しよ存ぞんです。

　羊太郎という生物を、どうか、これからもよろしくお願いします！


羊太郎





















ラストラウンド・アーサーズ５




過か去この王おうと未み来らいの王おう








羊ひつじ 太た郎ろう
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